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プロローグ　～過ぎ去りし青の月～







　シュミラルやバランのおやっさんたちに別れを告げるとともに、青の月は終わりを迎むかえた。

　そもそも俺おれがこの世界において暦こよみというものを意識し始めたのは、青の月に入ってからのことである。「家長会議は青の月の十日に開かれる」という話を聞いて、この世界の月は色で示されるのだなと初めて知らされることになったのだ。

　そして俺がこの世界を訪おとずれてから、すでに七十日もの日が過ぎようとしている。俺がこの世界の暦を理解する前に、すでに二回ほど月は移り変わっていたのだった。

　俺がアイ＝ファと邂かい逅こうを果たしたのは、黄の月の末であったらしい。そうしてすぐに黄の月は終わり、緑の月に突とつ入にゆうした。この緑の月の間に、俺はルティム家の婚こん儀ぎの祝しゆく宴えんを任されたり、カミュア＝ヨシュと出会ったり、宿場町での商売を開始したりしていたわけである。

　それも十分に波乱に満ちた日々であったが、だけどやっぱり青の月の慌あわただしさというのはそれ以上であっただろう。俺たちは、家長会議を終えたのち、ザッツ＝スンとテイ＝スンのもたらした騒そう乱らんに立ち向かい、さらにサイクレウスという謎なぞめく人物を認にん識しきするに至ったのだった。

　テイ＝スンの死とともに、スン家にまつわる騒そう動どうは終結したかに思われたが、残念ながらそうはならなかった。そのスン家を裏で動かしていたのはそのサイクレウスという貴族なのではないかという疑いが持ち上がってきてしまったのだ。

　サイクレウスは、ジェノスを支配する貴族の一人である。モルガの森辺とてジェノスの領土であるのだから、森辺の民たみにとっての君主はジェノス侯こう爵しやくのマルスタインに他ほかならない。サイクレウスは、そのマルスタインと森辺の間に立つ、いわば調停役のような存在であった。サイクレウスはマルスタインの代理人として、森辺の民と言葉を交かわす立場にあったのである。

　そのサイクレウスが、スン家の人間を裏であやつっていたのではないかという疑いがかけられている。疑いをかけているのは、マルスタインの第一子息にして次期の領主たるメルフリードと、そしてその盟友である《守護人》のカミュア＝ヨシュだ。そもそもは、カミュア＝ヨシュがサイクレウスに疑いをかけ、それをメルフリードに打ち明けたというのが発ほつ端たんであったらしい。

　カミュア＝ヨシュは、実に錯さく綜そうした立場にある御ご仁じんなのである。まず彼かれは、レイトという少年を弟で子しにしていた。そのレイト少年が、十年前にザッツ＝スンたちの襲しゆう撃げきで生命を落とした商団の団長であったのだった。

　さらにその商団のメンバーには、《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》の主人ミラノ＝マスの義ぎ兄けいにあたる人物も含ふくまれていた。その人物が、狩人かりうどの首くび飾かざりを握にぎりしめて亡なくなっていたことこそが、すべての出発点であったのだろう。

　その事実をもって、ジェノスの宿場町においては森辺の民こそがその襲撃事件の犯人なのであろうとひそかに囁ささやかれていた。スン家の者たちは町でも無法なふるまいに及およんでいたので、人々はいっそう森辺の民に対する不信感をつのらせていたのだった。

　しかし、ジェノスの貴族たちは森辺の民を正当に裁こうとはしなかった。先の商団ばかりでなく、近在の町バナームからの使節団やジェノスの護民兵団の団長であったという人物も、森辺の民と思おぼしき者たちに襲撃されたすえ、生命を落としてしまっていたのだが、それらもすべては《赤あか髭ひげ党》なる盗とう賊ぞく団の所業であると決めつけられてしまったのだった。

《赤髭党》は不殺の掟おきてを立て、貴族や豪ごう商しようばかりを狙ねらい、それで得た富を貧しき人間たちに分わけ与あたえていたという、いわゆる義ぎ賊ぞくであった。そうであるにも拘かかわらず、それらの罪を証あかしもなくかぶせられて、《赤髭党》の構成員はのきなみ処しよ刑けいされてしまったのだ。

　その処刑を決めたのは、護民兵団の新しい団長である、シルエルという人物――とりもなおさず、それはサイクレウスの実の弟なのだった。

　それでカミュア＝ヨシュは、これらはすべてサイクレウスたちの画策した陰いん謀ぼうであると確信したらしい。自分にとって都合の悪い相手を始末するために、スン家の人間をそそのかして襲撃させ、さらにはその罪を《赤髭党》になすりつけた。そうしてすべてを闇やみから闇に葬ほうむり去さって、サイクレウスは現在の権勢を完成させた――カミュア＝ヨシュは、そのように推理したのである。

　カミュア＝ヨシュは、そういった推論をメルフリードにぶつけることにした。メルフリードは「罪には罰ばつを」という強い信念を持つ御仁であったため、徹てつ底てい的てきにサイクレウスの身辺を洗うことになった。

　しかし、サイクレウスがすべての首しゆ謀ぼう者しやであるという証を見つけることはできなかったため、シムに向かう商団というものをでっちあげて、それを生いき餌えにすることによって、大罪人たちをおびき寄せようという計画を実行に移したのだった。

　その甲か斐いあって、スン家の罪を暴あばくことはできた。家長会議によって失しつ脚きやくしたスン家の先代族長ザッツ＝スンが、ただ一人の腹心であるテイ＝スンとともにその一団を襲撃し、捕ほ縛ばくされることになったのだ。

　ザッツ＝スンは、十年前にも同じような大罪を働いたのだと、呪のろいの言葉とともに告白してから、獄ごく中ちゆうで憤ふん死しした。テイ＝スンもまた、ザッツ＝スンのもたらした凶きよう運うんに殉じゆんずるようにしてこの世を去っていった。それで明らかとなったのは、少なくとも十年前に商団を襲おそったのは《赤髭党》ではなくザッツ＝スンたちであった、ということのみだった。

　するとカミュア＝ヨシュたちは、そこを唯ゆい一いつの活路として、サイクレウスの旧悪を暴く手立てを講じた。まずは《赤髭党》の唯一の生存者であるという、党首の伴はん侶りよを捜そう索さくすることになった。

　そこで森辺の民も協力を願われて、ルウの分家から三名の狩人を貸し出だすことにした。その三名とレイト少年を引き連れて、カミュア＝ヨシュがジェノスを出立したのが、青の月の最終日の朝である。

　だが、同じ日の昼下がり、俺たちは驚おどろくべき事態に見み舞まわれることになった。

　党首の伴侶ではなく、その息子むすこを名乗る人物が、俺たちの前に姿を現したのだ。

　その人物は、《赤髭党》の党首、赤髭ゴラムの息子ジーダと名乗っていた。燃えるような赤毛と野や獣じゆうのごとき黄色の瞳ひとみを持つ、まだ幼げな少年である。森辺の民の身代わりとして処刑された父親の仇かたきを討うつために、彼はジェノスまでやってきたようだった。

　彼の母親を見つけだそうとしているカミュア＝ヨシュとは、完全に行いき違ちがいになってしまったのだ。これは、手ひどい運命の悪戯いたずらである。しかもジーダは俺たちの説得に耳を貸すこともなく、再び行方ゆくえをくらましてしまっていた。

　森辺の民は、大罪人であるスン家の人間をすべて城に引ひき渡わたすよう、サイクレウスに命じられてしまっている。かつての族長であったズーロ＝スンばかりでなく、本家の人間を全員引き渡すべきだと主張しているのだ。ディガ、ドッド、ミダ、ヤミル＝レイ、ツヴァイ、オウラ――血族との縁えんを絶たれることによって、森辺ではその罪を許されることになった彼らを、サイクレウスは執しつ拗ようにつけ狙っているのだった。

　それに従うか抗あらがうか、次の会談までには半月しか残されていない。白の月の十五日までに、森辺の民は道を決さなくてはならなかった。

　それまでに、サイクレウスの旧悪を暴いて、すべてをひっくり返すことができるのか――そんなさなかに、ジーダは登場したのである。波乱に満ちみちた青の月の、最後の締しめくくりとでも言うべき存在であった。

　カミュア＝ヨシュは、首しゆ尾びよくジーダの母親を見つけることがかなうのか。

　スン家の人々の身み柄がらに執しゆう着ちやくするサイクレウスの真意はどこにあるのか。

　また、会談の日を半月も引きのばしたことには、どのような目もく論ろ見みが存在するのか。

　森辺の民は、ジーダと和解を果たすことはかなうのか。

　そんなさまざまな問題を残しつつ、俺たちは青の月の終わりを迎えることになったのである。







第一章★★★白の一日、アスタの一日（前）










１




　さまざまな問題を内包しつつ、その日も俺の一日はごく平へい穏おんに始まることになった。

　俺たちは俺たちで「森辺に豊かな生活をもたらしたい」という大きな目的のために、日々を過ごしているのである。どのような陰謀劇に巻き込まれようとも、その目的を二の次にすることはできなかった。

　また、商売のほうはだいぶ安定してきていたので、俺の生活スタイルというものも、その頃ころにはずいぶん安定するようになっていた。それに、森辺の集落を含むジェノスの近辺は、常に気候が一定であるためか、生活スタイルを安定させやすいという側面もあった。

　俺がこの森辺の集落に住みついて、はや七十日が経過しようとしているのに、気温や日の長さなどに大きな変化は感じられない。気温は日本の初夏ぐらいで、日の出と日の入りは――これは時計というものが見当たらないので体感で推測するしかないが、午前の六時ぐらいに夜が明けて、午後の七時ぐらいに日が沈しずんでいるような感覚であった。

　そうしてファの家においては、日にち没ぼつを目安に晩ばん餐さんを開始して、その二時間後ぐらいにはもう床とこについている気がする。就しゆう寝しん前にはアイ＝ファと語らうのが通例であるが、獣じゆう脂し蝋ろう燭そくのかぼそい灯あかりだけを頼たよりに過ごしていると、すぐに睡すい魔まに呑のみ込まれてしまうのだ。

　この俺の感覚が正しくて、午後の九時頃に就寝しているとしたら、実に健康的な生活といえよう。ただし、この世界の一日が二十四時間であるという保証はどこにもない。何せ時計が存在しないのだから、実際に何時間を睡すい眠みんにあてているのかも判然とはしないのだった。

　しかしまた、正確な数字などわからなくとも、俺たちが健すこやかに日々を過ごしているという事実に変わりはない。一日みっちり働いても、ギバの料理を腹いっぱい食べて、ぐっすり眠ねむりさえすれば、翌日に疲ひ労ろうを残すことなく、また元気に働くことができているのだ。こんなに規則正しくて、なおかつ充じゆう足そくした日々というのは、なかなか得え難がたいものであるはずだった。




　そうして迎えた、白の月の一日。

　その日も俺たちは広間で雑魚ざこ寝ねをしており、先に目を覚ましたのはやはりアイ＝ファのほうだった。

「ああ……おはよう、アイ＝ファ」

　ねぼけまなこをこすりながら半身を起こすと、アイ＝ファは「うむ」と、うなずき返してくる。

　広間の真ん中であぐらをかいて、金きん褐かつ色しよくの長い髪かみを器用に結ゆいあげている。格こう子しのはまった窓から差しこむ白っぽい日の光に照らされるこの朝の情景が、俺は好きだった。そんなアイ＝ファの変わらぬ姿を見ているだけで、今日も一日頑がん張ばろう、という活力が身体の内側からしみだしてくるのを実感できるのだ。

「とっととお前も身み支じ度たくをしろ。今日は水みず瓶がめの水も汲くまねばならぬはずだ」

「ああ、そうだったな」

　俺は、うーんとのびをしてから、まずは物置部屋に移動した。

　これは、衣類を着き替がえるためである。だいたいファの家においては、前日の晩餐の片付けとともに衣類の洗せん濯たくも済ませてしまうのが常なのだった。

　亀き裂れつの入った戸板だとか、乾かん燥そう中の薪まきだとか、壁かべにたてかけられた鋸のこぎりだとか、雑多なものの詰つめ込まれた物置部屋の中で、俺はいったん素すっ裸ぱだかになり、新しい下帯と腰こし巻まきと、それにベスト風の胴どう衣いだけを身につける。Ｔシャツは一枚きりしか持っていないので、毎朝大事に洗いながら着用し続けているのだ。

　奥おくの壁にはひっそりと、白い調理着の上下が吊つるされている。

　言うまでもなく、俺がこの世界に飛ばされてきた際に着用していた衣服である。そのポケットには、綺き麗れいに洗った靴くつ下したと下着もねじ込まれているはずだった。

　アイ＝ファに森辺の装束をもらいうけてからは、これらの衣服にもいっさい袖そでを通していない。この気候に長なが袖そでの調理着は不向きであるし、それに森辺においてはこの渦うず巻まき模様の装束を纏まとうことが同どう胞ほうとしての証になる、という習わしが存在するからだ。

（でも、こいつはもともとシム産の織物なんだもんな。シュミラルもマントの下には同じような模様の服を着込んでいたから、婿むこ入いりが実現したとしても見み栄ばえに変化はなさそうだ）

　昨日、別れを告げることになった東の民、商団《銀の壺つぼ》の団長シュミラルのことを思い出す。ヴィナ＝ルウとの関係性がどのような形に落ち着くにせよ、彼がジェノスに戻もどってくるのは半年も先のことである。

　彼もそろそろ出立のための身支度を整えている頃ころ合あいであろうか。

　南の民の建築屋、バランのおやっさんやアルダスたちも、それは同様であろうか。

　そんなことを考えてしんみりしていると、戸板が外から叩たたかれた。

「おい、中で寝ねているのか？　ぐずぐずしていたら置いていくぞ」

「ああ、いま行くよ」

　脱ぬいだＴシャツと下帯を腰巻きで包つつみ込み、そいつを腰こしにぶら下げてから、物置部屋を出る。

　まずは水瓶と、食器の詰められた鉄てつ鍋なべの運うん搬ぱんだ。俺は空になった水瓶を少しななめに傾かたむけて、玄げん関かん口ぐちのほうにごろごろと転がしていき、アイ＝ファは鉄鍋を抱かかえてそれについてきた。

「よお、おはよう、ギルル」

　外に出ると、ギルルはすでに木につながれていた。

　最近のアイ＝ファはまず目覚めると同時にギルルを表に出してから身支度を整えているようなのである。その際にこっそりギルルの羽う毛もうでもふもふしているのではないかと俺はあやしんでいるのだが、残念ながら、俺のほうが起き床しようが遅おそいのでまだその光景を目もく撃げきするには至っていない。

　何はともあれ、大きな板に蔓つる草くさを結んだ引き板に水瓶と鉄鍋を載のせ、水場へと出発だ。

　これもギルルに協力を願えばずいぶん楽になるのだが、ファの家だけそのように横着してしまうのは体面が悪かったし、それに、これは非力なる家人の筋力トレーニングも兼かねているのである。宿場町への行き来ではずいぶん楽ができるようになったのだから、これぐらいは継けい続ぞくしないとすぐにか弱き現代人へと逆ぎやく戻もどりしてしまいそうだった。

　ということで、いつもの通りアイ＝ファに荷が崩くずれぬよう支えてもらいながら、ずるずると引き板を引いていく。

　水場は、ファの家から十分ほど離はなれた岩場にある。ラントの川から枝分かれした支流のひとつだ。ごつごつとした岩の上を、冷たい清水がゆるやかに流れていく。水の力でその通り道が少しくぼんでいるだけの、ささやかな水場である。

　水場には、すでに四名の女衆がいた。

　この近在に住む、フォウとランの女衆だ。

　水場を共有するぐらい家が近いのは、この二つの家のみだった。ガズやラッツやベイムはもっと南寄りで、スドラやディンはもっと北寄りであるらしい。

　俺たちが近づいていくと、「あ……」と、女衆の一人が身を起こした。

　あまり見覚えのない、若めの女衆だ。

　最近は、近在の女衆が調理の手ほどきを願って頻ひん繁ぱんにファの家を訪れるようになってきていたが、その中には含まれない人物であった。

（ん……だけど、一回ぐらいはどこかで見たことがあるような……）

　首をひねる俺のかたわらで、アイ＝ファは無言のまま、その女衆に目礼をした。

　しかし、その女衆は両手をもみしぼるようにしながら、気弱げに目を伏ふせてしまう。

　その間に、残る三名の女衆が俺たちに笑いかけてきた。

「ああ、アスタにアイ＝ファ。あたしらはもう終わるから、ここを使っておくれ」

「ありがとうございます」と、俺はそちらに荷物を引いていく。

　どうにも挙動の落ち着かない最初の女衆は、逃にげるようにしてその場から跳とびのいた。

　アイ＝ファのほうは、無言かつ無表情である。

　何とはなしに、両者の間にはただならぬ雰ふん囲い気きが感じられた。

「ねえ、アスタ、今日も料理の手ほどきをしてもらいたいんだけど、大だい丈じよう夫ぶかね？」

　年配の、ランの女衆がそのように呼びかけてきたので、俺は「はい」と、うなずいてみせる。

「今日はリィ＝スドラも寄っていく予定だったので、ちょうどいいですね」

「そりゃあ良かった。あのね、実はあたしらの家でもはんばーぐに挑ちよう戦せんしてみたいんだよ。……でも、あたしらなんかにはまだまだ無理かねえ？」

「そんなことはないですよ。大事なのは毎日の修練ですから。俺だって、最初に作り方を習った頃はパテを焦こがしちゃったりして、それはひどかったもんです」

「本当かね？　想像がつかないねえ」と、ランの女衆は笑う。

　彼かの女じよたちは、最近めっきり笑え顔がおが増えたような気がしてならない。

　それはもちろんスン家の支配から解き放たれた、というのが大きな理由なのであろうが、それより何より生活が豊かになったことによってもたらされた明るさなのではないかと俺は考えている。

　それも、ファの家に肉を売ることで得られる実際的な豊かさと、美味おいしい食事を食べるという喜びに目覚めた心の豊かさの双そう方ほうからだ。それは多分に、俺の願望がまじってしまっているのかもしれない。だけど彼女たちは本当に幸福そうで、そして、調理技術の向上に対する強い意欲も持ち合わせていたのだった。

「昨日はね、あんまり血ち抜ぬきが上手うまくいかなかったんだよ。ギバが大暴れするもんだから、めった刺さしで仕留めるしかなかったらしいんだ」

「まあ、男衆がみんな無事だったんだから、それはいいんだけどさ。それで、アスタに言われた通り、その肉は岩塩を溶とかした水で洗ってみたよ」

「あ、それで臭くさみは十分にとれました？」

「うん。男衆もできる限りは血を抜ぬいておいてくれたからね。あとは果実酒とミャームーに漬つけ込んで食べてみたら、まあほとんど気にならないぐらいのお味だったよ」

「売り物にはならなくても、あたしらが食べるには十分さ」

　と、また楽しそうに声をあげて笑う。

「それじゃあ、手ほどきのほうはよろしくね。ディン家の娘むすめっ子にも声をかけておくからさ」

「あ、トゥール＝ディンですか」

「うん。最近あんたに会えてなかったから、あの娘もずいぶんさびしそうにしてたんだよ。……あれはあと何年かすればいい嫁よめになりそうだね」

　俺は「あはは」と応じつつ、こっそりかたわらの家長を盗ぬすみ見る。

　アイ＝ファは、言葉もなく木皿を洗っていた。俺たちの会話など、まったく耳に入っていない様子である。

　で、おかしな素そ振ぶりを見せていた最初の女衆は、暗い面おも持もちで水瓶に水を汲んでいる。

　その薄はつ幸こうそうな横顔を見ているうちに、俺はその人物が何者であるかを唐とう突とつに思い出した。この娘さんは、たしか去りし日にファの家を訪れてくれたフォウの女衆――まだスン家が没ぼつ落らくする前に、アイ＝ファが届けてくれる毛皮の御お礼れいだと言ってピコの葉を持ってきてくれた、サリス・ラン＝フォウだった。

　なかなか思い出せなかったのも無理はない。それは宿場町での商売を始めてすぐの出来事であったから、もうひと月ぐらいは昔の話であったのだった。

　それにあのときは、コタ＝ルウよりも小さな赤子を抱だいていたはずである。赤子の世話があったから、料理を習いに来ることも、水場で顔を合わせる機会もなかったのだろうか。それがこうして水場に現れたということは――きっとあの痩やせ細ほそった赤子も、少しは目を離しても大だい丈じよう夫ぶなぐらいには健やかに育ったということなのだろう。ファの家からもたらされた豊かさが、それに少しでも力を添そえることができていたなら、それほど嬉うれしい話はなかった。

「それじゃあね。また昼の仕事の後で」

「はい。お待ちしています」

　フォウとランの女衆が、連れ立って去っていく。

　サリス・ラン＝フォウは最後まで言葉を発しようとはせず、アイ＝ファも最後まで顔を上げようとしなかった。




　洗い物の仕事が済んだら、お次は家の仕事と、商売の下ごしらえである。

　洗った衣服は窓まど際ぎわに干して、おのおのの仕事に取りかかる。俺の仕事はポイタンを煮に詰つめる作業と、調理刀の手入れ、そして食料庫のチェックである。

　アイ＝ファのほうは、日課としてはやはり自分の刀の手入れ。それ以外は、必要があればこの時間に薪を割ったり、干し肉を作ったり、ピコの葉を乾かわかしたりする。今日選ばれたのは、ピコの葉だった。

　焦げつく寸前までポイタンを煮に込こんだら、アイ＝ファの広げたピコの葉とともに日当たりのいい場所に置いて、その他の仕事も片付けたのち、一路、森へと向かう。ポイタンとピコの葉が仕上がるまでは、薪や香こう草そうやグリギの実などの採取作業だ。

　もちろん、水浴びで身を清めるのも日課である。フォウやランの人々はもっと下流で用事を済ませているらしく、川辺で遭そう遇ぐうすることはない。

　森に入り、二十分ほども歩くと、ラントの川が見えてくる。人間ぐらいの大きさをした岩がん塊かいの付近が、俺とアイ＝ファの水浴びスポットであった。

　俺は家長に先を譲ゆずり、岩塊にもたれて座すわり込む。アイ＝ファは狩人かりうどの衣と首飾りだけを俺に託たくしてから、岩塊の裏へと回り込んだ。

　この時間も採取作業にあてれば効率はいいのだが、アイ＝ファは森の中で俺から身を離すことを嫌きらっていた。ギバが活動を始めるのは中天を過ぎてからであるとされてはいるものの、ときおりは気まぐれなやつが出しゆつ没ぼつしたりもするのだ。実際それに襲撃された経験のある俺としては、アイ＝ファの心配を取とり越こし苦ぐ労ろうと切って捨てるわけにもいかなかった。

（だけど、今日も森は平和そうだな）

　ごつごつとした岩いわ肌はだにもたれつつ、俺はふっと息をつく。

　頭の上では野鳥が鳴いており、地面には木こ漏もれ日びが差し込んできている。朝の森にはさわやかな涼りよう風ふうが吹ふき、草木や花の香かおりを届けてくれる。そうして岩塊の向こう側から聞こえてくるのは、アイ＝ファが水浴びをする涼すずやかな音色だ。慌ただしい一日の中でぽっかりと生まれるこういう時間も、俺にとってはかけがえのないものだった。

「今日もいい天気だな、アイ＝ファ」

　少し大きめの声で呼びかけると、アイ＝ファは「うむ」と答えてくれた。

　アイ＝ファとともにある限り、黙だまりこくっていても気き詰づまりになることはない。だけど今日は、このひとときにもアイ＝ファと言葉を交わしたい気分だった。

　さて、どんな話題を持ちだそうかなと考えて、俺はすぐに早朝の一件を思い出す。

「……なあ、アイ＝ファはあのサリス・ラン＝フォウと何か特別な因いん縁ねんでもあるのか？」

　しばらく答えは返ってこなかった。

　即そく断だん即そく答とうのアイ＝ファにしては、ちょっと珍めずらしいことである。

　それからようやく聞こえてきたのは、「べつだん因縁というほどのものではない」という無感動な声だった。

「……ただ、サリス・ラン＝フォウは幼き頃の馴な染じみであったというだけのことだ」

「へえ！　幼おさな馴な染じみ！　アイ＝ファにもそんなものが存在したのか！」

　俺はたいそう驚くことになった。

　が、よく考えれば驚くほどのことではない。ファの家はスン家と悪あく縁えんを結ぶまでは、近在の家ともそれなりには交流を保っていたはずなのである。

「で、どうして二人は気まずそうにしていたのかな？　もうスン家の目をはばかる必要はないんだから、リミ＝ルウやジバ婆ばあさんみたいに縁を結びなおせばいいじゃないか？」

「……人の縁とは、そんな簡単に結びなおせるものなのか？」

　アイ＝ファの声は、無感動であると同時に、普ふ段だんの力強さも欠けていた。それで俺も、自分の軽はずみな発言を反省することになった。

　リミ＝ルウやジバ婆さんたちは、自らアイ＝ファとの縁を絶ったわけではない。むしろアイ＝ファのほうこそが、災わざわいをもたらさぬようにと二人を遠ざけてしまっていたのだ。

　しかし、フォウやランの人々は違う。彼らはスン家の目を怖おそれて、自分たちからもファの家を遠ざけたのである。

　それでもアイ＝ファは、人知れずギバの毛皮を彼女らの家に贈おくっていた。スン家に気づかれぬよう、こっそりと彼女たちの生活を助けていたのだ。その甲斐もあってか、フォウやランの家長らは、家長会議においてファの家の行いに賛同を示してくれた。暴ぼう虐ぎやくをふるう族長筋を前に、はっきりと叛はん旗きをひるがえしてみせたのだ。

　そうしてスン家は没落し、ファの家と彼らの縁は結びなおされることになった。フォウの家長らは自分たちの行いを悔くい、アイ＝ファに頭を下げ、縁を結びなおしてくれるよう願ったのだった。

　それですべては解決されたかに見えたが――俺も、個人間のことにまでは頭が回っていなかった。まさか、アイ＝ファに幼馴染が存在したなどとは夢にも思っていなかったのである。

　あのサリス・ラン＝フォウは、どんな気持ちでアイ＝ファとの縁を絶ったのだろう。そして、今はどんな気持ちなのだろう。

　ひょっとしたら、彼女は申し訳なさのあまり、アイ＝ファに気安く近づくこともできないのではないだろうか――？

「……余計なことに気を回すなよ、アスタ」

　と、アイ＝ファの声がまた響ひびいてきた。

「スン家のことなど、原因の一つに過ぎん。私とサリス・ラン＝フォウの縁は、切れるべくして切れたのだ。そうであるからこそ、スン家が滅ほろんだところで再び結び合わされることもないのだろう」

「……うん。俺も無理に行動を起こす必要はないと思うよ」

　そんな風に、俺は答えてみせた。

　アイ＝ファは、魅み力りよく的てきな人間だ。そうであるからこそ、フォウやランやスドラの人々もファの家に集まったのだと思う。

　今よりも豊かな生活を手に入れるために、というのがその根本にあったのだとしても、それ以上にアイ＝ファの魅み力りよく――狩人としての力量と、森辺の民としての正しき振ふる舞まい、その心意気に、フォウやスドラの家長たちは心をひかれたのだろうと思うのだ。

　だからきっと、無理に機会など作らずとも、サリス・ラン＝フォウもいずれアイ＝ファのもとに戻ってくるに違いない。俺は、そのように信じることができた。

「アイ＝ファは意地っ張りだから、自分から行動を起こすことなんてできないだろうしな」

　アイ＝ファに怒おこられないように、俺はこっそりそのようにつけ加えた。

　が、次の瞬しゆん間かんには頭から冷水をあびせかけられていた。

「うひゃあ！」と背後を振り返かえると、ほどいた髪から水をしたたらせたアイ＝ファが岩塊のてっぺんから俺を見下ろしていた。肩かたから上しか見えないが、両手を俺のほうに差しのべているので、今のはアイ＝ファのしわざであるに違いない。

「何だよ、いきなりひどいじゃないか！」

「ひどいのはどちらだ？　家長に対して、意地っ張りだと？」

「あ、聞こえてたのか……あれ？　だけど、報復の手て際ぎわがよすぎないか？」

「うむ。何かお前が失言をするような気配がしたので、報復の準備をして待ち受けていたのだ」

「それは手回しのいいことだな！　俺が失言をしなかったら、どうするつもりだったんだ？」

「さてな。すべては森の導きだ」

　すました顔で、アイ＝ファは肩をすくめていた。

　その肩も、ずぶ濡ぬれのままである。だからきっと、衣服を着用する時間も惜おしんで、報復の準備に勤いそしんだのだろう。

「素っ裸で岩の裏にへばりついてるのか？　対岸に人がいたら大変だな」

　せめてもの意い趣しゆ返しとしてそのように述べてみせると、アイ＝ファの頭はすみやかに引っ込んだ。

「しばし待っていろ。今の失言にも然しかるべき報むくいを与えてやる」

「いいからとっとと服を着ろってば！　俺だって、水浴びをするなら服を脱いでからにしたいよ！」

　岩塊の向こうから、低い笑い声が聞こえてくる。

　大好きな水浴びをして気が晴れたのか、失礼な家人をこらしめることで気がそれたのか。真相はまったく知れなかったが、アイ＝ファのご機き嫌げんが戻ったのならば何よりのことであった。




　そうして水浴びを終えた後は、森の中での採取作業であった。

　まずは肉を保存するためのピコの葉と、干し肉や『ギバの角かく煮に』で使用するリーロの香草、そして最後は毒虫除よけのグリギの実である。

　余談だが、俺は森辺の民の体たい臭しゆうというやつを不快に感じたことがない。森辺の民は大いに肉を喰くらい、一日に一度水浴びをするだけで、なおかつこのように温暖な土地で暮らしているにも拘わらず、俺の敏びん感かんな嗅きゆう覚かくを刺し激げきすることがなかったのだ。

　その理由として、まずこの香草やグリギの実の存在が考えられる。森辺の民は毒虫を除けるためにグリギの実を腕うで飾かざりとして常に着用しているが、そのふくらみかけの花みたいに甘あまい香りが真っ先に鼻び腔こうを刺激してくるのだ。

　なおかつ、女衆であればピコやリーロの葉に触ふれる機会も多い。こちらは清せい涼りような芳ほう香こうである。干したピコの葉なら、黒胡こ椒しようのような香こう辛しん料りようの香りだ。

　また、そういった香草を体内に摂せつ取しゆしている効能なのか、あるいは俺の思い込みも付加されているのか――森辺の民は人間らしい体臭よりも森の匂におい、森に踏ふみこんだときに感じられる草木や土や花の香りを常に纏っているかのように感じられるのだった。

　さらにアイ＝ファは、『ギバ寄せの実』を狩かりで使用している。それを自らの身体にあびる危険な『贄狩り』はもう長いこと行っていないとのことであったが、『ギバ寄せの実』の香りはグリギ以上に強きよう烈れつで、ちょっとした罠わななどで使用するだけでも髪や衣服や身体などに残ってしまうのだそうだ。

　だからアイ＝ファは、誰だれよりも甘やかな香りを常に身に纏っている。こうして森の端はしで採取作業に励はげみ、せっかく清めた身体がまた熱をおびて汗あせをかいたりすると、余計にその甘い香りが際きわ立だつような気さえするのだった。

　いつだったか何かの弾はずみで、「ギバみたいに突とつ進しんしていきたくなっちまうな！」などと軽口を叩いたら、しこたま足を蹴けられたことは言うまでもない。

　それはさておき、香草集めと薪まき拾ひろいには毎日一時間ぐらいをかけている。そこまでの仕事を済ませてから、ようやく俺は宿場町で販はん売ばいする料理の下ごしらえに着手することがかなうのだった。

　ただし、『ミャームー焼き』で使用するポイタンの焼き作業と『ギバ・バーガー』のためのパテ作りはレイナ＝ルウたちに引き継ついでしまったので、俺が為なすべきは『ギバ・バーガー』で使用するポイタンの焼き作業と『ミャームー焼き』で使用する漬け汁じるの作製ばかりである。

　森に出る前に干しておいたポイタンが、この頃ころにはもうかちかちに干ひ上あがっているので、それを水に戻して鉄板で焼きあげる。『ギバ・バーガー』で使用するのは六十人前なので、慣れてしまえばどうということもない。

　そんなわけで、本日は四、五十分ばかりも時間が余ることになってしまった。

　これもルウ家と下ごしらえの仕事を分担し、さらには荷車の導入で移動時間を短縮させることがかなった恩おん恵けいである。

「だけど、この時間に手が空いても、進められる仕事はないんだよな。せっかくだから、薪でも割っておくか」

　俺が言うと、干し肉をかじっていたアイ＝ファが「それは私の仕事だ」と述べたててきた。

「お前にその仕事を取られたら、あとで私の手が余ってしまうではないか」

　本日の護衛役はルウ家に頼たのんでいるため、アイ＝ファは家に居残るのだ。

　で、アイ＝ファも普段は中天まで手が空くので、俺が家を出た後に雑多な仕事を片付けているらしい。

「だったらアイ＝ファはひと眠りしていればいいんじゃないか？　他の家の男衆は、けっこう中天近くまでぐっすり休んでるだろう？」

「眠たくもないのに眠れるものか。私はもう何年も同じ時間に眠り、同じ時間に起きているのだ。今さらその生活を変えられるものではない」

　アイ＝ファは十三歳さいの頃に母親をなくして以来、ずっとこうして朝から晩まで働いていたのだ。十五歳になるまでは父親と二人きりで、十五歳になってからは一人きりで、森辺の誰よりも懸けん命めいに働き続けてきたのである。

「うーん、それじゃあどうしようかな。料理の研究をするには中ちゆう途と半はん端ぱな時間だし、前まえ倒だおしで始められるほどの仕事もないし」

　午後の仕事は『ミャームー焼き』や宿屋の料理で使う肉の切り分けのみである。『ギバ・バーガー』の仕込み作業がなくなると、俺の仕事は格段に軽減されてしまうのだった。

　で、四、五十分もあれば、それらの仕事を前倒しで片付けることも可能であるが――しかし、切り分けた肉をピコの葉にうずめておくと、ブロック状のときよりもすみやかに水分を吸われてしまうため、いささかならず食感が変化し、なおかつピコの葉の傷いたみも進んでしまうのだ。

　食感のほうは、味が落ちるわけでもなく、むしろ熟成が進むぐらいの話かもしれないので、肉が縮むことを想定した切り分け方を模も索さくする、という手もあるが、ピコの葉の寿じゆ命みようが短くなってしまうのは、あまりいただけない。ファの家はただでさえ商売用の肉を保存するために多量のピコの葉を使用しているので、一日の採取ノルマが今以上に跳はね上あがってしまう事態は避さけたかった。

「……あ、そうか、それなら作業を前倒しにするんじゃなく、午後の仕事を翌朝に持ち込めばいいのか」

　と、俺は手を打つ。

　つまり、前日に済ませておいた仕事を当日の朝に移行するわけである。そうすれば、午後の時間はまるまる料理の研究にあてることができるのだ。これは素す晴ばらしい、と俺はほくそ笑えみ、アイ＝ファに不ふ審しんげな目で眺ながめられることになった。

「だけどけっきょく、今日のところは手持ちぶさたってことになるんだよな。なあ、何か俺でもつとまるような仕事は残ってないか？」

「ない。……手が空いたのならば、お前こそ身体を休めればいいではないか。この後は、晩餐が済むまでろくに休む時間もないのであろう？」

　壁にもたれて座ったまま、アイ＝ファは少し呆あきれたような声をあげた。

「私だって手が空いたときは、眠らぬまでもこうして休んでいる。力を無む駄だに使わぬのも仕事の内だ」

「ふむ。だけど、ギルルのおかげで重い荷物を運ぶ機会が減ったからさ。せっかく身につけた体力や腕わん力りよくが衰おとろえるのも怖こわいんだよなあ」

「……体力や腕力？」

「ああ、はいはい。生きつ粋すいの森辺の民に比べれば微び々びたる力なんだろうけどな」

　アイ＝ファいわく、俺の体力は森辺の民の十歳児レベルであるそうなのだ。

　俺がちょっとむくれてみせると、アイ＝ファは前まえ髪がみをかきあげながら立ち上がり、無言でこちらに近づいてきた。

　で、やはり無言のまま、俺の左右の上じよう腕わんを両手でわっしとつかんでくる。

「な、何だよ？　何か怒ってんのか？」

「私は理由もなく怒ったりはしない」

　低い声でつぶやきながら、むぎゅむぎゅと俺の腕うでをもみしだき始める。

　こちとらＴシャツは乾燥中で、ベスト一枚の軽装である。素す肌はだの身体を肩から前ぜん腕わんのあたりまでまんべんなくまさぐられて、俺は何だかおかしな心地ここちだった。

「ふん……確かにこうしてみると、わずかながらに力がついてきたようではあるな」

「本当か？　以前は十歳児呼ばわりされたんだけど」

「うむ。今ならば、十二歳ぐらいには相当するやもしれん」

「……あっそう」

　まあ、十二歳といえば狩人としての資格を得る寸前の年ねん齢れいである。それと相当なら、なかなかの成長ではあるのかもしれない――と、喜んでおくべきなのだろうか。

「それじゃあ、シン＝ルウの弟あたりとならいい勝負ができるのかなー。光栄だなー」

「うむ。まんざら勝ち目がないわけでもないかもしれんぞ」

　やっぱりそのレベルであるらしい。

　俺おれはがっくりと肩を落とし、アイ＝ファは俺の腕に手をそえたまま、少し心配そうな眼まな差ざしを向けてくる。

「どうした？　やはりここまで執拗に触れられるのは不快か？」

「いや。マッサージみたいで気持ちいい気がしなくもない」

「まっさーじ？」

「ああ、うん、筋肉をもみほぐすと、血行とかがよくなって気持ちよくなるんじゃないのかな」

「そうか」と応じながら、アイ＝ファは指先をベストの内側、俺の両りよう脇わき腹ばらへと移動させてきた。

　俺は「うひゃい」とか叫さけびながら後方に跳びすさる。

「なぜ逃げる。心地ここち好よいのではなかったのか？」

　アイ＝ファは俺の脇腹がかつて存在したあたりの空間を両手でつかんだ体勢のまま、きょとんとしていた。

　俺は「あははははー」と無意味に笑ってみせる。

「ごめん。普ふ通つうにくすぐったかった。不快じゃないけど、それは勘かん弁べんしてくれ」

「くすぐったい？　……そんなことはないと思うが」

　アイ＝ファは首を傾かしげつつ、自分の見事に引き締まった脇腹をもみほぐす。

　それは自分でさわる分にはくすぐったいわけもなかろう。

「……俺さ、昔はアイ＝ファの腕をつついただけで殴なぐられた覚えがあるんだけど」

「うむ？　そうであったか？」

「あと、頭を撫なでたらどつかれたりもしたな」

「それはきっと、子供扱あつかいされたような心地がして不ふ愉ゆ快かいだったのだ。今は決して不快とは思わない」

　アイ＝ファは真顔で、また俺のほうに近づいてきた。

「嘘うそではないぞ？」

「うん？　ああ、別に嘘だとは思ってないけど」

「ならば確かめてみるがいい」

「……うん？」

「さあ」

　さあじゃないよ。

　だけど、何だろう。アイ＝ファはものすごく真しん剣けんな顔をしている。何か俺には計り知れない部分で、真剣にならねばならない理由でも生じてしまったのだろうか。

　こんなことで朝からアイ＝ファの機嫌を損そこねてしまうのは嫌いやだったので、俺は胸中の気き恥はずかしさを抑よく圧あつして、アイ＝ファの指示に従ってみることにした。

　ぽん、と頭の上に手の平を乗せる。

　水浴びした髪もすっかり乾いて、心地好い手て触ざわりだ。なおかつ、とても温かい。

　その結いあげた髪が乱れてしまわないていどに、いいこいいこと撫でてみせると――アイ＝ファはふいに、にこりと微笑ほほえんだ。

「うむ。やはり不快ではない」

　それだけかよ！　と俺は崩れ落おちそうになった。

　ほんの少しでも心配したのが馬ば鹿かみたいである。

　いやしかし、朝からこんなとびきりの笑顔を拝見することができたのだから、勝ち負けで言えば大勝利なのか――というか、いったい何に対しての勝利であるのか――と、朝から俺の思考は不毛な迷めい宮きゆうへと転げ落ちそうになる。それを救ってくれたのは、ひどく優やさしい響きをおびたアイ＝ファの声であった。

「アスタよ、私は今日、ともに町へと下りることはできない」

　そのように述べながら、アイ＝ファは俺が下に垂らしていた左手の先をぎゅっと握にぎってきた。

　声は優しいのに、眼差しは真剣だ。俺はアイ＝ファの頭から手を下ろしつつ、「うん」とうなずいてみせた。

「町に下りるのは一日置きと決めたのは、私自身に他ほかならない。本来であれば、ルウ家が休息の期間であるのだから、護衛役などすべて任せることがかなう。しかし、私はどうしてもその役目を余所よその人間に任せきりにする気持ちになれなかったので……せめて、二日に一度はその役目を果たさせてもらおう、と考えたのだ」

「うん。アイ＝ファの心情は理解できてるつもりだよ」

　アイ＝ファには、狩人としての仕事があるのだ。銅貨には困っていないし、肉は余所の氏族から買いつけることもできるので、アイ＝ファが無理に狩人の仕事を果たす理由はないのだが――そこはやっぱり、狩人としての矜きよう持じが許さないのだろう。他に人手がないならまだしも、ルウ家の手が空いているのにアイ＝ファが護衛役に執着してしまうのは、狩人としての仕事を二の次にしている、ということになってしまうのだ。

　それでアイ＝ファは、護衛役として町に下りるのは一日置き、と自らでルールを定めた。それは、森に入る日を半分に減らしてもこれまで通りの収しゆう穫かくをあげてみせる、という決意のもとでの選せん択たくであるはずだった。

　そのような話は、すでに先日に済ませている。

　しかしここで、アイ＝ファの心を乱す不確定因子が出現したのだ。

　それがすなわち、宿場町で俺たちを襲しゆう撃げきしてきたジーダの存在だった。

　森辺の民たみは、サイクレウスの動向を警けい戒かいして、万が一のためにと護衛役を出だすことに決めた。その万が一の事態が、まったく別の方向から差さし迫せまってきてしまったのである。

「昨日の件は、ドンダ＝ルウにもしかと伝えておいた。ルウ家には数多くの男衆がいるのだから、十分な数の護衛をつけてくれると、ドンダ＝ルウも約束してくれた」

「ああ、そうだな」
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「昨日のジーダなるやつめは、そこまでの手練ではない。あの分家の男衆、シン＝ルウであっても、そこまで力が劣おとっていたわけではなかったと思う。ルド＝ルウであれば、苦もなく撃げき退たいできるていどの力量であろう」

「うん。しかもジーダはサンジュラに深手を負わされているからな」

「……そのサンジュラという男、あやつのような手練が敵方にいたら、ルド＝ルウでも危あやういかもしれん。そのために、十分な数の護衛をとドンダ＝ルウに頼んだのだ。だから、アスタよ――くれぐれも無む茶ちやをするのではないぞ？」

　さっきの無む邪じや気きな笑顔からは一転して、アイ＝ファは真剣な表情になってしまっていた。どれほど強く俺の身を案じてくれているのか、その張はり詰めた面持ちだけで痛いぐらいに伝わってくる。

　それでもアイ＝ファは狩人としての仕事を果たし、俺には宿場町の仕事を果たさせるべきだと、覚かく悟ごを固めているのだろう。アイ＝ファに左手を取られたまま、俺は力強くうなずき返してみせた。

「無茶はしないよ。約束する。おたがいに仕事を果たして、おたがいに無事に帰ってこよう」

「うむ」とアイ＝ファは満足そうに目を細め――そして、俺の手を胸むなもとにぎゅっと押おし抱いた。

　瞬しゆん時じに俺がパニックになりかけたところで、その手がふわりと解放される。

「信じているぞ、アスタ」

「お、おう、まかせておけ！」

　朝から混乱させられっぱなしだ。

　だけど俺も、自分のなすべきことを再確かく認にんすることができた。

　宿場町での仕事をやりとげる。

　そして、ファの家に戻ってくる。

　今日だけのことではない。毎日、ずっとだ。

　アイ＝ファが危険な狩りの仕事を果たして、毎日帰ってきてくれているように、俺も必ず帰き還かんしなくてはならないのである。たとえサイクレウスがどのような魔ま手しゆをのばしてこようとも、だ。

　そして、可能であるならば、赤あか髭ひげゴラムの息子むすこを名乗る少年ジーダの身み柄がらをおさえ、ドンダ＝ルウたち族長と引き合わせる。シュミラルが見つけだしてくれたというトゥランのミケルなる人物とも、正しい縁えんを結べるように尽じん力りよくする。荒あら事ごとはルウ家が引き受けてくれるというのならば、俺も俺の仕事を果たしてみせよう。

　そんなことを考えながら、俺はアイ＝ファをいざなって壁かべ際ぎわに座り込み、残りの時間はたわいのない言葉を交かわしつつ身体を休めることにした。




２




　太陽が、夜明けと中天の真ん中ぐらいに差しかかった頃ころ――体感としては、朝の九時。すっかり乾燥したＴシャツをベストの下に装着し、ゆとりをもって俺はルウの集落に向かうことができた。

　森辺の集落から宿場町に下りるには、いくつかのルートがある。その中で実際に俺が自分の足で踏んだことがあるのは、ファの家から一番近い恐きよう怖ふの吊り橋ばしを経由するルートと、ルウの家から一番近いルートのみである。

　直近のルートであれば、徒歩でも一時間足らずで宿場町に下りることができる。しかし、その間に吊り橋があるので、トトスの荷車を使用することができない。

　ルウ家から近いルートであれば、徒歩だと二時間近くもかかってしまう。ルウ家までで一時間、そこから宿場町までで四、五十分という道のりであるからだ。しかし、トトスを使えばその時間を大おお幅はばに縮めることが可能になる。日を追うごとに荷車の運転にもなれてきて、現在ではわずか四十分ほどで宿場町にたどり着くことができるようになっていた。

　もっとも、直近のルートを徒歩で行くならば一時間であるのだから、そういう意味では二十分ていどの短縮にしかなっていない。が、それでも今までは莫ばく大だいなる量の荷物を人力で運んでいたのだから、労力の軽減という意味では比ひ較かくにもならなかった。

　なおかつ、今まではその運搬作業のために、毎日ヴィナ＝ルウにファの家まで足を運んでもらっていたのだ。その往復二時間分を別の仕事にあててもらえるのだから、その効能は絶大である。

　その二時間は、もちろん『ギバ・バーガー』の下ごしらえにあててもらうことにした。シーラ＝ルウがもともと受け持っていたポイタンの焼き作業とあわせて、そちらの仕事に取り組んでもらう段取りと相成ったのだ。

　さらにこまかい点を述べさせていただくならば、今までルウ家から直接宿場町に向かっていた二名分の労働時間も、わずかながらに確保することがかなった。トトスを使って宿場町に到とう着ちやくするまで、ファの家からは四十分でも、ルウの家からは二十分ていどなのである。徒歩であれば四、五十分はかかる道のりであるので、二、三十分は時間が浮うくことになる。往復で考えれば一日で一時間弱、この浮いた時間も別の仕事に割り当てることができるのだ。

　とにかくルウ家と結んでいた労働条件は拘こう束そく時間のみが厳正に取り決められていたために、その時間は余すことなくファの家で使ってもらわなくては困る、とミーア・レイ母さんに念を押されていたのだった。この余よ剰じようの時間も下ごしらえの補助にあててもらい、人手や時間が余るようなら薪拾いに費やしてもらうことにしたわけである。

　そういった新たな取り決めのもと、俺は今日もルウ家でみんなと合流し、宿場町に下りることになった。

　今日のメンバーは、レイナ＝ルウ、シーラ＝ルウ、ララ＝ルウの三名で、護衛役のほうは昨日と同じくルド＝ルウ、シン＝ルウ、そして分家の名も知れぬ少年たち二名であった。分家の少年たちは俺たちと同じ荷車に乗り、ルド＝ルウとシン＝ルウはルウ家のトトス、ルウルウを駆かっての出しゆつ陣じんである。

「中天になってアスタたちが宿屋に向かうときは、屋台のほうを守るためにレイとルティムの男衆が二名ずつ下りてきてくれるそうです」

　宿場町までの道のりで、レイナ＝ルウがそのように告げてくれた。

　四名ずつで、合計八名の護衛役――これは、ザッツ＝スンらの襲撃を警戒していたときと同じ人数であった。

　物々しいといえば、物々しい。しかし、思おも惑わくの知れぬサイクレウスのほうはともかく、森辺の民への復ふく讐しゆうに燃える少年ジーダの存在が発覚してしまった以上、これは必要な措そ置ちなのだろう。

　だけどやっぱり、宿場町に到着して石の街かい道どうに足を踏み入いれると、以前よりは不安や警戒の念を増した目つきで迎むかえられることになってしまった。

　四名のかまど番に四名の狩人では、やはり物々しさが先に立ってしまうのだ。アイ＝ファとルド＝ルウの二名のみが護衛役であった一昨日までより、明らかに人心を騒さわがせてしまっているのが体感できた。こればかりは、最低でもジーダとの関係性を修復するまでは耐たえるしかなかった。

「あ、おはようございます、ミラノ＝マス」

《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》に到着すると、ちょうどミラノ＝マスが店の外に出てくるところだった。

　ミラノ＝マスは「ああ」とうなずき、先せん陣じんをきって宿屋の裏手に回り込んでいく。二台の屋台を借り受けるため、俺はレイナ＝ルウとルド＝ルウとシン＝ルウの四名でその後を追うことにした。

「……昨日、宿屋の寄り合いがあった」

　と、柵さくの内側からゴロゴロと屋台を引っ張りながら、ミラノ＝マスがぼそりとつぶやく。

「お前さんは、《西せい風ふう亭てい》にも料理を売りつけるのか？」

「え？　それはまだまったく確定もしていない話ですけれども」

　俺が驚おどろきの声をあげると、ミラノ＝マスは「そうか」と、そっぽを向いた。

「《西風亭》の娘のほうが、そんなようなことを言ってたんだ。そのために《南の大樹亭》に出向いて、お前さんの料理の腕うで前まえを確認するつもりだ、とな」

「そうですか。でも、あそこのご主人は森辺の民やギバに対してはけっこう強い反感を抱いておられるようなので、どう転ぶかはまだまったくわからないのですよね」

　答えながら、俺は胸中の思いを打ち明けずにはいられなくなってしまった。

「それに……料理を卸おろすなら、俺は《キミュスの尻尾亭》で先にその仕事を果たしたいと思っていました」

「何？」と、ミラノ＝マスはぎょっとしたように目を丸くする。

「そいつはいったい何の冗じよう談だんだ？　俺の店でお前さんの料理を売りに出したいと抜かすつもりか？」

「はい。西の民のための宿屋でギバの料理を売ることがかなうなら、それは《キミュスの尻尾亭》で真っ先に果たしたいと思っていたんです。それはもちろん《南の大樹亭》や《玄げん翁おう亭てい》にだって西の民のお客さんは少なからずいらっしゃるんでしょうが――やっぱりあちらはあくまでも南や東のお客さんが中心ですので」

「わからんな。だからといって、俺の店に固こ執しつする理由にはならんだろう」

「いえ。ミラノ＝マスにはさんざんお世話になっていますから、言ってみれば商売上の競争相手である《西風亭》からの仕事を先に受けてしまうのは、なんというか――とても不義理なことに思えてしまうので……」

　ミラノ＝マスは、苦い顔で黙り込んでしまった。

　その顔を見つめ返しながら、俺は「だけど」と言葉を重ねる。

「今はちょっと仕事の手を広げるのをひかえようかとも考えているんです。俺たちと縁を深めることで災いを招くことになってしまったら申し訳が立ちませんし」

「何だと？　いくら城の連中と話がこじれているからといって、お前さんの商売の邪じや魔まをしてくる理由はないだろうが？」

　ミラノ＝マスやドーラの親父おやじさん、それにネイルやナウディスといった商売上の繋つながりのある人々には、再び護衛役を引き連れることになった理由を最初の段階で打ち明けているのである。

　といっても、サイクレウスの名を出してしまうのは危険なように感じられたので、「森の恵めぐみを荒あらした罪人の処しよ遇ぐうについて、城の人々と意見が噛かみ合あわない」というぐらいにしか説明はしていなかった。

「俺も昨日まではそのように考えていたんですが、でも、また違ちがう事情も出てきてしまったんです」

「何だ。また何かもめごとか？」

「はい。もともとこれはミラノ＝マスにもお伝えしようと思っていた話なのですが――」

　そこで俺は、赤髭ゴラムの息子ジーダについて語ることになった。

　十年前、森辺の民の犯おかした罪を肩かた代がわりすることになった盗とう賊ぞく団の首領の息子が、復ふく讐しゆう心しんを燃やしながらこのジェノスに姿を現したのだ、と。

　この話も、下手に広まってしまうとサイクレウスの耳に入りかねないので、うかつに口にすることはできない。しかし、ミラノ＝マスにだけは伝えておくべきであろうと俺は考えていた。ミラノ＝マスもまた、その事件に関してはれっきとした関係者であったからだ。

「《赤髭党》か。ずいぶんまた懐なつかしい名前を聞くもんだ」

　ミラノ＝マスは不ふ機き嫌げんそうにつぶやきながら、短く太い腕を胸の前で組む。

「しかし、そんな輩やからのために自分が損をする必要はない。後ろ暗いところがないのなら、胸を張って仕事を続けるべきなんじゃないのか？」

「後ろ暗いところはありませんが、でも、スン家の人間が罪を犯してきたのは事実です」

「その罪人どもは裁かれた。これ以上、誰がどのような罰ばつをお前さんたちに求められるというんだ？」

　言いながら、ミラノ＝マスは俺ばかりでなくレイナ＝ルウたちの姿をも見回していった。

「だいたい、十年前なんてお前さんたちはみんな洟はなを垂らした子供だったんだろうが？　そんな大昔の出来事でお前さんたちを責められるものか。……しかもそのジーダとかいう輩は問答無用で襲おそいかかってきた、と言ったな？」

「は、はい」

「いくら森辺の民が憎にくいからといって、そんなやり口が許されるはずはない。義ぎ賊ぞくだの何だのともてはやされていた父親も、天の上で息子の不始末を嘆なげいているだろうさ」

　ミラノ＝マスは、ずいぶんご立腹なようだった。

　だけど、ミラノ＝マスにだけはジーダという少年の行動に腹を立てる資格があるのだろう。同じように大事な家族を失いながら、ミラノ＝マスはひたすらその悲ひ愴そうな運命に耐えていたのだ。

「とにかく、そんな輩は衛兵にでもまかせておけ。それに、宿場町の真ん中で宿屋を襲うような大馬鹿はいないだろう。そんな真似まねをしたら、それこそ衛兵に串くし刺ざしにされてしまうだろうからな」

「はい……でも、それじゃあミラノ＝マスはいかがですか？」

「うん？」

「俺の料理を《キミュスの尻尾亭》で扱ってもらうことは可能なんでしょうか？　ジーダという少年のことは置いておくとしても、とにかく俺は《西風亭》より先か、せめて同時期に《キミュスの尻尾亭》で料理を卸したいと考えていたんです」

　ミラノ＝マスは、口をへの字にしてしまった。

　そして、「無理だな」と言い捨てる。

「無理ですか……」

「当たり前だ。うちの店でお前さんの料理を扱ったりしたら、他の料理が一つも売れなくなってしまうだろうが？　そんな危なっかしい商売はできん」

「ええ？　だけど、西の民のお客さんだったら、全員が全員ギバの料理を選んだりはしないでしょう？」

「それでも一回お前さんの料理を食べちまったら、俺や娘むすめの作る料理なんかには見向きもしなくなるだろう。そもそもうちは料理の出で来き栄ばえを売りにしている宿屋ではないんだからな」

　ミラノ＝マスは早くに奥おく方がたを失ってしまったために、《キミュスの尻尾亭》では余所の宿屋よりも料理の質が落ちてしまっている――と、カミュア＝ヨシュも確かにそのように述べていた。

　俺は拳こぶしを握りしめ、思いきって言ってみる。

「でしたら――俺が調理の手ほどきをしましょうか？」

　ミラノ＝マスは、今度こそ仰ぎよう天てんしたように目を見開いた。

「すみません。ものすごくぶしつけな申し出かもしれませんが――それに、キミュスやカロンの肉を扱ったこともない俺にどれだけのことができるかもわかりませんが、それでも少しぐらいはお役に立てるかもしれません」

「そ、そこまでお前さんの世話になる筋合いはない！　それとも、手ほどきの代金でもせしめるつもりか？」

「そのようなことで代金はいただけませんよ。でも、そうすることで《キミュスの尻尾亭》でもギバの料理を扱ってもらえるようになるなら、俺にとっても立派な商売です。……それに、これまでさんざんお世話になったご恩をお返しすることもかないます」

「お前さんに特別な世話などをした覚えは一つもない！」

「そうですか。それならミラノ＝マスは、無意識の内に俺たちを助けてくれていたのですね」

　俺は、自然に口もとをほころばせてしまった。

　ミラノ＝マスは、いっそう苦い顔になってしまう。

「うまくいけば明日あたりから《南の大樹亭》の仕事を早めに切り上げることができるようになると思うんです。そうしたら、空いた時間に《キミュスの尻尾亭》に顔を出すことができますので、試ためしに俺を厨ちゆう房ぼうに入れてみてくれませんか？」

　ミラノ＝マスはさんざん思おもい悩なやんだ末に、「娘にも聞いてみないとわからん」と言ってくれた。




　そうして、中天の二時間前――俺の体感では、午前十時。

　二台の屋台を借り受けて《キミュスの尻尾亭》を出立したら、まずはドーラの親父さんの露ろ店てんで野菜の購こう入にゆうである。

「やあ、アスタ。今日もいつもの数でいいのかな？」

「あ、今日からしばらくはプラが必要なくなりました。《玄翁亭》に卸す料理が別の献こん立だてになりましたので」

「ああ、そうなのかい。それじゃあ、プラの分を差し引いて、と――」

　今までは商売の最中や帰り道にも顔を出していたのだが、荷車を購入してからは朝のこの時間に必要な食材をすべて買いそろえるようになっていた。

　屋台の料理で使うアリアが四十八個、ティノが八個。

　宿屋の料理で使うアリアが百個。

　さらに、明日の屋台用の下ごしらえで使うアリアが三十個、ポイタンが百五十個、タラパが五個。

　ドーラの親父さんの店で買う分だけでも、これほどの量になってしまうのだ。

　プラの代金を差し引いても、お代は赤銅貨八十二枚だった。

「いやあ、毎日アリアとポイタンをこんなにたくさん買ってくれるお客はいないからねえ。正直に言って、俺たちはずいぶん懐ふところが潤うるおってるんだよ」

　親父さんは、にこにこと笑いながらそのように言ってくれた。

　そのかたわらで、ターラもにこにこと笑ってくれている。

　なかなかいい感じに肥えた親父さんと、リミ＝ルウよりもほっそりとしたターラであるが、笑ったときの目もとの感じなんかは、なかなかにそっくりである。

「普通、アリアとポイタンが売り切れることなんてありえないからさ。収穫から時間が経たって、そろそろ傷みそうだなって頃ころ合あいになると、カロンの餌えさとしてダバッグの肉屋に卸すことになるんだよ。その場合は値段も半額ぐらいに買かい叩たたかれちまうから、本当にこの二ヶか月げつばかりは大もうけになっているのさ」

「いやあ、こちらだって品切れの心配もなく野菜を買うことができて、とても助かっています。……ちなみに、アリアはもう百個ばかり買う量が増えても大だい丈じよう夫ぶですか？」

「え!?　これ以上たくさん買ってくれるってのかい？」

「いえ、まだ確定ではないのですけれども、宿屋での商売を広げることができたら、それぐらいの数になるかなと思いまして」

　ドーラの親父さんは、感心しきった様子で太い首を上下させた。

「本当にそんなことになったら、ダバッグに卸すアリアは一個もなくなっちまうかもしれないな！　もちろんうちの店としては大助かりだよ！」

「それは良かったです。……あ、でもそれでカロンの餌えさ代だいが上がって、結果的にカロンの肉の価格まで上がってしまうなんてことにはならないですか？」

「ならないならない。アリアを作ってるのは俺らだけじゃないからね。肉屋にすら売れずに捨てられるアリアの量が減るだけなんじゃないのかな」

「それなら安心ですね」

　アリアの数を確認しながら応じると、同じように銅貨の数を確認していた親父さんが不思議そうに首を傾げた。

「アスタはいつもそうやって他の店のことまで心配してるみたいだな。カロンの値段が上がるんだったら、そいつはギバを売ってるアスタにとってはむしろ得になる話なんじゃないのかい？」

「いえいえ。肉屋だとか他の屋台だとか、そういった人たちに反感をもたれてしまうのはやっぱり怖いので、何とか穏おん便びんに商売を続けていきたいなと思っているだけなんです」

「ふむ。しかし、商売をするんだったら競争になるのが当たり前なんだから、そんなところまで心配する必要はないように思えるがねえ」

「はあ、その考え方も正しいとは思うのですが……だけどやっぱり森辺の民としては、なるべく反感は買いたくないなと思えてしまって」

　この言葉に、親父さんは珍めずらしく難しい顔つきになってしまった。

「アスタたちは、正々堂々と商売をしているだけなんだ。何も心配をする必要はないよ。罪人もみんないなくなったんだから、これからは良い方向に転がるだけだと思うぞ？」

　そうなればいいなと、俺も思う。

　だけどそれには最低限、サイクレウスおよびジーダとの関係性に決着をつける必要があるだろう。

　少しばかり返事に困って俺が言葉を探していると、無言でこのやりとりを見守っていたターラが「ねえねえ」と親父さんの腰こしあてを引っ張った。

「何のお話をしてるのかわかんないけど、アスタおにいちゃんを困らせたら駄だ目めだよ、父さん」

「いや、いいんだよ、ターラ。……親父さん、どうもありがとうございます」

「何も礼を言われるようなことは言っちゃいないさ」

　親父さんは照れくさそうに手を振ふってから、最後にその手をターラの頭の上に置いた。やっぱり会話の内容は理解しきれていないのだろうけれども、ターラは満足そうににこりと笑う。

　そんな父娘の姿に心を温められながら、俺は昨日の襲撃の件を、固有名詞だけは伏ふせて告げてみせた。森辺の民に深い恨うらみを抱いだいている人物が白昼から襲いかかってきたので、親父さんたちもくれぐれも気をつけてほしい、とだ。

「うん、まあ、そういう連中もまだ少なからずいるんだろうさ。こっちは大丈夫だから、アスタたちこそ気をつけてくれよ」

　もう一度「ありがとうございます」と述べてから、俺たちは親父さんの露店を後にした。




　かくして、本日も屋台の商売が開始された。

　いつものスペース、露店区域の北ほく端たんにまで到とう達たつすると、今日も三十名ばかりのお客さんたちが待っていてくれた。《銀の壺つぼ》の十名、建築屋の八名、総勢十八名もの常連客を失ってしまった我わが店であるが、朝一番の勢いに変化は見られなかった。

『ミャームー焼き』は俺とララ＝ルウが担当し、『ギバ・バーガー』はレイナ＝ルウとシーラ＝ルウが担当する。いずれ『ギバ・バーガー』の経営をルウ家に任せる前準備として、昨日からはこの配置が基本となっていた。

「そういえばさ、リィ＝スドラももう半月ぐらいは屋台の仕事を手伝ってるじゃん？　あの人、あたしたちの半分ぐらいの時間しか屋台にいないのに、やたらと上達が速いんだよね」

　ララ＝ルウがそんな風に言い出したのは、朝一番のラッシュを終えて、なんとか一息ついた頃だった。

「はっきり言って、あたしやヴィナ姉と比べてももう何も負けてないと思う。代価のこと、少し考えたほうがいいんじゃない？」

「ああそうか。俺はいつもリィ＝スドラと入れ替かえで、彼かの女じよが働く姿をほとんど見ていなかったから、うっかりしてたよ」

　となると、ララ＝ルウたちは初任給の一・五倍、赤銅貨九枚にまで賃金を引き上げていたから、赤銅貨三枚で働いてもらっていたリィ＝スドラも、四・五枚――端は数すう切り上げで、赤銅貨五枚か。

「ていうかさ、小さな氏族には公平に稼かせぎを回したいから、ちょいちょい顔ぶれを替えていくつもりだとか言ってなかったっけ？」

「うん、そうだね。いちおう二十日ぐらいの区切りで替えていく予定だったから、そろそろ打だ診しんしておこうかな。……どうもありがとうね、ララ＝ルウ。どうも最近は献立の開発にばっかり頭が向いちゃってたみたいだ」

「どういたしまして」と肩かたをすくめてから、ララ＝ルウはさらに言った。

「それじゃあついでに言っておくけど。昨日の晩にね、またリミが騒いでたよ。レイナ姉ばっかり屋台の仕事を手伝っててずるい、だってさ」

　なるほど。ヴィナ＝ルウの負傷を契けい機きとしてレイナ＝ルウまでもが参戦してしまったから、これでルウ本家の四姉妹のうち、リミ＝ルウだけが屋台の商売を手伝えない状じよう況きようになってしまっているわけだ。

「うーん、でもどうなんだろう？　本来は城との関係が落ち着くまで、レイナ＝ルウとリミ＝ルウに関しては保留って話になってたんだよね。こうやって護衛役がいる間は、リミ＝ルウに頼んでも危険はないのかなあ？」

「さあ？　そういう話はミーア・レイ母さんとしてみなよ。……まあ今日みたいに怪我けがしたヴィナ姉とリミしか家に残らない場合は、ちょっとばっかりミーア・レイ母さんやティト・ミン婆ばあの仕事が増えることになってるんだろうね」

　ならば、ミーア・レイ母さんと相談してみるべきか。

「あ、でも、そうなるとリミ＝ルウはララ＝ルウと一日置きでって話になるかもしれないけど、ララ＝ルウはそれでかまわないのかな？」

「いいよ別に。一日置きぐらいなら。……屋台の仕事は楽しいから、できるだけ続けていきたいけどね」

　そう言って、ララ＝ルウはにっと白い歯を見せた。こういう笑え顔がおは、兄のルド＝ルウによく似ている。

　そのとき、体格のいい西の民がふらりと屋台の前に立った。

「いらっしゃいませ」と言いかけて、俺は口をつぐむ。それは、お客さんではなかったのだ。

「よお、今日も繁はん盛じようしてるみたいだな。変わりはないようで何よりだ」

　濃こい褐かつ色しよくの髪かみと髭に、明るい茶色の瞳ひとみと、陽に焼けた黄おう褐かつ色しよくの肌はだ。頭には砂色のターバンみたいな布を巻きつけ、袖そでなしの胴どう衣いと筒つつ形の脚きやく衣いを着た、野盗の親分みたいに陽気で豪ごう放ほうそうな壮そう年ねんの男。カミュア＝ヨシュやメルフリードの計画に協力し、かつてはスン家を罠わなに嵌はめるために、商団の長を演じた男――《守護人》のザッシュマである。

「お待ちしてましたよ、ザッシュマ。実は、報告しておかないといけないことがあるんです」

　カミュア＝ヨシュとレイト少年がジェノスを離はなれている現在、この御ご仁じんが毎朝屋台を訪おとずれて、何か異変が生じていないかを確認する役目を担になう段取りになっていたのである。

《キミュスの尻尾亭》には万一の事態に備えて三名の《守護人》が宿しゆく泊はく客きやくとして逗とう留りゆうしているという話であったが、この御仁はミラノ＝マスにも面が割れているために、その役目を担えなかったのだそうだ。

「ふむ？　それじゃあ、あの荷車の裏ででも話そうか。……ああ、いや、すぐに動くとあやしまれるからな。お前さんは、もうしばらくしてから動くといい」

　そんな風に言い残して、ザッシュマはさっさと立ち去ってしまった。もっとこの屋台から距きよ離りを取った上で、裏の雑木林に回り込むつもりなのだろう。ジーダの存在を知る前から、カミュア＝ヨシュたちはこの屋台が何者かに監かん視しされる可能性をも考こう慮りよして動いていたのだ。

「なーんか胡う散さん臭くさい男だよねー。まあ、あの胡散臭い金きん髪ぱつの男の仲間なんだから当たり前なんだろうけどさ」

　ララ＝ルウは、あんまりザッシュマがお気きに召めさないご様子だった。

　まあ、商団の長を演じる、などという役回りを喜々としてつとめるようなケレン味みの多い人物は、あまり森辺の民の気質にそぐわないのだろう。

　俺は別に、かの御仁がカミュア＝ヨシュに似ているとは思わない。ザッシュマはカミュア＝ヨシュほど得体が知れない感じではなかったし――その代わりに、カミュア＝ヨシュのように不可思議な吸引力みたいなものも持ち合わせてはいないように思えた。まあ要するに、カミュア＝ヨシュほど奇き妙みような人間などそうそういない、ということだ。

「それじゃあ俺は、ちょっとここを離れるね。留守番を頼たのむよ」

「うん。気をつけてねー」

　ララ＝ルウに気安く手を振られつつ、俺は荷車の裏側に回り込んだ。

　その場所で護衛役としての仕事を果たしていたシン＝ルウが、不思議そうに目を向けてくる。

「あのカミュアのお仲間がやってきてくれたんで、昨日のことを報告しておくよ」

「そうか」とシン＝ルウは一つうなずく。ジーダに襲われたのは昨日の話なので、その顔にはまだくっきりと青い痣あざが残ってしまっていた。

　そうして一分ばかりもギルルやルウルウとたわむれていると、やがて分家の少年に引き連れられたザッシュマが林の奥おくから現れた。

「ファの家のアスタ。この男はカミュア＝ヨシュという男の仲間であり、アスタと言葉を交わす約束をしたと述べているが、それに間ま違ちがいはないか？」

「うん、間違いないよ。案内をどうもありがとう」

「うむ」と目礼をして、少年のみが去っていく。

　その背中を見送りながら、「やれやれ」とザッシュマは苦く笑しようを浮かべた。

「ずいぶん物々しい警護だな。それにやっぱり森辺の狩人ってのは、あんな子供でもえらい迫はく力りよくだ。女衆は美人ぞろいでいい感じなんだがなあ」

　そういう軽口を叩いてしまうところが、また森辺の民の気質には合わないのだろう。

　ただ、粗そ野やかつ世せ俗ぞく的てきではあるかもしれないが、そこまで性しよう根ねの悪い人間ではないのだろうな、とも思う。

「それで？　いったい何がどうしたってんだ？　見たところ、平和にやれているようじゃないか」

　俺は三たび昨日の顛てん末まつを語って聞かせることになった。

　ザッシュマは日に焼けた頬ほおを撫でながら「ほうほう」と感心したような声をあげる。

「赤髭ゴラムの息子とはな！　大本命の登場じゃないか。……しかしまあ、《北の旋せん風ぷう》が追い求めているのはその母親のほうだからな。息子だけでは、ちっとばっかり用事が足らんか」

「はい。しかも彼かれは、かなり森辺の民を恨んでいるようでした」

「ふうん。父親が卑ひ劣れつな策さく謀ぼうに陥おとしいれられたと母親に聞かされて育ったのかな。十年前なら、息子はまだ三歳さいか四歳ぐらいであったという話だが」

　それじゃあやっぱり、俺やシン＝ルウよりは年少であるわけだ。

　確かにそれぐらいが相応の背せ丈たけではあったが――そんな若さであのような憎ぞう悪おにとらわれてしまったのかと思うと、やっぱり胸が痛くなってしまう。

　赤いざんばら髪の向こうから覗のぞく、肉にく食しよく獣じゆうのような黄色い目。あれは本当に、森辺の狩人にも劣らぬ熾し烈れつな眼光を宿していた。

「ザッシュマ。これでその母親という人物までジェノスに潜ひそんでいるとしたら、カミュアたちの行動は完全に無む駄だ足あしになってしまいます。何とかこの事実をカミュアたちに伝える手段はないんですか？」

「ふん。トトスを潰つぶすつもりで追いかければ追いつくかもわからんが、そんなことをしても無意味だろう。母親の所在がつかめないうちは、《北の旋風》らを引ひき戻もどすわけにもいかんのだからな。あちらはあちら、こちらはこちらでまずは捜そう索さくを続けるしかあるまいよ」

　なるほど。それも道理である。

「しかし、マサラの狩人か……それが本当だとしたら、こいつはなかなかに厄やつ介かいだな」

　その言葉に、シン＝ルウがザッシュマを振り返かえった。

　いつも沈ちん着ちやくな切れ長の目に、狩人の光がゆらりと宿る。

「横から口をはさませてもらう。西の人よ、あなたはマサラの狩人というものが何であるかを知っているのか？」

「うん？　まあな。俺おれも実際に見たことはないが――マサラというのは、ジェノスからトトスを走らせて三日ほどの距離にある山のことだ。そのマサラで獲とれるバロバロの鳥というのは絶品であると評判だな」

「バロバロの鳥……」

「ただし、そのマサラの山にはガージェの豹ひようと呼ばれる凶きよう悪あくな獣けものも棲すみついているから、生半可な狩人ではバロバロを狩かることはかなわんらしい。マサラの狩人というのは、自力でガージェの豹を仕留めることで、ようやく一人前と呼ばれるそうだ」

　それではやっぱりあの少年の纏まとっていた黄褐色の毛皮のマントこそが、彼にとっての狩人の衣ころもであったということだ。

　ザッシュマは、青あお痣あざの浮いたシン＝ルウの顔を眺ながめながら、さらに言った。

「ガージェの豹ってのは、人間ぐらいの大きさがある凶きよう暴ぼうな肉食の獣だそうだ。たかだか十三歳だか十四歳だかでそんな獣を仕留められる力量を持ち合わせているとしたら、確かに森辺の狩人に一ひと泡あわふかせることもできるかもしれんなあ」

「そうか。……貴重な話を聞かせていただき、感謝する」

　と、シン＝ルウは目礼し、口をつぐんだ。

　ザッシュマはまた「ふむ」と頬を撫なでながら俺に向きなおる。

「それじゃあ赤髭ゴラムの伴はん侶りよと息子はこの十年間、マサラの近辺に身を潜めていたということになるんだろうな。それで、伴侶のほうはまだそちらに居残っているのだと仮定すると――マサラの山までは片道三日の道のりであるから、それほど時間に猶ゆう予よがあるとは言えなくなってしまうかもしれんな」

　会談の期日は、半月後である。

　往復で六日を費やすとしたら、自由に動けるのは十日足らず――そして、カミュア＝ヨシュたちが真まっ直すぐそのマサラの山とやらを目指しているかも判然とはしない。

「俺たちはどうするべきでしょう？　……いや、ジーダがまた俺たちの前に現れてくれるなら、なんとか荒事にはせずに、もろもろの事情を打ち明けたいとは考えているのですが。その他に何か打てる手はありませんか？」

「これといってないだろうな。その母親の機き嫌げんを損ねてしまったら《北の旋風》の目もく論ろ見みも水すい泡ほうに帰してしまうであろうから、なるべく穏便に取とり押さえる他ない。……しかし、その子供は手傷を負ってしまったのだな？　そんな身体で衛兵にでも捕つかまってしまったら面めん倒どうだな」

「やはり、衛兵はまずいですか」

「すこぶるまずい。例の伯はく爵しやく様がこちらの想像通りの人間であり、なおかつその子供の素す性じようが割れてしまったら、永久に口を封ふうじられるか、それとも母親の口を封じるための道具として扱あつかわれてしまうだろうさ」

　不ふ穏おんな台詞せりふを吐はきながら、ザッシュマは分厚い肩をすくめる。

「まあ、もしもその子供が宿屋を利用しているなら、いずれ俺の耳にもその話が届いてくるだろう。マサラの狩人なんてものは、このジェノスじゃあ嫌いやというほど目に立つだろうからな」

「そうですか……」

「ああ。俺の仕事は毎晩あちこちの宿屋に出向いて酒をかっくらい、情報を集めることなんだ。これで少しは仕事に張り合いが出てくるかもしれん」

　そこでザッシュマは、にやりと人の悪そうな笑えみを浮かべた。

「そういえば、お前さん、あの野菜売りとはよほど懇こん意いにしているのか？　あのスン家の大罪人が始末されて以来、やたらと宿屋で鉢はち合あわせすることが多いんだが」

「え？　野菜売りって、ドーラの親父さんのことですか？」

「名前までは知らん。お前さんが毎朝立ち寄っている、あの野菜売りの男だよ」

　それは、ドーラの親父さん以外にありえない。

　俺はちょっと心しん拍ぱく数すうが上がってきてしまった。

「ドーラの親父さんがどうしたっていうんです？　あの人をおかしなことに巻き込むつもりはないんですが」

「だったらそれは当人に言ってやりな。……いや、あの野菜売りは、毎晩俺みたいにあちこちの宿屋に現れては、森辺の民について語りたおしているだけだよ。あれは本当に気持ちのいい連中だ、大罪人はもう裁かれたのだから残された連中に罪はない、自分たちはもっと森辺の民たみに感謝するべきだ、とかそんな調子でな」

「…………」

「時には森辺の民を嫌きらう連中なんかと取っ組み合いになりそうにもなっていたが、まあ今のところは衛兵を呼ばれたりもせず、穏便にやっているようだ。……しかし、あれは宿場町の南側にある農園の男なんだろう？　だったら最初から宿屋で飯を食う必要もないだろうにな」

「……そうですか」という言葉しか出なかった。

　俺はいったい、どれほどドーラの親父さんやミラノ＝マスやユーミたちに助けられているのだろう。

　にやにやと笑っているザッシュマに気づかれないように、俺は胸のあたりにこみあげてきた熱いものを必死に抑おさえつけなければならなかった。
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　ザッシュマへの報告を終えて屋台に戻ると、見覚えのある娘さんが二名、おたがいに『ギバ・バーガー』を手にしながら険悪ににらみあっていた。

　店番のララ＝ルウが、うんざり顔で俺を振り返る。

「やっと帰ってきた。アスタ、こいつらを何とかしてよ」

　もちろんというか何というか、それはディアルとユーミだった。

　ディアルは最近ジェノスにやってきた鉄具屋の娘であり、ユーミは宿屋《西風亭》の娘さんである。前者は男の子のような格好をしたショートヘアの女の子で、後者は森辺の女衆のように露ろ出しゆつの多い格好をした色っぽい女の子だ。

　和解を果たしたはずの二人がどうしてまたこんな剣けん呑のんな空気を振りまいているのやら、俺としては困こん惑わくするばかりであった。

「あの、いったいどうしたのかな……？」

　声をかけると、二人は同じ勢いで俺を振り返ってきた。

「やあ、アスタ。……別に何でもないよ。大きな声を出だしてるわけじゃないんだから、アスタに迷めい惑わくはかかってないでしょ？」

「ふん。だったらとっとと城下町に戻ったら？　あんたみたいに目つきの悪い娘がうろちょろしてるだけで、きっとアスタには迷惑な話だよ」

「目つきが悪いのはおたがいさまじゃん。あんたこそ家に戻ったら？」

「あたしはアスタに仕事の話があるんだよ」

「僕ぼくだって今日は商売の話を持ってきたんだよ」

　確かに、声は大きくない。

　しかし、抑よく圧あつされた激情が空気中に帯電し、今にもバチバチと音をたてそうな気配である。

　ちなみにそのかたわらでは、ディアルのお供である若者ラービスがまた険のある視線をルド＝ルウに突つきつけており、不穏な空気に拍はく車しやをかけてしまっていた。ルド＝ルウは素知らぬ顔をしているものの、これではララ＝ルウがうんざりしてしまうのも道理だ。

「と、とにかくちょっと脇わきのほうに……ねえ、いったいどうしたのさ？　昨日はけっこう仲良くなれそうな雰ふん囲い気きだったじゃないか？」

「知らないよ。あたしはただ《南の大樹亭》で食べた料理の話をしただけなのに、急にこいつが突っかかってきたのさ」

「ふん！　あんたが自じ慢まんたらしく喋しやべったりしなければ、僕だって腹を立てたりはしなかったよ。……僕だって、もっとアスタの料理を食べたいのにさ」

　と、ディアルのほうがちょっとしょげた顔つきになってしまうと、ユーミは「ああもう！」と長い髪をかきあげた。

「別にそんなつもりはなかったんだよ。すっごく美味おいしい料理だったから、ついつい浮かれちゃっただけで……それが気にさわったんなら、謝あやまるよ」

「ううん。……僕も短気すぎるよね。あんたのことが羨うらやましかっただけなんだ。僕のほうこそ、ごめん」

　何なんだーと、俺はがっくり肩を落とす。

　数秒前まで険悪ににらみあっていた二人は「えへへ」と照れくさそうに目を見み交かわしてから、今度は笑顔で俺に向きなおってきた。

「まあ、そんなわけでさ。アスタの料理、めちゃくちゃ美味しかったよ！　か、かくに？　っていうんだっけ？　とにかく、すっごく美味しかった！」

「そ、そうか。そう言ってもらえると、俺も嬉うれしいよ」

「いいなあ。それってタウ油を使った料理なんでしょ？　僕も食べてみたいなあ」

　と、子供っぽい素す直なおさでディアルがまたぼやく。かくにというのは角かく煮にのことで、それには彼女の故郷ジャガルが原産であるタウ油という調味料がふんだんに使われていたのだった。

　そんなディアルの姿を眺めつつ、ユーミはくびれた腰に手をあてて苦笑する。

「あんただって食べに行けばいいじゃん。夜は城下町を抜ぬけ出せないの？」

「うん。日が暮れた後はさすがに危ないからって、父さんに通行証を取りあげられちゃうんだ。そもそも、夜の間は城門の跳はね橋ばしも上げられちゃうしさ。……ねえ、アスタ、昼間の内にその料理を食べることはできないのかなあ？」

「うーん、調理を始めるのが中天を過ぎてからだからねえ。でもその後は日が暮れるのを待たなくても、宿屋のご主人に相談すれば売ってもらえるんじゃないのかな」

「そっか！　それじゃあ仕事の手の空く日があったら、僕でも食べられるかもしれないね！」

　ディアルは気を取り直したように、にこりと笑った。ユーミもほっとしたように微び笑しようを浮かべている。

　小さな男の子のようにちまちまとしていて幼げなディアルと、きわめて女性らしいプロポーションをしたユーミという、きわめて対極的な二名であるが、笑顔の魅み力りよくに遜そん色しよくはないようだった。

「だけどさ、あのかくにっていう料理は昨日でおしまいなの？　今日から別の料理になる予定だってご主人が言ってたんだけど」

「ああ、うん、今日の献立は汁しる物ものだね。肉料理に関しては今日味をみてもらって、それで決めてもらうつもりなんだ。採用されれば、その肉料理も明日からお披ひ露ろ目めできる予定だよ」

「そっか！　それじゃあそっちの味も確かく認にんしてみないとね！　うわあ、楽しみだなあ」

「ちぇーっ！　やっぱり何だかずるいなあ！」

「あはは。ごめんごめん」

　笑いながら、ユーミはディアルの頭を撫でた。

　そんな子供みたいに扱あつかったらまた癇かん癪しやくを爆ばく発はつさせてしまうのではないかと危あやぶまれたが、ディアルは不満そうに頬をふくらませるばかりだった。やっぱりなかなかいいコンビのようである。

「で、あんたのほうは？　そっちも商売の話がどうとか言ってなかったっけ？」

「あ、そうだった！　アスタに見てもらいたいものがあったんだよ！」

　元気いっぱいに言いながら、ディアルは腰から一本の刀を取り上げた。今日は護身用の短たん剣けんばかりでなく、異なる刀もそこに下げられていたのだ。

　それは革かわ鞘ざやに収められた、どうやら調理刀であるようだった。俺の三徳包丁やシムの菜切り刀とは異なり、柄えも金属製で、滑すべり止どめのためにであろう、ななめに波は紋もんが彫ほられている。

「へえ。これがディアルの店で扱っている調理刀かい？」

「うん！　肉切り刀だよ！　ちょっと重いけど、キミュスの骨ぐらいだったら簡単に断たち割われるよ！」

　ディアルが柄のほうを差し出してきたので、俺は大いなる好こう奇き心しんを抱きつつそれを受け取ることになった。

「えーと、鞘から抜いてもいいのかな？」

「鞘から抜かずに善よし悪あしがわかるの？」

　もちろん、わかるわけがない。ということで、俺は革鞘から刀を抜いてみた。

　白鋼の、美しい刀身だ。牛刀というか洋出刃というか、三徳包丁を少しだけ細身にしたようなシルエットである。

　刃は渡わたりは、二十センチ強。細身だがしっかりとした厚みがあり、柄までもが金属なわりには、そこまで重くもない。三徳包丁に負けないぐらい、使い勝手は良さそうだ。

「うん、これはよさそうな刀だね」

　三徳包丁よりは重く、狩人の小刀よりは軽い。金属の柄も意外に指先になじむようだし、刀身との重さのバランスにも問題はないようだ。

「どう？　よかったら切れ味も確かめてみてよ！」

　もちろん俺の側に断る理由はなかった。

　もともと俺は親父の魂たましいたる三徳包丁の乱用をひかえるために、肉切り刀を欲ほつしていたところであったのだ。アイ＝ファからも、すでに購入の許可はいただいている。

　しかし、宿場町で売られている刀には、どうにも食指が動かなかった。なまじシュミラルから立派な菜切り刀を買ってしまったために、ちょっとばっかり理想が高くなってしまっていたのである。

　俺はネイルに渡わたす予定であるサンプル分の肉をひと包つつみだけ荷台から持ってきて、そいつを屋台の作業台に広げた。ピコの葉をまぶされた、ブロックのバラ肉だ。ぐんにゃりとやわらかいその肉の端はしに刃は先さきを当てて何枚か薄うす切ぎりにしてみると、綺き麗れいに七ミリていどの厚さで切れた。

　さらにそれを、まな板の上で叩いていく。あっという間に、ミンチの完成だ。

　まったくもって、申し分ない。少なくとも、肉を切るという作業において、親父の三徳包丁に劣おとる切れ味ではなかった。

「ああ、いいね。何の文句もない切れ味だよ」

「ほんとに？　それじゃあ買ってくれる!?」

　と、期待に満ちた眼まな差ざしでディアルが身を乗り出してくる。

「うーん、だけどこいつは城下町で売りに出してる刀なんだよね？　ってことは、けっこう値も張るんじゃないのかな？」

「そりゃあ、宿場町で売ってるような刀と比べたら高いだろうけど、その分の質は保証するよ！　お代は、白銅貨十二枚さ！」

　白銅貨十二枚。

　シュミラルから買ったシム産の菜切り刀は、白銅貨十八枚だった。そして、宿場町で売られている刀は白銅貨四枚から五枚前後、アイ＝ファから借りている狩人の小刀は白銅貨六枚だ。

　白銅貨十二枚ならば、ギバの角と牙きばに換かん算さんすると、およそ十頭分である。決して安い買い物ではない。しかし、すでに二十年も働いている三徳包丁を、これ以上酷こく使ししたくはなかった。

「うん、決めた。こいつを買わせてもらえるかい、ディアル？」

「やった！　毎度ありっ！」
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　ディアルは心の底から嬉しそうに微笑ほほえんだ。

　その、あまりに無む邪じや気きな笑い方に、俺とユーミも微笑を誘ゆう発はつされてしまう。

「でも、どうして急に肉切り刀を？　ちょうど俺もいい刀を探していたところではあったんだけどさ」

「えー？　だって、アスタがジャガルの刀を使ってないのが悔くやしかったんだもん！　そっちの菜切り刀はどう見てもシムの刀だし、そっちのそいつもジャガルの刀ではないでしょ？」

　と、ディアルがふいに真しん剣けんな眼差しになって台の上の三徳包丁を見つめる。

「それって、すごくいい刀だよね。どこの国で作られたものかはわからないけど、ちょっとびっくりした。……だから、その立派な刀にも負けないよう、一番上等な中から一番出来のよさそうな刀を選んできたんだよ！」

「そうなのか。嬉しいよ、ありがとう。……でも、そんな立派な刀こそ、貴族の上客に売るべきなんじゃないのかな？」

「ふん！　僕は貴族のお抱かかえ料理人よりアスタのほうがすごいって思ってるからね！　一番立派な刀は一番立派な料理人に使ってほしいって思っただけさ」

　そう言って、今度は不敵な笑みを浮うかべるディアルだった。

　どんな笑顔でも、真っ直ぐに感情がのせられているためか、魅力の度合いに変化はない。初めて会ったその日には、憎たらしくてしかたがない笑顔であったはずなのにな、と俺は少し可笑おかしくなってしまう。

「それじゃあまたね！　明日も絶対に来るから！」

「あたしも仕事に戻ろっかな。アスタ、今日の宿屋の晩ばん餐さんも楽しみにしてるからね！」

　そうして結局は俺の胸に温かいものを残して、ディアルとユーミはそれぞれ北と南に立ち去っていった。

　それと入いれ替えで、ふわりと屋台の前に立ったのは――東の民の風ふう貌ぼうを持つ西の民、サンジュラであった。

「アスタ、一つ、お願いします」

「ああ、どうも。毎度ありがとうございます。……あの、昨日は色々とありがとうございました」

「礼には及およびません。西の民として、当然のつとめです」

　フードをはねのけて栗くり色いろの長い髪をあらわにしながら、サンジュラは穏おだやかに微笑んだ。

　その笑顔に心を癒いやされたのも束つかの間ま――サンジュラは、実にとんでもないことを言ってくれた。

「野盗の子供、捕まったのですね。安あん寧ねい、守られて何よりです」

「えっ！」と、俺は立ちすくむことになった。顔から血の気が引いていくのが、自分でもわかる。

「ちょ、ちょっと待ってください！　昨日の彼は、衛兵に捕まってしまったのですか？」

「違ちがうのですか？　手配書き、回っていなかったので、私、そう思ったのですが」

「――手配書き？」

「はい。罪人、訴うつたえられれば、衛兵の詰つめ所しよの前、人相書きなどが張り出されます。でも、さっき見たら、何もありませんでした。……だから、すでに捕とらえられたのかと考えたのですが」

　サンジュラはきょとんとした様子で首を傾かしげる。

　俺は止めていた呼吸を溜ため息いきとして吐き出すことになった。

「そういうことですか。ああ、びっくりした……いえ、すみません。実は俺たちは、そういう手続きをしていないんです」

「衛兵、申し出、しなかったのですか？」

　今度はサンジュラのほうがびっくりしたように目を丸くすることになった。そこまで大きな表情の変化ではないが、やっぱりシム人の風貌なので珍しく感じられてしまう。

　しかし、そのようなことに感心している場合でもなかった。

「乱暴されたのですから、衛兵、申し出るべきです。罪人、放っておくと、別の人間に被ひ害がいが出てしまいます」

「ああ、こういうときはきちんと被害の届け出をするのが西の民のつとめなのですかね。……でも、彼は森辺の民だけを狙ねらっている様子だったので、町の人たちに危険はないんじゃないでしょうか」

「それでは、アスタたちが危険です」

「俺たちは大丈夫ですよ。こうして頼もしい仲間たちが守ってくれていますから」

　サンジュラは、淡あわい色合いをした瞳で、屋台のそばに立つルド＝ルウのほうを見た。

　ルド＝ルウは、ラービスを相手にしていたときとは比ひ較かくにならぬほど真剣な顔つきでその視線を受け止める。

「……でも、衛兵には届け出るべき、思います。もしかしたら、遠えん慮りよしているのですか？」

「遠慮？」

「はい。森辺の民、ジェノスでは複雑な立場と聞いています。私、ジェノスはあまり来ないのでよくわからないのですが、森辺の民、怖おそれられたり、迫はく害がいされたりもしているのでしょう？」

　とても真しん摯しな面おも持もちで、サンジュラが身を乗り出してくる。

「でも、森辺の民、西方神セルヴァの子です。私も母親、シムの民ですが、私自身はセルヴァの子です。西の民、みな同どう胞ほうです。遠慮、いりません。衛兵、頼たよるべき、思います」

　遠慮ではないのだ。

　しかしこの件において、サイクレウスの弟が長をつとめるという衛兵を頼ることはできない――などという内情を、ゆきずりのお客さんにすぎないサンジュラに打ち明けるわけにもいかなかった。

「……やはり、気が進まないですか？」

「はい。すみません……」

「それでは、私、代わりに申し出ましょうか？　私、無関係ではないので、申し出る資格、あると思います」

「い、いえ！　それをされると、俺たちは困ってしまうのです」

　どうやらすべてを包み隠かくすことは難しいようだ。

　俺は大急ぎで語るべき言葉を思案した。

「えーとですね、彼は森辺の民に深い恨みを抱いているようでした。ならば、きちんと言葉を交かわしあって、誤解があれば解消したいと考えているんです。その前に彼が罪人として捕らえられてしまうと、誤解を解くこともできなくなってしまうので――だから俺たちは、衛兵に申し出をしなかったんです」

　よく考えると、おおっぴらにできないのはサイクレウスの存在だけであるようだった。

　十年前にザッツ＝スンらが罪を犯おかしたことや、《赤あか髭ひげ党とう》が濡ぬれ衣ぎぬで処断されたことについては周知の事実となりつつあるのだから、隠す必要もない。むしろ、もっと大勢の人間が知るべきだろう。

　ただ、なるべくならばジーダの素性は明かしたくない。どこからそれがサイクレウスの耳に入ってしまうか、知れたものではないからだ。

　もっとも、ジーダはこのサンジュラの前でもしっかり自分は赤髭ゴラムの子だと名乗ってしまっていたわけであるが。サンジュラは、その名前にまったく反応していなかった。ジェノスの生まれではないらしいサンジュラには、《赤髭党》に関する予備知識がないのかもしれない。

　ともあれ、サンジュラはそれ以上の説明を求めることもなく、ちょっと悲しげな面持ちのまま身を引いてくれた。

「そうですか。何か、事情がおありなのですね。……出過ぎたことを言って、申し訳ありませんでした」

「いえ、そんなことはありませんよ。サンジュラの心づかいは嬉しく思っています」

「アスタたち、無事を祈いのっています。誤解、解けること、願っています」

　そうして最後にはまた穏やかな微笑を残し、サンジュラは『ミャームー焼き』を手に去っていった。

「うーん、やっぱりあいつは相当な手練みたいだな。右みぎ腕うでの怪我とやらが治らない内は、俺も負ける気はしないけどよ」

　そのすらりとした後ろ姿が人ひと混ごみにまぎれていくのを見送りながら、ルド＝ルウがそのようなことをつぶやいた。

「やめてくれってば。彼は昨日、俺たちを守るために力を貸してくれたんだよ？　言ってみれば、恩人じゃないか？」

「わかってるよ。でも、自分の手で倒たおせるかわかんねーやつが周りをうろちょろするのは落ち着かねーんだよ。……森辺の民ならともかく、それが町の人間じゃあな」

　森辺の狩人とは、そういうものなのだろうか。

　そういえば、いまだにアイ＝ファもサンジュラには警けい戒かい心しんを解いていない様子なのだ。

（ジェノスとの間に健全な関係性が構築できれば、そういう感覚も薄うすらいでいくのかなあ）

　森辺の民が、西の民を同胞と思える日は来るのか――また、西の民が森辺の民を同胞と思える日は来るのか。

　そんな果てしない思いに心をゆだねている内に、太陽はようやく中天に差しかかろうとしていた。
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　中天――正午である。

　この刻限から、俺は屋台における商売をシーラ＝ルウたちに任せて、宿屋を巡めぐるのが毎日の仕事になっていた。

　俺ともう一人、調理の助手も連れていかなくてはならないため、屋台の商売にはリィ＝スドラが加わることになる。あとは朝方にレイナ＝ルウが言っていた通り、ルティムとレイの若き狩人かりうどが二名ずつ町に下りてきてくれたので、ルド＝ルウたち四名も屋台を護衛する仕事をそちらに引き継つぎ、無事に俺たちに同行することができた。

　調理の助手をお願いするのは、もちろんレイナ＝ルウである。屋台の責任者を任されるシーラ＝ルウを羨みつつ、彼女は宿屋における仕事の手伝いにもきわめて強いやりがいを抱いてくれているようだった。

　最初に向かうのは、東の民の常宿である《玄げん翁おう亭てい》だ。普ふ段だんであればルド＝ルウが厨ちゆう房ぼうまでついてきたがるところであるのだが、今日はシン＝ルウがその役を担い、残りの三名は店の外を見張ることになった。

「いいか、赤い髪をした餓が鬼きを見かけたら、絶対に一人で突っかかるんじゃねーぞ？　草笛を吹ふいて、他の仲間を呼べ」

　そんな風に指示を出すルド＝ルウは、どちらかというと期待に満ちた目つきをしているように感じられた。シン＝ルウをも撃げき退たいしたマサラの狩人というやつがどれほどの腕うで前まえを持っているのか、大いに興味をひかれている様子である。

　そんな彼らに別れを告げて、俺たちは《玄翁亭》に足を踏ふみ入れた。

「ネイル、お約束のギバ肉をお持ちしました」

　厨房にて、俺が持参してきた包みを広げてみせると、ネイルはたいそう嬉しそうに瞳を輝かがやかせた。ネイルがついにギバの生せい鮮せん肉にくを購こう入にゆうする決断をしてくれたので、俺はさっそくそのサンプルを持ち込んできたのである。

「ありがとうございます。今日の分は、味見用の肉であるというお話でしたね？」

「はい。ギバ肉は部位によって味が異なりますし、それに、一頭からとれる量にもけっこう差があるので、やはり部位ごとに少し値段を変えさせていただきたいと思います」

　説明しながら、俺は次々と包みを開けていった。

「ただ、とれる量が少ないからといって質が高くなるわけでもありません。値段に関係なくそれぞれの部位にそれぞれの美味おいしさがありますので、まずはご確認をお願いいたします」

「なるほど。カロンは足よりも胴どう体たいのほうがやわらかくて美味だとされていますが、ギバの肉はどうなのでしょう。とても興味深いです」

　ネイルは真剣な眼差しで台の上の肉を見回していく。

　本日は、四種類の肉を二百グラムぐらいずつ持参させていただいた。すなわち、肩、ロース、バラ、モモ、の四種類である。ヒレや肩ロースといった希少な部位は値段がはねあがってしまうため、ラインナップには入れていない。

「ギバも一番多くとれるのは後ろ足の肉なので、それをカロンの足と同じ値段にさせていただこうと思います。あとはそれを基準にして、とれる量によって値段の割合を決めました」

　ネイルは晩餐用の肉を一日に十食分、およそ二・五キロほどをお試ためしで買い取りたいと申し出てくれた。

　ならば、値段は――

　モモが、赤銅貨九枚。

　肩が、赤銅貨十一枚と半分。

　ロースが、赤銅貨十四枚と半分。

　バラが、赤銅貨十六枚と半分。

　――という数字と相成った。

「焼くか煮にるかでもまったく味は変わってきますので、色々と試してみてください。もちろん、モモが五食分、肩が五食分、という買い方でも問題はありませんので」

「ありがとうございます。ちなみに、焼き料理に相応ふさわしい部位、煮込み料理に相応しい部位、という区別はありますか？」

「個人的には、モモと肩かたは肉質が固めなので、煮込みのほうが食べやすいと思います。でも、あらかじめ土ど瓶びんや木の棒で叩たたいて肉の繊せん維いを潰したり、スジを切ったり、薄切りにしたりすれば、その固さもだいぶんやわらげることはできますよ」

「なるほど。これは取り組み甲が斐いがありそうですね」

　そう言って、ネイルはまた嬉しそうに目を細めてくれた。

　宿屋の料理などというものは、家庭料理の延長でしかない、とカミュア＝ヨシュは言っていた。しかし、その中でもこのネイルや《南の大樹亭てい》のナウディスなどは、料理というものにかなり力を入れている印象だった。

　その根底にはきっと、故郷を離れてジェノスにやってきた東や南のお客さんたちに満足感を与あたえたい、という気持ちが強くあるのだろう。そういう人々であるからこそ、いささか値の張る異国の調味料を買い付けたり、また、俺のような得体の知れない余所よそ者ものの料理を店で出したいと申し出てくれたのだろうと思う。

「それでは今日の仕事に取りかからせていただきますね」

　レイナ＝ルウの手を借りて、俺は三十人前の『ギバのソテー・アラビアータ風』の作製に取りかかることにした。
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　一時間弱で《玄翁亭》の仕事を片付けたら、今度は《南の大樹亭》に移動である。

　昨日はこの時間、この道行きでジーダに襲おそわれたわけだが、今日は何事もなく《南の大樹亭》に到とう着ちやくすることができた。

「おお、お待ちしておりましたぞ、アスタ」

　ご主人のナウディスに笑え顔がおで迎むかえられる。

　しかし、今日からまた森辺の狩人に出入口を見張らせてほしいと頼み込むと、その笑顔はいくぶん曇くもってしまった。

「また何か厄介事なのですかな？　城の人間とはそこまで話がこじれてしまっておるのですか？」

　ミラノ＝マス、ドーラの親父おやじさん、ザッシュマ、サンジュラ、ネイルに続き、六度目の説明だ。

　城の人間と折り合いが悪いばかりでなく、今度は森辺の民に恨うらみを持つ者に襲われてしまった。だから護衛を強化させてほしいという、なかなかに物ぶつ騒そうな話である。説明が進むにつれ、ナウディスの顔はどんどん曇っていってしまう。

「ふむ……それは難なん儀ぎな話でありますな……」

　ナウディスはネイルと異なり、わりとフラットなスタンスで森辺の民と接しているように思える。森辺の民を忌き避ひする筋合いはないし、擁よう護ごする筋合いもない。ただ、大事な商売相手として尊重してくれている、という感かん触しよくであるのだ。

　だから、あまりこのようなことが続くと、俺たちに関かかわるのも不利益になりかねない、という判断を下される可能性もなくはないと思うのだが――今日のところも、「帰れ」とは言われなかった。

「思うのですが、先日にあのような騒さわぎがあったというのに、城の人間が我々に何の告知もなそうとしない、というのが問題なのではないでしょうかな。森辺の民にも城の側にも不備はあった、今後は同じ過あやまちを繰くり返さないよう努める所存である――とでも言ってくれれば、宿場町の人間ももっと安心できると思うのでありますが」

　と、ナウディスはそのようなことまで言ってくれた。

「すべてが明るみになったような、なっていないような、そういう気持ちの悪さがわたしなどの胸にも少なからず残ってしまっているのです。……まあ、城の人間が自分たちの恥はじや失敗を口にすることなどありえないのでしょうけれども」

　それは、ジェノス城と宿場町の関係性の希き薄はくさをよくあらわしている言葉でもあった。

　宿場町に初めて足を踏み入れてから、はや一ヶか月げつ半――俺は一度として宿場町の民がジェノス城や衛兵などに対して好意的な発言をしている場面に出くわしたことがない。あのメルフリードという未来のジェノス領主は、この現状こそを憂うれいて打破するべきなのではないだろうか。

「まあ、それはともかくとして、我々の商売ですな。今日も新しい料理を食べさせていただけるとのことで心待ちにしておりました」

「はい。それでは先に今日の分の仕事を進めさせていただきますね」

《南の大樹亭》における献こん立だても、今日から変へん更こうされるのだ。

　今日の献立は、汁物である。名めい称しようは、何だろう。『タウ油仕立てのギバ・スープ』であろうか。実のところ、これは俺がファの家の晩餐でこしらえている鍋なべ物ものとほぼ同一の料理なのだった。

　ギバの肉はモモと肩とバラの三種、野菜はアリアとティノとチャッチとギーゴの四種。それらを煮込んで、岩塩とタウ油で味を作る、けんちん汁じるを意識した最新版の『ギバ・スープ』である。

　野菜の数は豊富であるが、ひと品ずつの量を抑えているので原価率も最低値、肉抜きで二十三パーセント、肉込みで六十パーセントだ。『ギバの角煮』ではタウ油や果実酒を大量に使うため、原価率もこれより五パーセントほど上じよう昇しようしてしまうのである。

　ただ一つ普段のスープと異なるのは、最初に肉を煮込む際、リーロの葉を投じて臭くさみ抜きを徹てつ底ていする、という点だった。実際問題、血ち抜ぬきをした肉なのだから強い臭みなどは残っていないのだが、それでもキミュスやカロンよりもクセの強いギバ肉の風味を苦手とする人も少なからず存在するようなので、ひと手間くわえることにしたのだ。

　この料理の売りは、やはりジャガイモのようなチャッチと、ヤマイモのようなギーゴであろう。チャッチは水の段階からじっくり煮込み、ギーゴはすべての野菜が煮えてから最後に投じる。これで、両方ともほくほくでいただけるのだった。

「よし。それじゃあ灰汁あく取とりが終わったら、その後は弱火を保持してね？」

「はい。おまかせください」

　レイナ＝ルウが、にっこり微笑む。ことスープの作製に関しては俺と同等かそれ以上の腕前を持つレイナ＝ルウなので、ここは安心して任せることができるのだ。

　余談だが、アイ＝ファからもまだスープに関しては「アスタのほうが美味うまい」という言葉をはっきりとは頂ちよう戴だいできていない。最後にいただいた感想は、「ほぼ互ご角かく、と言わざるを得ないであろうかな……」だった。

　ともあれ、レイナ＝ルウにスープを託たくした後は、本日の試食品の作製に取りかかる。『ギバ・スープ』の味には納なつ得とくしてくれたナウディスも、まだ『ギバの角煮』は献立から外さないでほしいと熱望している。今日お披露目するのは、その『ギバの角煮』に代わる新しい肉料理なのだった。

「今日の料理にも名前はついているのですかな？」

「はい。俺は『肉チャッチ』と呼んでいます」

　俺の答えに、ナウディスはきょとんと目を丸くした。

「『ギバ・チャッチ』ではなく『肉チャッチ』ですか？　何なに故ゆえにそのような名称なのでしょう？」

「あはは。俺の故郷ではそのような名前で呼ばれていたんです。あと、《玄翁亭》に『ギバ・チット』という料理を卸おろしていたので、それとの区別もつけようかなと思って」

　ただし、俺おれの故郷にチャッチという野菜は存在しなかった。存在したのは、チャッチとよく似た味を持つ、ジャガイモである。だからこれは、俺の故郷では『肉じゃが』に相当する料理なのだった。

（こいつは《つるみ屋》でもさんざん作らされたからなあ）

　ただし、環かん境きようが異なるのだからレシピも異なってくる。具材はチャッチとアリア、ジャガイモとタマネギの代用品で事足りるが、いかんせん、俺の手もとには醤しよう油ゆも砂糖もみりんも存在しないのである。あるのは、醤油とよく似たタウ油、それにワインとよく似た果実酒のみだ。この果実酒がワインよりも遥はるかに強そうな糖度を有していたからこそ、俺はなんとか『ギバの角煮』や『肉チャッチ』の作製に着手する決断を下せたのだった。

（具材はともかく、調味料の少なさは何とかならないもんかなあ）

　そんなことを考えながら、鉄てつ鍋なべにギバの脂をひとつまみ落として、バラ肉を炒いためる。

　ちょっと赤みが残っている段階でアリアとチャッチも混ぜ込んで、いい具合いに脂が回ったら、タウ油と果実酒と水を投入だ。

　ひと煮たちしたら灰汁あくを取り、木の蓋ふたをしめて中火でぐつぐつと煮る。あとはチャッチがやわらかくなるまで熱を通せば、完成である。

「……それであとは待つだけなのですか、アスタ？」

　と、隣となりのかまどから熱心に作業の手順をうかがっていたレイナ＝ルウが呼びかけてくる。

「そうだよ」と答えると、「ならばずいぶん簡単な料理なのですね」と応じられた。

「うん、作業的には簡単だね。その分、タウ油と果実酒の割合とか、煮込む時間、火の強さでずいぶん味が変わってくると思うよ」

　しかもこの世界には、計量カップもガスコンロも存在しない。そういう不安定な環境では、いっそう作り手の感覚が重要になってくるだろう。

「俺の故郷でも、一昔前までは家庭料理の代名詞みたいな料理だったんだよね。でも、意外にこういう料理のほうが、ハンバーグや角煮より作り方を伝えるのが難しいかもしれないな」

「そうなのですか」と、レイナ＝ルウはいっそう熱心な目つきになった。

「うむ。タウ油と果実酒の香かおりが芳かぐわしいですな」とナウディスは大きな鼻をひくつかせている。

「わたしも果実酒を料理に使わないこともないですが、アスタほど大だい胆たんに使ったりはしておりませんでした。果実酒からもたらされるまろやかな甘あまみは、実に南の民の好みにも合うのでしょう」

「あ、そういえばジャガルには砂糖が存在するのですよね？」

　たしか、アルダスあたりがそのようなことを言っていた覚えがある。

「ジェノスにだって存在はしましょう。ただ、石いし塀べいの外で売られている姿は見たことがありませんな」

「城下町でしか扱われないほど希少なわけですか。うーん、この宿場町では調味料というものが徹底して不足してますよね。タウ油だって、南の行商人と特別な繋つながりがなければ手に入らないわけでしょう？　そう考えたら、岩塩以外に普ふ通つうに売られている調味料というものは存在しないのですか？」

「しない、と答えるのが一番的確でありましょうな。ミャームーなどの香こう草そうを野菜ととらえるか調味料ととらえるかは人それぞれでありましょうから」

　かまどに小さな薪まきを投じながら、俺は「なるほど」とうなずいてみせる。

「そういえば、ピコやリーロの葉もほとんど売られてはいないですよね。ごくたまに岩塩と同じ店で売られている姿は見かけましたけども」

「このあたりでは、モルガの森でしかピコもリーロも採れませんからな。それを好き放題に採取できるというのは、森辺の民にとって数少ない特権なのでありましょう」

　嫌いや味みや皮肉にならないよう、ナウディスが慎しん重ちように言葉を選んでいるのが伝わってきた。きっとナウディスも、森辺の民を特別視しないようにと心をくだいてくれているに違いない。

「それじゃあ、宿場町ではやっぱり肉を保存するにも塩しお漬づけにするしか手段がない、というわけですか」

「そうですな。毎日新しん鮮せんな肉を買うのは手間ですし、一度で大量に買わねば値段も上がってしまいますので、たいていは数日分の肉を買って塩に漬つけておくことになります」

「なるほど」

　うまくいけば、俺はそのカロンやキミュスの肉を使って、ミラノ＝マスに料理の手ほどきをすることになるかもしれない。ギバ以外の肉を使って、まともな料理をこしらえることができるのかどうか。俺としては、なかなかにチャレンジ精神を刺し激げきされる展開ではあった。

「あ、ちょっと失礼します」

　そろそろ頃ころ合あいかもしれないと思い、俺は鉄鍋の蓋を取り去った。

　とたんに、タウ油と果実酒の香りを含ふくんだ水蒸気が爆ばく発はつ的てきに四散する。

　具材がひたひたに浸つかるぐらい注がれていた水分は、半分ぐらいに減じていた。

　俺は木べらで鉄鍋の中身をひと回ししてから、グリギの楊よう枝じでチャッチを刺さしてみる。

　何の抵てい抗こうもなく、楊枝はするすると埋まい没ぼつしていった。

　それでは、お味はどうだろう。

　楊枝で断ち割ったチャッチとバラ肉をひとかけらずつ口に運ぶ。

　ひかえめに甘い、優やさしい味わいだ。チャッチはほくほくで、肉は適度にやわらかい。噛かむと、さらなる甘みと旨うまみが渾こん然ぜん一いつ体たいとなり口に広がる。

（それでもやっぱり甘みが弱めだから、もうちょい濃こい味のほうが理想的かな）

　俺は土瓶からタウ油を木き匙さじに半分だけ垂らし、それを木皿で出汁だしに溶といてから、鍋なべに追加した。

　チャッチが崩くずれぬよう丁てい寧ねいに攪かく拌はんし、もうひと煮に立たちさせてから味を見る。

　なかなかいい感じだ。本来であればこれも角煮と同様に、いったん冷まして味をしみこませるのがベストであるのだが。この段階でも満足のいく味わいである。

　俺は新しい木皿に鉄鍋の中身をすくいあげた。

「どうぞお召めし上あがりください。量は、これで一人前の半分となります」

　肉は百二十グラム前後、アリアは半個分、チャッチは四分の一個分である。

　できればチャッチにもっとボリュームを求めたいところであるが、『ギバの角煮』と同程度に原価を抑おさえるには、これが精せい一いつ杯ぱいだった。チャッチというのは、アリアの二・五倍ぐらいも値が張ってしまう食材なのである。

（アリアとポイタンの安さを基準にすると、どうしても割高に感じちゃうよな）

　そんなことを考えながら、俺は残りの半人前を別の木皿に盛りつけた。

「レイナ＝ルウ、火の番は俺が代わるから、こちらを味見してもらえるかな？」

「え、いいのですか？」

　と、レイナ＝ルウは子供のように喜んでくれた。

　ナウディスも、レイナ＝ルウに劣らずにこにこと笑ってくれている。

　そうして二人は同時に木匙を口に運び、同時に喜色を爆発させた。

「アスタ、美味しいです！」

「うむ、これは美味ですな」

　特にナウディスは、目め尻じりも眉まゆもこれ以上ないぐらい下がってしまっている。

「ああ、本当に美味です。チャッチのやわらかさが素す晴ばらしいし、甘い味のしみこんだアリアも格別です。ああでもギバ肉も美味ですし……これはあの、かくにという料理よりもいっそう野菜の味を活いかした料理であるようですな！」

「ありがとうございます。……でもこれは、角煮やスープと違ってリーロの葉を使っていないのですよね。それほど強い味付けでもありませんし、ギバ肉のクセが南の民たみのお客様に嫌いやがられないか、それだけが少し心配なのですが」

「その点は大だい丈じよう夫ぶでありましょう。というか、わたしはそのギバのすーぷにもリーロの葉を入れる必要はないのではないか、と考えておりました。どうもリーロの葉の強い香りがわずかながらにタウ油の風味を阻そ害がいしているように感じられましたからな」

　それはなかなかに鋭するどい指し摘てきであった。

　リーロの葉がそこまで『ギバ・スープ』の味と調和するならば、俺だってファの家でもリーロの葉を使っていただろう。これはあくまで、臭み消しのための苦肉の策であったのだ。

「そもそもわたしはギバ肉にそこまでの臭みがあるとも思っておりません。この風味を嫌がるお客様がいた、というのが不思議に感じられるぐらいでありますな」

　と、笑顔のままナウディスは小首を傾げた。

　髭ひげ面づらで壮そう年ねんの男性であるのだが、なかなかにチャーミングな仕草である。

「もしかしたらそれは、ギバなどまともな人間の食べるものではない、という思い込みもあってのことなのではないでしょうかな？　確かにギバ肉の味わいはカロンともキミュスとも大きく異なりますし、風味が強いのも確かではありますから、そういう思いと結びつけば、嫌けん悪お感などが生じることもありうるやもしれません」

　確かに、バランのおやっさんたちはそういう思いのもとに『ギバ・バーガー』を試食して、「不味まずい」という評価を下したのだ。

　しかしそのひと月後には、カロンでなくギバの干し肉を大量に購入してくれた。「ひと月も食べていれば強い風味にもなれる」と、おやっさんはそのように述べたてていたのだった。
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「アスタが屋台の商売を始めて、もうひと月以上が経たちましたな？　ならば、ギバ肉が食べるに足る肉だという評判は宿場町にも広まったことでしょう。この味わいこそがギバの美味さであるのですから、それを弱めるような味付けにこだわる必要はないように思われますな」

「そうですか。……そのように言っていただけると、とても心強いです」

　俺も笑顔でナウディスに応じることができた。

「それでは、この料理も買っていただけますか？」

「もちろんです！　……あ、しかしその、やはりわたしはかくにという献立も捨てがたいと思っておるのです。五日にいっぺん、いや十日にいっぺんでもかまいませんので、かくにを売っていただくこともかないませんでしょうかな……？」

「それぐらいの頻ひん度どでよろしければ請うけ負おいます。それでは十日間の契けい約やくの初日に『ギバの角かく煮に』を用意して、その後は一日置きにこの『肉チャッチ』と『ギバ・スープ』を提供する、ということでいかがでしょう？」

　お客様の評判うんぬんのみならず、ナウディス自身が『ギバの角煮』を欲してくれているのだろう。ナウディスはネイルと異なり、俺から買った料理を自分でも晩餐で食してしまっているようなのである。その一食分の稼かせぎを犠ぎ牲せいにしてでも食べずにはいられない、と思っていただけたのだから、光栄なことであるに違いない。

　何にせよ、『ギバの角煮』を献立から外そうと思ったのは調理時間が原因であったので。十日にいっぺんなら、何とか他の仕事との折り合いもつけられる。つけられなかったら、屋台に立つ時間をその日だけ短くする他ない。

（ああでも今の状じよう況きようだと、そのぶん朝から護衛役も増やさなきゃいけなくなるのか……やっぱり他の宿屋で仕事を始められる頃ころには、護衛役なんて必要ないような生活になっていてほしいもんだなあ）

　そんなことを考えていたら、まだちょっと頼りなげな表情をしているナウディスがさらに呼びかけてきた。

「ところで、アスタよ……これからは、十日にいっぺん商売を休むという話でしたな？」

「はい。ですから、今後の契約はその日取りに合わせて十日ずつお願いしたいと思っています」

「それはもちろんかまいません。しかし――今回は、白の月の七日と八日の二日間を休む予定であるのですな？」

「はい。ちょっと自分も料理の勉強がしたいなと思いまして」

「そうですか……」と、ナウディスはうつむいてしまう。

　その間に、レイナ＝ルウは自分の『肉チャッチ』をシン＝ルウにおすそわけしてあげていた。

　それを口にしたシン＝ルウが満足そうに目を細めるのをこっそり確かく認にんしてから、俺はナウディスに向きなおる。

「どうしました？　何か問題でもありますか？」

「問題は、あります。しかしこれは、わたし自身が何とかしなければならない問題なのでしょう」

　そうしてナウディスは決然と顔を上げ、言った。

「アスタよ、あなたは以前、わたしにギバの肉を買って自分で調理してみてはどうかと言ってくださいましたな。あの話は、まだ有効であるのでしょうか？」

「ええ？　はい、それはもちろんです」

「ならば――わたしはギバの肉を買わせていただきたいと思います」

「何故なぜですか？」と問わずにはいられなかった。

　ナウディスは、そこまで俺の提案に前向きではなかったはずなのである。

「それはもちろん、商売のためです。もしもアスタの料理を提供できない日が二日も続いてしまったら、我わが店のお客様たちも他の店に晩餐を食べに行ってしまう気がするのです」

「そ、それは考えすぎではないですか？　休むときはすべての宿屋での仕事を休ませていただきますから、その日はどこに行ったって俺の料理は売られていないのですよ？」

「しかしアスタは《玄翁亭》のご主人にギバの肉をお売りになるのでしょう？　そして、《西風亭》や《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》でも料理を卸したいと仰おつしやっていた。……ならば、それらの宿屋もいずれは独自でギバの料理を売りに出だすようになるやも知れないではないですか？　わたしは、それを危き惧ぐしておるのです」

「はあ……」

「他の宿屋のご主人たちが、アスタほどの腕うでを持っているとは思えません。しかし、ギバの料理を食べられない不満は、やはりギバの料理でしか埋うめられないのではないでしょうか？　少なくとも、わたしがお客様の立場であったら、そのように考えてしまうと思うのですな」

　そう言って、ナウディスは深々と頭を下げてきた。

「どうかわたしにもギバの肉をお売りください。何とか残された数日間で、お客様にお出ししても恥はずかしくない料理を女によう房ぼうと一いつ緒しよに作りあげたいと思います」

　もちろん俺も「ありがとうございます」と頭を下げることになった。

　俺の本来の目的は、料理ではなくギバ肉そのものを購こう買ばいしてもらうことなのである。ネイルに続いてナウディスまでもがその決断を下してくれたというのは、ありがたすぎて呆あつ気けに取られるぐらいの話であった。




　ともあれその日は、赤毛の少年ジーダに襲しゆう撃げきされることも、サイクレウスに魔ま手しゆをのばされることもなく、宿場町での商売を終えることができた。奇き妙みように充じゆう実じつした白の月の一日の、これでようやく三分の二ていどが終しゆう了りようしたのである。




２




　中天と日にち没ぼつの真ん中あたり、体感としては午後の三時三十分。

　すべての仕事を終えた俺たちは、森辺の集落を目指して宿場町を出立した。

　ありがたいことに、《銀の壺つぼ》と建築屋の一団という常連客をいっぺんに失ったにも拘かかわらず、屋台の売上が目に見えて落ち込むようなことはなかった。本日の売上は、百四十三食。シュミラルやおやっさんたちが残留していたら売り切れになっていたぐらいの売上だ。

　それはつまり、ジェノスを出ていく人間がいれば入ってくる人間も同程度に存在し、しかもそういった人々はこれまで通りの割合で俺たちの屋台を訪おとずれてくれている、ということなのだろう。

　とにもかくにも、今日の仕事は無事に終わった。ルティムやレイの若き狩人たちとは森辺への道の手前で別れて、ギルルの手た綱づなを取る。とても心苦しいのだが、リィ＝スドラとルウの分家の少年たちも合わせると、それだけで荷車は定員いっぱいになってしまうのだった。

　なおかつ食材や鉄鍋など荷物も山積みであったので、俺はギルルに無理をさせぬよう並足で帰ることにした。ただでさえこの道は勾こう配ばいがきついため、ギルルにはそれなりの負担をかけてしまっているはずなのである。

　それでもギルルはいつも通りのとぼけた顔つきで、元気いっぱいに荷車を引いてくれていた。並足でも、ルウの集落に到着するまで三十分もかかりはしなかった。

　ルウの集落に到着した後は、明日のための『ギバ・バーガー』のパテ作りに励はげむレイナ＝ルウたちにこまかいアドヴァイスを与えてから、改めてファの家に進路を取る。昨日までと異なるのは、その帰路をルウルウに乗ったルド＝ルウとシン＝ルウに警護されている点ぐらいであった。アイ＝ファが同行しない日は、こうして森辺の集落でまで警けい戒かいすることになってしまったのである。

　ジーダにせよサイクレウスにせよ、森辺の集落にまで足を踏み込むことはそうそうないだろうと思うのだが――ドンダ＝ルウも、打てる手はすべて打っておくべき、という心づもりなのだろう。その気持ちには感謝しつつ、早く平和な日常が戻もどってくるようにと願わずにはいられない俺であった。

「やあ、待ってたよ、アスタ」

　家に戻ると、六名ほどの女衆が待ち受けていた。

　フォウ家、ラン家、ディン家から二名ずつ、料理の勉強に参上したようだ。そこにサリス・ラン＝フォウの姿はなく、その代わりに、トゥール＝ディンとジャス＝ディンの姿があった。

「おひさしぶりです、アスタ」

　ディン家の家長の姉、厳しい眼まな差ざしを持つ壮年の女衆ジャス＝ディンが、静かに頭を下げてくる。

　スンの分家からディン家に引き取られた十歳さいの少女トゥール＝ディンも、おずおずとそれに倣ならっている。

　トゥール＝ディンとは臓物料理の指南を経へてけっこう打ち解けたはずであるのだが、少し期間が空いてしまうと、やはり内気の虫が出てきてしまうらしい。ならばまたゆっくりと時間をかけて打ち解けるしかないな、と俺は微笑ほほえみかけてみせた。

「今日はハンバーグのパテ作りを手ほどきする予定なんだよ。トゥール＝ディンも頑がん張ばってね？」

「あ、は、はい……」と、トゥール＝ディンはうつむいてしまう。

　しかしその大きな瞳ひとみは暗い陰かげをたたえることなく、上目づかいに俺を見つめてくれていた。

「ところで、余所よその家のかまどで肉を焼くのは森辺の習わしにそぐわないというお話でしたが。焼く前の下ごしらえまではここで済ませてしまってもかまわないのでしょうか？」

「はい。そう考えて、わたしどもも必要な材料を持参いたしました」

　そう答えたのは、ランの女衆である。

　ランもフォウも、ディンと同じように若い娘むすめと壮年の女衆という組み合わせだった。その六名とリィ＝スドラ、俺も含めれば総勢八名の大所帯だ。

「俺たちは、アイ＝ファが帰ってくるまでそのへんを見回ってるからな」

　そのように告げてくるルド＝ルウに「ありがとう」と返してから、俺は女衆とともに玄げん関かんの戸をくぐった。

「まずは、つなぎを作るためにポイタンを煮に詰つめます。時間や手間が惜おしいときにはギーゴをすりおろしたものでも代わりはききますので、その辺りは銅貨と相談ということで。……で、ポイタンもこのていどの量ならすぐに干ひ上あがりますので、その間にアリアをみじん切りにしておきましょう」

　日没までは、残り二時間強であろう。肉の切り分け作業は当日の朝に仕上げると決めてしまったので、この時間、俺は完全にフリーだった。

　なので、みじん切りにしたアリアを果実酒で炒めて、その粗あら熱ねつを取る間に肉を挽ひく。その手ほどきをした後は、自分の勉強に取り組むこともできた。

　現在の課題は、これまで手付かずにしておいた野菜の吟ぎん味みである。

　ルティム家の婚こん儀ぎや、宿場町での商売など、大きな仕事を始める前には、こうして新たなる食材の吟味をしてきた。そうして俺は、アリアやポイタンばかりでなく、ティノ、プラ、タラパ、チャッチ、ギーゴ、ミャームー、といったさまざまな食材とめぐりあうことになったわけであるが、もちろんのこと、宿場町にはもっとさまざまな野菜が売られていたのである。

　ただしその中には、使い道の見いだせない野菜も存在した。つまりは、かつてのポイタンのように、自分の知っている食材との類るい似じ性せいを見いだせなかった野菜たちだ。

　さらに、商売には適さない野菜、という分類もあった。すなわち、収しゆう穫かくの量が不安定で、必要な量を毎日そろえることが困難でありそうな野菜たちである。

　そういったものたちを除外してしまうと、俺の手もとにはそれほど多くの手て駒ごまは残らなかった。

（うーん……今日のところはあまり手も空いていないし、こいつをやっつけちゃおうかな）

　そう思って手をのばしたのは、ドリアンのようにトゲつきの表皮を持つ、オレンジ色の果実だった。

　大きさはグレープフルーツぐらいで、形状はラグビーボールのような長球だ。これでお代は、赤銅貨○・五枚である。金額的にはチャッチと同額であるが、質量でまさっているぶん、まだお手て頃ごろの食材と言えるだろう。

　名前は、シールというらしい。宿場町ではふんだんに売られているものの、森辺の集落ではほとんど購入されることがないという、そういう来歴の食材であった。

　トゲつきの皮はけっこう固いので、菜切り刀ではなく本日購入した肉切り刀で断たち割わってみることにした。いわゆる牛刀というやつは三徳包丁と同じように肉以外の食材でも使い勝手のいい調理刀なのである。期待に違たがわず、ディアルおすすめの肉切り刀はすっぱりとシールの実を寸断してくれた。

　甘あま酸ずっぱい香りが、生肉の匂においを圧して室内に広がる。

　柑かん橘きつ系けいの、さわやかな香りだ。

　断面は、黄色である。

　ザクロのように小さくて丸い果肉がぎっしりと詰つまっている。

　それを木皿の上で絞しぼると、ほのかに黄色みがかった果か汁じゆうがぼたぼたと滴したたり落おち、さらなる芳ほう香こうを室内に漂ただよわせた。

「……とても甘そうな匂いですね？」

　と、肉を挽いていたトゥール＝ディンがはにかみながら俺を振ふり返かえる。

　やはりこの世界でも、幼い人間のほうが甘みには敏びん感かんなのだろうか。

「これはシールの実といって、あんまり森辺の集落では食べられていなかったみたいだね。少し味見をしてみるかい？」

「え、いいのですか？」

「うん」と俺は木匙でその果汁をちょっぴりだけすくいあげた。

　肉の脂で手を汚よごしたトゥール＝ディンが困ったように視線をさまよわせているので、その口もとに「はいどうぞ」と差し出してみせる。

　トゥール＝ディンは恥ずかしそうに頬ほおを染めながら、木匙の先を口にふくんだ。

　とたんに、その可か憐れんな唇くちびるからは「すっぱい！」という大きな声が放たれた。

「うん。だから森辺では使われていなかったんだろうねえ」

　匂いの通りの柑橘系でも、このシールの実というのはレモンに近い強きよう烈れつな酸味を有していたのである。レモンよりは少しだけ甘みもふくんではいるようだが、それにしたって酸すっぱさのほうが上回っているであろう。

　トゥール＝ディンは、「もう！」と怒おこった声をあげながら手を振り上げた。が、脂で汚れた手を人に向けるのは意に沿わなかったのか、肘ひじでこつこつ俺の背中を叩いてくる。

「ごめんごめん。でも、水で割ったらけっこう美味おいしいと思うよ？」

「美味しくない！　口が痛いです！」

　大きな声をあげてから、ぷいっとそっぽを向いてしまう。

　そんなトゥール＝ディンの年ねん齢れい相応の可愛かわいらしい仕草を、ジャス＝ディンはとても満足そうな面おも持もちで見守っていた。フォウやランの女衆も、声を殺してくすくす笑っている。

「アスタ、このような感じでいかがでしょう？」

　と、やはりにこやかに微笑んだリィ＝スドラが板の上を指し示してきた。

　綺き麗れいなピンク色のミンチの山が完成している。

「はい、それだけ刻めば十分ですね。そうしたら、さっきのアリアと、ポイタンの煮に汁じるを一緒にしてこねあげます。あ、岩塩とピコの葉を少しでもまぜておくと味がよくなるので、今日はファの家のをおすそわけしましょう」

　その後は、他の女衆も次々と肉挽き作業を完かん了りようさせていた。

　やはり屈くつ強きようなる森辺の民である。この肉挽きというのはそこそこの重労働であるはずなのに、作業の手早さは俺に劣おとるものではなかった。

　こうなったらもう、手ほどきを先に済ませてしまったほうが話は早いかもしれない。俺はシールとその果汁を絞った木皿を部屋のすみに追いやって、パテの成型までを一気に伝授することにした。

「二つのかまどで強火と弱火を使い分けると大きなパテを焼きあげることもできるんですが、それは火加減が難しいので、今日は小さくいきましょう。肉はこれぐらいの分量を取り分けて、丸く形を作ってください。そうしたら、左右に振って肉の中の空気を抜ぬきます」

　ぱん、ぱん、とパテを左右の手でキャッチボールする。この作業では、少しばかり器用さの差が生じた。上手だったのは、トゥール＝ディンとリィ＝スドラである。やはりこの両名は、なかなか調理のセンスがあるように思える。

　フォウやランの女衆は、「なかなか難しいもんだねえ」とつぶやきながら、それでも全員が楽しそうな顔をしていた。ようやくハンバーグという凝こった料理にチャレンジできることが、心から嬉うれしそうな様子であった。

「――あ、そうだ、フォウとランの皆みなさんにご相談したいことがあるのですが」

　と、俺はそこで唐とう突とつにララ＝ルウとの朝の会話を思い出した。宿場町における仕事の割り振りの件である。

　富は公平に分け合いたいので、スドラの家に代わって宿場町の仕事を手伝ってはいただけないものかと、俺はその場にいる四名に問うてみた。

　しかし――反応は芳しくなかった。

「宿場町の仕事かい……もちろんファの家にはさんざん世話になっているんだから、それに報むくいようという気持ちはあるよ」

　少し年配のフォウの女衆がそのように答えてくれた。

　が、何やら真しん剣けんな面持ちである。

「どのような仕事でも申し付けておくれ。必ずや果たしてみせるからさ」

「あ、いえ、報いるとかそういう話ではなくてですね、普ふ段だんとは毛色の異なる仕事を楽しんでいただければ幸いなのですが」

　ララ＝ルウやレイナ＝ルウたちの充じゆう足そくした笑顔を思い出しながら、俺はそのように言ってみた。

　しかし、人々の表情に変化は見られない。

「アスタ。宿場町の仕事は、今の時点でも手が足りていないのでしょうか？」

　と、リィ＝スドラが穏おだやかに申し述べてきた。

「いえ、今のところはそうでもありません。いずれ屋台を三つに増やしたら、そのときこそ人手は必要になりますけれども」

「そうですか。ならば、フォウやランに力を求めるのはそのときでも遅おそくはないのではないでしょうか。有あり体ていに言って、ルウやルティムのように大きな氏族でもない限り、なかなか半日分の人手を割さくのは難しいことでしょうから」

　そう言って、リィ＝スドラは涼すずやかに微笑んだ。

「スドラの場合は、逆に家族が少なすぎるゆえに、女手が余っていたのです。この何年かで分家も眷けん族ぞくもすべてが本家の家人となったにも拘わらず、スドラには四名の男衆と五名の女衆しかおりませんので。……それに、世話のかかる幼子などもおりませんしね」

　聞いてみると、確かにフォウやランではそれなりに女手が足りていない様子であるらしかった。この調理の手ほどきを受ける時間を捻出するのにも、相応の労力を払はらっているらしい。

　それに、ファの家に肉を売るだけで、今は十分な富を得てもいるのである。ならば、無理にリィ＝スドラと交代してもらう甲斐はないようだった。それでも、大恩あるファの家のためならば――と、彼かの女じよたちも苦難を背せ負おう覚かく悟ごでさきほどのような言葉を述べてくれたのだろう。

「それでは、本当に人手が足りなくなったときに、またご相談させてください。それに、ガズやラッツなど、他にも声をかけたい氏族は多数ありますので」

「そうかい。じゃあ、そのときは遠えん慮りよなく声をかけておくれよ。あたしらだって、ファの家の力にはなりたいんだからさ」

「ありがとうございます。そのお言葉だけでも十分にありがたいですよ」

　それでその場は収まった。が――その陰で一人、暗い表情のままの少女がいた。

　誰だれあろう、それはトゥール＝ディンである。

　どうしたの、と俺が問う前に、ジャス＝ディンが口を開いた。

「ディンの家ならば、多少なりとも女衆の手は空いております。しかしご存知の通り、眷族の長であるザザの家は、ファの家の商売に賛同しておりません。世話になるばかりでそれに報いることのできない身を、わたしは心苦しく思っております」

「あ、いえ、そんなことは――」

　そんなことは承知の上だったから、俺もディン家には話を振らなかったのだ。ザザ家の眷族たるディン家に許されているのは、血抜きや調理の手ほどきを受けることだけで、ファの家の商売に加担することは禁じられてしまっているのである。

「……お前はアスタを手伝ってやりたいだろうね、トゥール＝ディン」

　ジャス＝ディンが、静かに言った。

　トゥール＝ディンは、二つに結んだ髪かみごと首をぷるぷると振る。

「わたしは、族長や家長の言いつけに従います」

　決して大きくはならないが、きちんと力のこもった声だった。

　ただし、その瞳にはうっすらと涙なみだがにじんでしまっている。

「俺もいつかザザの家長に認めてもらえるように頑張るよ。それでディン家にも助力を頼たのめるようになったら、そのときはお願いできるかな？」

「はい」と、トゥール＝ディンはうなずいてくれた。

　今はサイクレウスやジーダのことで手て一いつ杯ぱいだが、いずれはザザの家長を筆頭とする人々とも手を取り合えるように尽じん力りよくしなくてはならないだろう。

　それに――今では最大の協力者であるルウの家も、次代の家長はジザ＝ルウであるのだ。

　ジザ＝ルウとはもう長いこと、腹を割って話していない。最後に少しでも彼かれの本心が聞けたのは、おそらく家長会議よりも前のことであったはずだった。

（こんな想像はしたくもないけど、もしも今ドンダ＝ルウの身に何かあったら、ファの家の立場は相当苦しくなっちまうんだよな）

　ルティムやレイといった眷族たちはこれほど友好的にファの家と接してくれているのだから、いかにジザ＝ルウといえどもいきなり手の平を返すことはできないだろう。

　だけどそれでも、ルウ家とザザ家という族長筋の二氏族にそっぽを向かれたら、どうなってしまうかわからない。まだまだ前ぜん途とは多難だなと思いながら、重苦しくなりかけた空気を払ふつ拭しよくするために、俺は「さて」と明るい声をあげることにした。

「それじゃあ、あらかたパテの成形も仕上がったようですね。最後にお手本として試食分のパテを外のかまどで焼いてみたいと思います」

　女衆も気を取りなおしたように笑え顔がおでうなずき、立ち上がる。

　試食分のパテは、ファの家の肉をリィ＝スドラにこねてもらっていたので、そいつと蒸むし焼やきのための果実酒をたずさえて、俺は玄関の戸を引き開けた。

　すると、そこには我が親愛なる家長アイ＝ファが立ちはだかっていた。

「うわ、そいつはずいぶんな大物だな！」

「おかえり」よりも、そんな言葉が先に出てしまった。アイ＝ファの背には、七、八十キロはあろうかというオスのギバが担かつがれていたのである。

「うむ」とうなずくアイ＝ファの面には汗あせが光り、息も少しだけ切れている。足もとの悪い森の中を、このような大荷物を抱かかえて戻ってきたのならば、それぐらいは当然であろう。アイ＝ファは足もとにギバを下ろし、「ふう」と小さく息をついた。

「わりと近場に仕し掛かけた罠わなにこいつが掛かかっていたのでな。血抜きも上手うまくいったことだし、ムントにくれてやるのは惜しかったので持ち帰ることにしたのだ。……しかし、いささか疲つかれたな」

「そりゃあそうだろう。お疲れ様さま、アイ＝ファ」

「うむ。……お前もな」

　アイ＝ファの瞳が、ほのかにやわらかい光を浮うかべる。

　きっと俺が無事に帰ってきたことを喜んでくれているのだろう。

　ただ、俺の後ろにずらりと女衆が立ち並んでいるためか、その顔は家長としての威い厳げんをたたえたままであった。

「お前、すげーな、アイ＝ファ！　たった一人でこんな大物を仕留めちまったのかよ？」

　と、どこからか出現したルド＝ルウたちも走り寄ってくる。

　そちらを振り返り、アイ＝ファは目で礼をした。

「ファの家を守ってくれていたのだな。感謝する」

「水くせーこと言ってんなよ。それにしてもすげーなー。そいつは罠に掛かってたのか？」

「うむ。落とし穴に落ちていたので、仕留めるのに難しいことはなかった」

「それならまあ誰でも仕留められるかもしれねーけどさ。でも、罠を正しい場所に仕掛けられるのも狩人の才覚だし、しかも、一人でこいつを穴の外にまで引っ張りだして、血抜きもして、ここまで運んできたってんだろ？　やっぱりすげーよ、お前」

　ルド＝ルウはとても素す直なおな賞賛の目でアイ＝ファを見ていた。

　しかし、その隣のシン＝ルウは――俺の気のせいでなければ、少し思いつめた眼差しをしているように感じられた。

　かつてはアイ＝ファから危険な『贄にえ狩がり』の作法を学ぼうとしていたシン＝ルウなのである。姉のシーラ＝ルウが宿場町で働くようになり、銅貨の心配はしなくて済むようになったはずではあるものの、やはり十六歳の若き家長としては現在の自分の力量に満足しきれないのだろうか。

　それに、年齢や体格の変わらないアイ＝ファやルド＝ルウやラウ＝レイたちが人並み以上の力量を備えている、という事実もあるし、また――昨日ジーダを取とり逃にがしてしまった件に関しても、忸じく怩じたる思いであることに疑いはない。

（たぶんアイ＝ファやルド＝ルウのほうが規格外で、シン＝ルウが引け目を感じる必要なんてまったくないんだろうと思うんだけど……それで納得できたら世話はないもんな）

　俺だって、同世代の連中に料理の腕で負けっぱなしだったら、悔くやしさのあまり夜も眠ねむれなくなってしまうと思う。

　かといって、自分ではシン＝ルウの力になどなれそうにない。

　いったいどうしたものだろう――などと考えこんでいたら、俺の手もとをじっと見つめていたアイ＝ファが「……今日の晩ばん餐さんははんばーぐか？」と問うてきた。

「いや、これはお手本で焼くだけだけど」

　そんな風に答えてから、俺は慌あわてて首を振る。

「だけどファの家も今晩はハンバーグにしようかな！　みんなが作ってるのを見てたら俺も食べたくなってきちゃったよ」

　一いつ瞬しゆんだけ陰ろいそうになった瞳に光を取り戻しつつ、アイ＝ファは「そうか」とつぶやいた。相変わらず、アイ＝ファにとっての一番の好物はハンバーグであるのだ。罪もないアイ＝ファの期待を打うち砕くだかずに済んで、俺はほっと安あん堵どの息をつく。

　そのとき、ルド＝ルウが「ん？」と首を傾かしげた。

「トトスの足音だ。ザザかサウティの連中かな」

　アイ＝ファとシン＝ルウもうなずいて、道のほうに目を向ける。

　俺には、音など何も聞こえない。しかし、五秒と待つことなく、そこには巨きよ大だいなトトスの姿が現れた。森の陰から飛び出して、その勢いのまま、俺たちのほうに突っ込んでくる。

「うわあっ！」と俺は木皿を落としそうになってしまった。

　女衆の何名かも、悲鳴をあげかけたと思う。

　だが、そのトトスは俺たちにぶつかることなく――すなわち、アイ＝ファやルド＝ルウに撃げき退たいされることもなく、ぎりぎりのボーダーラインで手綱を引ひき絞られ、急停止してくれた。

「おお、すまなかったな！　ついつい楽しくてトトスの腹を蹴けりすぎてしまったようだ」

　陽気な声が頭上から降ふってくる。

　それは、ザザでもサウティでもなかった。

「あれ？　ラウ＝レイ？」

「おお、収穫の宴うたげ以来だな、アスタ」

　金きん褐かつ色しよくの長い髪に、明るい水色の瞳、中性的な面おも立だちと、それにそぐわぬ荒あらっぽい笑顔――それはレイ家の若き家長、ラウ＝レイだった。

「……本当に、いい加減にしてほしいわね。こちらは死ぬような思いだったわ」

　そして、その背から別の声も響ひびきわたる。

　少しけだるげで咽喉のどに引っかかるような、妖よう艶えんな声――ヤミル＝レイである。ヤミル＝レイが、毛皮のマントごしにラウ＝レイの背中にしがみついていた。

「どうしてラウ＝レイがトトスに乗ってんだ？　サウティの家から借りてきたのかよ？」

　ルド＝ルウが尋たずねると、ラウ＝レイはトトスの上で「いや」と首を振った。

「こいつはレイの家のトトスだ。今日の昼間、俺おれが宿場町まで下りて買ってきたのだぞ」

「ええ!?　自分で買ってきたのかい？　宿場町のトトス屋で？」

　俺も驚おどろきの声をあげてしまう。

「ああ、そうだ」とラウ＝レイは自じ慢まんたらしく胸をそらした。

「おかげでずいぶんな数の牙きばと角を失ってしまったがな。まあ、欲ほしくなってしまったのだから、しかたがない。これでも一番安いやつを選んできたのだ」

　そういえば、このトトスは森辺にいる四頭よりもひと回りほど小こ柄がらであるようだ。まだ若くて、そのぶん人を乗せるのにも馴なれていないトトスなのかもしれない。羽う毛もうの色はギルルよりも淡あわい感じで、目つきがちょっとだけ鋭い感じがする。

「そんなわけで、驚かせてしまって悪かった。悪気はなかったので許してくれ」

　ラウ＝レイはひらりと地面に降り立った。

　それからけげんそうに、トトスの上のヤミル＝レイを振り仰あおぐ。

「何をしているのだ？　お前もとっとと降りろ」

「……そんな気軽に言わないでくれる？　わたしは狩人でも何でもないのよ？」

「何だ、ぐずぐずと文句を言うほどの高さでもあるまい。いいからとっとと飛び降りろ」

「ちょっと、トトスを動かさないで」

　ヤミル＝レイは、冷ややかな眼差しでラウ＝レイをにらみつける。

　が、その指先はいささかならず必死な感じでトトスの背中の羽毛をわしづかみにしてしまっていた。

「本当にお前は見みかけ倒だおしだな。女衆にしては背もあるほうだし力も強そうに見えるのに、幼い子供みたいに軟なん弱じやくだ。まあそれもこれもスン家で堕だ落らくしきっていた報いなのだろう」

　相変わらずの率そつ直ちよくさで、ラウ＝レイはそんな風にぼやいた。

　確かにヤミル＝レイは、並の女衆より腕わん力りよくも弱いのである。ほんの数回料理の手ほどきをしただけの俺でも、それは体感することができていた。

　だけどまあ、森辺の仕事がつとまらないほどの軟弱さではなかったし、それぐらいの欠点はご愛あい嬌きようなのではなかろうか――などと考えていたら、何故か俺までヤミル＝レイにじろりとにらまれてしまった。

「しかたがないやつだ。さあ、降りろ」とラウ＝レイが手を差しのべる。

　ヤミル＝レイは「ふん」と小さく鼻を鳴らしてから、ラウ＝レイの頭に手を置いて、優ゆう雅がに地面へと降り立った。

「お前な！　家長の頭を台にするやつがあるか！」

「うるさいわね」と、ヤミル＝レイは黒こつ褐かつ色しよくの長い髪をかきあげる。

　ヴィナ＝ルウにも劣らぬプロポーションで、ヴィナ＝ルウとはまったく異なる妖あやしい色気と雰ふん囲い気きを有する、ヤミル＝レイである。

　こまかく編みこんだ髪をぞろりと垂らしているのも森辺の女衆としてはちょっと珍めずらしい感じだし、毒どく蛇へびのごとき不ふ吉きつなオーラは消失したものの、やはりどことはなしに冷たく威い圧あつ的てきな空気を纏まとっている。
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　それでも、鬱うつ屈くつしたりはせずに元気そうであるのは何よりだった。

「……で、けっきょく何しに来たんだよ、お前ら？」

　一同を代表して、ルド＝ルウが尋ねることになった。

「ん？　もちろんヤミル＝レイは料理の手ほどきをしてもらうために連れてきた！　今まではルティムの女衆の世話になっていたが、どうせならアスタ本人に習ったほうが上達も早かろうと思ってな」

　そしてラウ＝レイは、何故か猟りよう犬けんのように目を光らせてアイ＝ファのほうを見る。

「それで俺は、ファの家長殿どのに力比べを申し入れるためにやってきた！　狩人とはいえ女衆であるお前に遅おくれを取ったままにはしておけぬからな！」

「何？」と首を傾げてから、アイ＝ファは小さく溜ため息いきをついた。

「遠路はるばるご苦労なことだ。……しかし私には家の仕事があるので、そのような面めん倒どう事にかまけているひまはない」

　ラウ＝レイは、ルウ家の収しゆう穫かく祭さいの力比べで、アイ＝ファに敗北してしまったのである。その夜の宴においても、彼はたいそう不満げな様子を見せていたものなのだった。

　だが、狩人の力比べというのは、勝つことが誇ほこりになっても負けることが恥はじになることはない、とされているはずだ。それでも抑えきれないぐらい、ラウ＝レイは悔しかったのだろう。アイ＝ファのつれない返答に、ますます眉を吊つり上げてしまっている。

「面倒事とは何だ！　狩りの仕事は果たしたのだろう？　実に立派なギバではないか」

「だから、今からこのギバの皮を剥はぎ、内臓を抜かねばならんのだ。……それに加えて、私は内臓の洗い方も覚えたいと思っている」

「え？」と驚いたのは俺である。

　アイ＝ファはラウ＝レイをにらみつけたまま、ぶっきらぼうに言い捨てる。

「内臓を洗うのには時間がかかる。このアスタには晩餐の支し度たくや商売のための仕事があるので、それは私が受け持つことにしたのだ。……よって、お前の相手をしている時間はない」

「だったら俺もその仕事を手伝おう！　それで空いた時間を俺のために使ってくれ」

　アイ＝ファはもう一度溜息をつく。

「これから仕事を覚えようというときに余人の手を借りては意味がない。……それに、あの晩にも言ったであろう。何度やっても結果は変わらぬ、とな」

「何だと!?　俺の力はそこまでお前に劣っているというのか!?」

　ラウ＝レイの目がさらに物ぶつ騒そうな光を浮かべる。

　その言葉に、アイ＝ファはむしろけげんそうに目を細めた。

「レイの家長、悪いがお前には一いつ切さい負ける気がしないのだ。……しかし、そうだな……それは確かに不思議な話なのかもしれん。お前からは、ルウの次じ兄けいよりも強い力を感じたりもするのだが……」

「そうだろう！　俺だってダルム＝ルウに負けぬほどの力をつけたという自負はある！」

「うむ……ならば、もしかすると……」と、アイ＝ファはやおらシン＝ルウのほうに向き直った。

「シン＝ルウよ、悪いがこのレイの家長と手合わせをしてみてはもらえぬか？」

　シン＝ルウは、ひどく静かな目でアイ＝ファを見返した。

「……ラウ＝レイは八名の勇者に選ばれるほどの力量だ。俺では相手にもならないだろう」

「それはどうかな。どうも私にはお前が勝つような気がしてならんのだ」

　この言葉に、シン＝ルウではなくラウ＝レイがいきりたった。

「わかった！　ならば相手をしよう！　ただし俺が勝った場合はお前にも相手をしてもらうぞ、アイ＝ファ！」

「好きにしろ」とアイ＝ファは肩かたをすくめる。

　そうしていきなり、狩人の力比べが執とり行おこなわれる運びとなってしまった。

　狩人の衣ころもと刀を外した両者が、草むらの上で相対する。

「シン＝ルウ、全力で来るのだぞ？　俺が負けてもお前を恨うらんだりはしないからな」

　そのように言うだけあって、ラウ＝レイの側には微み塵じんも油断などはなさそうだった。

　だけどたぶん、それが当たり前の話なのだろう。これはきっとただの力比べではなく、狩人にとっては何かしらの神聖さを持つ行いなのである。

　シン＝ルウも、普段は静かな切れ長の目に狩人の火を燃やして、腰こしを沈しずめる。俺からすれば、それはラウ＝レイにも劣らぬ迫はく力りよくであった。

　こんな間近で狩人の力比べを観戦するというのは、ちょっと平静ではいられない状況である。俺は生なま唾つばを飲み下しながら、両者の対たい峙じを見守った。

　しかし、勝負は一瞬でついてしまった。

　ルド＝ルウが「始め！」という声をあげるなり、ラウ＝レイが猛もう然ぜんとシン＝ルウにつかみかかり――そして、その手をひねられると、実にあっけなく地面に倒たおれてしまったのだった。

「あれ？」と、ラウ＝レイは跳はね起おきる。

「お前、なかなか素す早ばやいな、シン＝ルウ。……すまんが、もうひとたびお願いできるか？」

「ああ」

　今度は胸むなぐらをつかまれて、小こ内うち刈がりの要領で倒されてしまう。

「何だ、ずいぶん強いではないか、シン＝ルウよ！　どうしてこのように強いお前が、収穫の宴ではあっさりと負けてしまったのだ？」

　地面に座すわり込んだまま、ラウ＝レイが文句の声をあげる。

　シン＝ルウは、いささかならず混乱気味の表情でアイ＝ファを振り返った。

　しかし、「なるほどねー」とつぶやいたのはルド＝ルウのほうだった。

「わかったわかった。シン＝ルウのほうが圧あつ倒とう的てきに素早いんだよ。で、あんたはけっこう細っこいくせにダルム兄やジザ兄みたいな戦い方をするんだな、ラウ＝レイ」

「何？　どういうことだ!?」

「簡単に言うと、力まかせなんだよ。俺やシン＝ルウや、それにたぶんアイ＝ファだって、力の強さじゃダルム兄とかにはかなわねーからな。できるだけ相手の力を利用して戦わないと勝ち目はねーんだ」

「意味がわからん。力比べなのだから、力を使うのが当たり前だろうが？　相手の力を利用する、とはいったいどういう技わざなのだ？」

「いやー、逆に考えると、そんなやり方でよく自分より大きな相手を倒せるよな。あんた、ジィ＝マァムを負かしたこともなかったっけ？」

「うむ。三回に二回は俺が勝つぞ」

　草むらにあぐらをかいたまま、ラウ＝レイが胸をそらせる。

　ジィ＝マァムというのは、ルウの眷族でもとびきり巨大な体たい躯くを持つ狩人である。アイ＝ファやミダはそのジィ＝マァムに勝っており、シン＝ルウは負けていたはずだった。

「……もしかしたら、お前は子供の頃、身体が大きかったのではないか、レイの家長よ？」

　と、思し慮りよ深ぶかげに腕を組みながらアイ＝ファも発言した。

「まあそうだな」とラウ＝レイは首しゆ肯こうする。

「幼き頃ころ、レイの集落では俺が一番大きかったと思う。狩人になってからも、たいていのやつよりは俺のほうが大きかった。それから二、三年もしたら、みんな俺より大きくなってしまったが」

「だからお前はそのように力まかせで戦うようになってしまったのだな。それで自分よりも大きな相手を倒せるというのは驚きだが――しかしそれでは、絶対にドンダ＝ルウやダン＝ルティムに勝つことはできん。ジザ＝ルウやガズラン＝ルティムに勝つことも難しいだろう」

「それは俺だって、まだあの連中に勝てるとまでは思っていないが……」

　と言いかけて、ラウ＝レイは水色の目を丸くした。

「ちょっと待て！　お前はまさかドンダ＝ルウやダン＝ルティムにも勝つ自信があるとでも言うつもりなのか、アイ＝ファよ？」

「私はすでにダン＝ルティムには負けている。……しかし、戦いようによっては勝つこともできると思っている」

「あー、それは俺も一緒だな。まだ親父おやじやジザ兄から一本も取れたことはねーけどさ。負けると思ってたら最初から挑いどみはしねーよ」

　穏やかな声で語りながら、アイ＝ファやルド＝ルウの瞳には不ふ屈くつの炎ほのおともいうべき光がゆらめいていた。

「私は、女衆だ。だから最初はどんな狩人よりも力で劣っていた。そうであるからこそ、どのようにすれば狩人としての力をつけられるか、常に思おもい悩なやみつつ鍛たん錬れんに励んできたのだ」

「んー、それもアイ＝ファと一緒だな。俺もなかなか背がのびねーから、どうやったら親父たちの足を引っ張らずに済むか、ずっと悩んでたよ」

　言いながら、ルド＝ルウはにやりと不敵に笑った。

「で、力を認めてもらいたいから、力比べで親父たちに勝つ方法もずっと考えてた。きっとお前もそうなんだろ、アイ＝ファ？　お前の親父って、狩人としてはすっげー力を持ってたみたいだもんな？」

　アイ＝ファは目を伏ふせて、何も答えなかった。

　ルド＝ルウは同じ表情のまま、ラウ＝レイとシン＝ルウを見比べる。

「まあ要するに、これがモルガの三すくみってやつなんじゃねーの？　ヴァルブの狼おおかみは野人より強い、野人はマダラマの大だい蛇じやより強い、マダラマの大蛇はヴァルブの狼より強いってやつさ。シン＝ルウが狼で、ラウ＝レイが野人で、ジィ＝マァムなんかが大蛇ってことだな」

「どうして俺が野人なのだ！　……それに、アイ＝ファやルド＝ルウはどこに属するのだ？　ドンダ＝ルウは？　ダン＝ルティムは？」

「親父やダン＝ルティムは狼にも大蛇にも負けねーよ。……だから俺は、親父に勝ちてーんだ」

　ラウ＝レイは、癇かん癪しやくを起こしたように頭をかきむしった。

「……そういえば俺は、ルド＝ルウにも勝った記き憶おくがない。まだ二、三度しか手合わせをした覚えもないが」

「ああ。悪いけど、実は俺もあんたに負ける気はしねーんだ、ラウ＝レイ」

「やっぱりか！　……要するに、俺はまだお前やアイ＝ファの域には達していないということなのだな」

　ラウ＝レイが猛然と身を起こす。

「シン＝ルウ！　もうひとたび手合わせを願えるか？　いや、ひとたびと言わず、何度でも！」

「いや、しかし……俺だって易やす々やすとラウ＝レイに勝てるわけではない。全力を振り絞り、それでようやく勝てているだけなのだ。最初の動作で先手を打てなければ、たぶん俺のほうがことごとく負けていただろう」

「だったらお前も力をつけろ！　お前は俺に勝てるくせにジィ＝マァムなどに負けていたではないか？　それで悔しくはないのか!?」

　シン＝ルウはぐっと眉み間けんのあたりに力を入れて、それから「悔しい」と低くつぶやいた。

「ならば、力をつけようではないか！　狩人としての仕事がない今こそ好機だ！」

　そうしてラウ＝レイは、関心もなさげに立ちつくしているヤミル＝レイのほうを見る。

「そういうわけで、俺はシン＝ルウと鍛錬に励むことにする！　お前はアスタに料理の手ほどきを――いや、臓物を洗うというのなら、それも習っていけ！　ギバの心臓というのもなかなか美味うまかったからな！」

「……どうしてこんな粗そ忽こつ者ものがレイの家長なのかしら」

　と、ヤミル＝レイは小さく息をついた。ずいぶん人間らしい表情が板についてきたようだ。そこはかとない嬉しさを噛かみしめながら、俺はアイ＝ファを振り返る。

「それじゃあ、皮かわ剥はぎと内臓抜きの仕事はおまかせするよ。その間に俺はハンバーグの焼き方をみんなに教えておくから、そのあとで一いつ緒しよに水場に行こう」

「うむ？　お前も来るのか？」

「ああ、俺だってまだ臓物の扱あつかいは素人しろうとだからさ。せっかく今日は頼もしい先生もいることだし――」

　と、背後に向き直った俺は、ぎょっとすることになった。その小さな先生トゥール＝ディンが、真っ青な顔をしてジャス＝ディンの身体に取りすがってしまっていたのだ。

　大きな丸い目はいっそう大きく恐きよう怖ふに見開かれ、ほっそりとした肩は小刻みに震ふるえてしまっている。その怯おびえきった視線を目で追ってみると――そこには、ヤミル＝レイの姿があった。

　ヤミル＝レイは、不ふ審しんげに目を細めてトゥール＝ディンの姿を見返す。

「ああ……あなたはスンの分家だった娘ね？」

「…………」

「それじゃああなたは、スン家の眷族であった家の人間なのかしら？」

「はい。わたしはディン家の家長の姉、ジャス＝ディンと申します」

　ジャス＝ディンは、厳しい眼差しでヤミル＝レイを見つめ返した。その筋ばった指先は、トゥール＝ディンの華きや奢しやな肩をそっと支えている。

　ジャス＝ディンの妹がスンの分家に嫁とつぎ、このトゥール＝ディンを生み落としたのだ。そしてその人物は、森辺の民たみにあるまじきスン家の歪ゆがんだ掟おきてに従わされて、モルガの恵めぐみを荒あらすことになり――その末に、無念のまま早逝している。

　ヤミル＝レイは、長い髪を揺ゆらしつつ首を横に振った。

「罵ば倒とうしたいならそうするといいわ。あなたたちには、その資格があるのでしょうから」

「いえ」とジャス＝ディンも首を振る。

「血族との縁えんを絶たれて、レイ家の人間として正しく生きるのが、あなたの贖しよく罪ざいなのだとうかがいました。それが族長や家長らの決定であるならば、わたしたちはそれに従うのみです。……いいね、トゥール＝ディン？」

「はい」とトゥール＝ディンは小声で応じた。

　まだその小さな面は青いままで、身体の震えもまったくおさまってはいなかったが――しかし、その瞳がヤミル＝レイの姿からそらされることもなかった。

　その様子をじっと見守っていたラウ＝レイが、愉ゆ快かいそうに笑い声をあげる。

「スン家は民を導く資格を失った。今後は俺たちがスン家やスン家であった者たちを導いてやらねばならんのだ。不出来な女衆だが、ヤミル＝レイをよろしく頼むぞ、ディン家の女衆よ」

「承うけたまわりましょう」とジャス＝ディンがうなずく。

「では、俺たちも俺たちの仕事に取りかかるとするか、シン＝ルウよ。……あ、そうだ！　アスタよ、ヤミル＝レイの匂いは如何いかがかな？」

「え？　匂い？」

「ああ。家長会議から二十日以上も経たったことだし、リーロの葉をすりこむのはもう勘かん弁べんしてやったのだ。いいかげんに血の匂いなどは残っていないと思うので、お前が確かく認にんしてやってくれ」

「ああ、うん、大だい丈じよう夫ぶだよ。そんなのは全然気にもしていなかったさ」

「本当か？　きちんと確認してくれ。……おい、ヤミル＝レイ」

　ヤミル＝レイはまた小さく息をついてから俺のほうに近づいてきた。

　で、長い髪をかきあげながら、首筋を俺の鼻先に寄せてくる。

　森辺の民としての森の香かおりと――それにたぶん、若い女性の自然な匂いが、すうっと鼻び腔こうに忍しのび入いってくる。

「……どうなのかしら？」

「まったくもって大丈夫です！」

　ヤミル＝レイは面を上げて、至近距きよ離りから俺をにらみつけてきた。

　かつては毒蛇のように冷たかったその瞳ひとみが、ふてくされたように俺を見る。

「お……お元気そうで何よりです」

　ついそんな言葉が口をついて出てしまった。

　よく考えたら、ヤミル＝レイとは半月ぶりぐらいの再会なのである。

　半月前――宿場町で生命を落としたテイ＝スンが、協議の末に遺体を返されて、森に葬ほうむられたあの日以来だ。

　ヤミル＝レイは、顔をそむけて、ぼそりと言った。

「あなたもね」――と。
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「いやー、何だか今日は盛りだくさんの一日だったなあ」

　日にち没ぼつの後である。

　シム産の乾酪を使ったチーズ・ギバ・バーグの晩餐を終えた俺とアイ＝ファは、いつも通り暗がりの中で語らっていた。

「いつも以上に大勢の人たちと顔をあわせた気がするし、商売のほうも色々と動きがあったし――ジーダやサイクレウスのほうはぴくりとも動かなかったのに、ずいぶん騒さわがしい一日だったよ」

「そうか」とアイ＝ファは素知らぬ顔をしながら、ガラスの酒しゆ杯はいをためつすがめつしていた。シュミラルから贈おくられたその酒杯が、ずいぶんお気きに召めしたらしい。昨日の夜も、アイ＝ファはそうして飽あきもせずにガラスの酒杯をいじりたおしていたのである。

　だが、昨日よりはその眼まな差ざしが陰かげっているようにも感じられる。そこはかとなく不ふ機き嫌げんそうな、そうでもないような、今ひとつ心情の読みにくい感じだ。

「あ、そうだ。アイ＝ファ、せっかく酒杯と上等な果実酒がそろったんだから、たまには晩ばん酌しやくと洒落しやれこんでみたらどうだ？」

「ばんしゃく？」

「夜に酒を飲むことだよ。アイ＝ファはけっこういける口なんだろ？　もともと食料庫に果実酒を置いてたぐらいなんだし」

　その割には、俺はアイ＝ファが果実酒をたしなむ姿をほとんど目にしたことがない。

　アイ＝ファは、就しゆう寝しん前なのでほどいている金褐色の長い髪をけだるげにかきあげた。

「しかし、アスタは酒を飲めぬのだろう？　ならば、私だけがそれを口にするのは気が引けてしまう。果実酒とて、お前にかかれば料理の材料なのだろうからな」

「そんなことを気にする必要はないよ。ドンダ＝ルウなんて、一人でもガバガバ果実酒をあおっていたじゃないか？」

「……それは私よりもドンダ＝ルウのほうが家長らしく振ふる舞まっているという意味か？」

「そうじゃないよ。ただ、これらを贈ってくれた人たちの厚こう意いを最大限に満まん喫きつしたいだけさ」

　やっぱりどちらかといえば不機嫌なのかなと危あやぶみつつ、俺は食料庫から二本の土ど瓶びんを持ってきた。

　一本は、バランのおやっさんたちからいただいた上等な果実酒、もう一本は、午後の時間に絞しぼったシールの果か汁じゆうを詰つめ込んだものである。

「俺はこっちをいただくよ。アイ＝ファもぞんぶんに飲んでくれ」

「それは、料理で使う汁しるなのではないのか？」

「うん、だけど今日はあんまり勉強の時間が取れなかったからさ。明日になって傷いたんでたらもったいないし、それなら少し嗜し好こう品ひんとして楽しませていただこうかなと思って」

　実のところ、これはギバのステーキなどにレモン汁の代用品として使ってみようと目もく論ろんでいるのである。清せい涼りような香りや酸味でギバ肉のクセを抑おさえつつ、なおかつもっとダイレクトに肉の味を楽しんでいただけるかどうか、その算段を立てている最中であるのだ。

　もしくは果実酒や調味料とあわせて、レモンソース的なものをこしらえるのでもいい。とにかく、今までとは違ちがったアプローチでギバ肉に挑んでみよう、という所存なのであった。

　が、それらの研究は明日に持もち越こしだ。俺は自分の酒杯にシールの果汁を注ぎ、それを水で割ってみた。

　割合は二対一で、水を多めにする。指先でつついてなめてみると、それでも十分に酸味がきいていた。が、これではただのレモン水である。できれば蜂はち蜜みつや氷が欲しいところであった。

「うーん、風味づけに俺もちょっぴりだけ果実酒をいただこうかな」

　慎しん重ちように、小さじ一いつ杯ぱいにも満たないぐらいの果実酒を酒杯に落とす。

　それだけで、格段に香りがよくなった。酒は飲めない俺だけれども、ワインやラム酒などの芳ほう香こうは大好きなのだ。

「ほら、やっぱり中身を注いでこその酒杯じゃないか？」

　シールの果汁はうっすらと黄色みがかっているだけで、果実酒もこのていどの量ではほとんど色合いに変化はない。それでも酒杯を軽く揺らすと、燭しよく台だいの火を受けてきらきらと光の粒つぶを散らしていた。

　それでようやく興味をそそられたのか、アイ＝ファも自分の酒杯に果実酒を注ぐ。そちらははっきりとした赤せき褐かつ色しよくなので、変化も顕けん著ちよだった。酒杯の側面にはところどころにカットが入っており、それが真しん紅くの光を乱反射させている。

「……綺き麗れいだな」とアイ＝ファは口もとをほころばせた。

　そのひさびさの笑顔に嬉しくなって、俺はアイ＝ファの酒杯に自分の酒杯を当ててみせる。チン、と涼やかな音色が鳴った。

「今日も一日お疲れ様でした」

　俺は、酒杯に口をつける。

　レモン汁を常温の水で割って、ブドウ酒で香りづけをした、まあそんなような味だ。美味い、と言えるものではないが、それでも雰囲気が心地ここち好よかった。

　アイ＝ファは一つ肩をすくめてから、ぐびぐびと果実酒をあおる。酒杯に八分目まで注いだ果実酒は、それで綺麗に消失してしまった。

「おいおい、そそのかしたのは俺だけど、あんまり無む茶ちやはしないでくれよ？　これは普段の果実酒より度数も高いはずなんだから」

「どすう？」と首を傾げながら、アイ＝ファはまた果実酒を注ぐ。

「強い酒で、酔よいやすいってことだよ。火がつく酒ってのは、そういうものなんだ」

　かつてのルティムの祝しゆく宴えんで、俺はこの高級な果実酒をフランベの道具として使わせていただいたことがある。普ふ段だんの果実酒はワインぐらいの度数で、この果実酒はブランデーかウイスキーぐらいの度数であろう、というのが俺の推測だ。

「そのように心配しなくとも、酔い潰つぶれるような愚ぐは犯おかさん。夜や陰いんに乗じて何者かが襲しゆう撃げきしてこないとも限らんからな」

　言いながら、今度は酒杯の半分ほどを飲む。

　それでもやっぱり豪ごう快かいな飲みっぷりだ。

「そういえば、アスタよ。トゥランのミケルとかいう男は姿を現さなかったのか？」

「ああ、今日のところは現さなかったよ」

　サイクレウスの罪を知るという謎なぞの人物、トゥランのミケル。

　いつか《玄翁亭》に姿を現すはずだとシュミラルが言い残していってくれたが、それは今日ではなかったようだ。

「では、あのサンジュラという男は？」

「サンジュラなら、屋台に料理を買いに来てくれたよ。ジーダのことを衛兵に申し出なかったのかって、すごく心配してくれていたな」

「……そうか」

「アイ＝ファはずいぶんサンジュラを警けい戒かいしてるみたいだな。それには何か理由でもあるのか？」

「とりたててそのようなものはない。ただ、あやつが敵に回ればすこぶる厄やつ介かいなことになるから、気を抜ぬけぬだけだ」

　と、残りの半分をまた一息で飲み干してしまう。

　どうやらアイ＝ファもドンダ＝ルウに負けぬうわばみであるらしい。あぐらをかいて手て酌じやくで酒を注ぐ。なかなかに豪ごう放ほうなるお姿である。

「これまでは、あのような力を持つ町の人間を見かけたことはなかった。森辺の民に劣おとらぬ力を持つ人間など――せいぜいカミュア＝ヨシュと、それにあの灰色の目をした貴族の男ぐらいであったからな」

「灰色の目ってのは、メルフリードのことか。……あ、でも、あのジーダってやつはどうなんだ？」

「ああ、あれも森辺の狩人に劣る力ではない。……しかし、少なくとも私やルド＝ルウには及およばない」

「それじゃあ、カミュアやメルフリードは？　具体的にはどれぐらいの力量の持ち主なんだろう？」

　つい勢いで、聞いてみた。

　アイ＝ファはちょっと嫌いやな顔をして果実酒をあおる。

「私の見立てに間ま違ちがいがなければ、カミュア＝ヨシュはドンダ＝ルウにも劣らぬ力を持ち、灰色の目をした貴族はジザ＝ルウと同等の力を持つだろう」

「それじゃあ番付をつけるとしたら、頂点はドンダ＝ルウ、ダン＝ルティム、カミュアの三人ってことになるのか。カミュアだけが、やっぱり意外だな」

「……正直に言って、あの男の力は測り難がたい。ただ、ドンダ＝ルウやダン＝ルティムでも容易たやすくは討うち取れまい、と思えてしまうのだ」

「なるほど。だけどアイ＝ファも、そのダン＝ルティムと互ご角かくに勝負できてたんだよな」

　ならばもしかして、トップ３ではなくトップ４なのだろうか。

　アイ＝ファの力とは、そこまでとてつもないのだろうか。

「私とて、あの者たちに勝てると確信しているわけではない」

　と、アイ＝ファはきらめく酒杯をじっと見つめる。

「ただ……はっきり負けるとも思わない。上手くやれば勝てる気もするし、最悪、生命を守ることはできると思う。勝てぬまでも、逃げきれば何とでもなるのだからな」

「なるほどねえ。それで、サンジュラはルド＝ルウ並の実力者なんだっけ？　……あれ、ところでルド＝ルウの実力ってのはジザ＝ルウやダルム＝ルウと比べてどうなんだろう？」

「どうしてそのようなことを気にかけているのだ？　私に感じ取れるのは、自分にとっての相手の力量だけだ」

　ちょいと面倒くさげに言って、アイ＝ファはぺろりと果実酒をなめる。

　ピッチが速いと自じ戒かいしたのだろうか。猫ねこみたいな仕草でとても愛くるしい。

「いざ手を合わせれば、さきほどのシン＝ルウやラウ＝レイのように勝敗がひっくり返ることもある。だから、ルド＝ルウとサンジュラなる者が同程度に感じられ、ジザ＝ルウとメルフリードなる者が同程度に感じられたとしても、それらの者どもが実際に手を合わせたときにどうなるかは予測することも難しい」

「ふむ。それは理り屈くつが通ってるな。……あ、それじゃあ最後に二人だけ。ザッシュマとラービスってのはどれぐらいの力量なんだろう？」

「うむ？　誰だれだ、その者たちは？」

「ザッシュマは、あの商団の長を演じていたカミュアのお仲間だよ。ラービスは……その、ディアルのお供をしている南の民さ」

　ディアルの名を聞くなり、アイ＝ファの眉間にしわが寄ってしまった。

　で、また勢いよく果実酒をあおってしまう。

「そのような者どもはどうでもいい。森辺の一番若い狩人でも、あのていどの者たちに遅れを取ることはないだろう」

　そうなのか。

　しかし、ザッシュマは荒あら事ごとを生業とする《守護人》であり、ラービスも複数の野盗を相手にできる剣けん士しだとかいう話であったはずだ。

　となると、やはり森辺の狩人というのは尋じん常じようならざる力を有しており、アイ＝ファはその中でも屈くつ指しの実力者である、という結論に落ち着いてしまう。

（本当に大したもんだなあ。カミュアやサンジュラより、アイ＝ファの存在が一番驚きよう異い的てきじゃないか）

　そんなことを考えていたら、アイ＝ファがずいっと顔を寄せてきた。

「何を考え込んでいるのだ、アスタよ。……よもや、あの娘むすめのことを考えているのではなかろうな？」

「あ、あの娘？　って、ひょっとしたらディアルのことか？」

「とぼけるな。それとも、西の民の娘のほうか？　お前はあの娘ともずいぶん気安い口をきいていた」

「西の民ってのは、ユーミのことか。気安い口をきくようになったのはやむをえなく、だよ。アイ＝ファだって、そのときのやりとりは見ていただろう？」

「ふん！」とアイ＝ファは俺をにらみつけたまま酒杯に口をつける。

「私は、かしましい女衆は好かん。かといって、ヤミル＝レイのように得体の知れない女衆など論外だ」

「いや、だからあの……」

「嫁よめに娶めとるならば、シーラ＝ルウのような女衆が望ましい。私はたおやかな女衆を好むのだ」

　それは以前にも拝はい聴ちようしたことがある。

　だけど俺には関かかわりのない話であるはずだろう。

　アイ＝ファは、さらにじりじりと顔を寄せてくる。

「もしくは、リィ＝スドラでもよい。アマ・ミン＝ルティムもよくできた女衆だ。しかし、お前はそのようにたおやかな女衆に限って遠ざけているように感じられるな、アスタよ」

「そんなつもりは一切ないよ！　そもそもそのおふた方には伴はん侶りよがあるじゃないか？」

「だから、未み婚こんの女衆に脂やに下さがっているわけか」

「脂下がってません！」

「よもや、ディン家の幼き娘などに不ふ埒らちな思いを抱いだいているわけでは――」

「やめてくれってば！　お前、様子がおかしいぞ？　やっぱりちょっと酔ってるんじゃないのか？」

「酔ってなどおらん」

　と、アイ＝ファは酒杯に残っていた分を咽喉のどの奥おくに流し込んでから、ふにゃりと俺の胸もとにもたれかかってきた。

「やっぱり酔ってるじゃないか！」

「くどいやつだな……これぐらいの酒でどうにかなる私ではない」

　熱い息が、胸もとにしみこんでくる。

　というか、身体に触ふれているアイ＝ファのどこもかしこもが、とてつもなく熱い。

「……嫁に娶るならば、シーラ＝ルウのような女衆こそが相応ふさわしい……」

「いや、だから、俺は誰も娶らないってば」

「……私は家長として、それを祝福するべき立場なのだろう……」

「そんな必要はないって以前にも話しただろう？」

「……家長は、家人の幸福を寿ことほがねばならんのだ……」

　アイ＝ファが、ぎゅうっと俺の身体を抱きすくめてきた。

　しかし、酒のおかげで力の加減ができていないのだろう。めりめりと肋ろつ骨こつの軋きしむ音色が聞こえてきて、俺は「ぎゃー！」と叫さけぶことになった。

「苦しい！　本気で折れる！　アイ＝ファ、正気に戻もどってくれ！」

「……私を拒こばむのか、アスタよ」

「そうじゃなくって！　かよわい俺の肋骨が悲鳴をあげちまってるんだよ！」

　必死になって、アイ＝ファの肩をタップする。それでようやく、力がゆるんだ。

　が、アイ＝ファの腕うでは俺を放そうとはせず、その顔もぴったりと胸もとに押おし当あてられたままだった。

　そのやわらかい髪かみに鼻先をくすぐられながら、俺は深々と息をつく。

「……俺の一番の幸福は、お前のそばにいることだよ、アイ＝ファ」

　何とか冷静な口調を取りつくろっても、俺の鼓こ動どうはしっかり伝わってしまっているだろう。それと同じぐらい、俺のほうもアイ＝ファの鼓動を感じてしまっていた。

「だから俺は、誰も娶らない。夫ふう婦ふになるってのは、きっとその相手と一生そばにいたいってことなんだろうから――お前さえいれば、俺は誰を娶る必要もないんだよ」

　返事は、なかった。

　もしかしたら、これはすでに眠ねむってしまっている、とかいうオチなのだろうか。

　俺はもう一度息をついてから、アイ＝ファの頭と背中にそっと手を回した。

　いっそうアイ＝ファの体温が身体からだ中じゆうに伝わってきて、俺の鼓動を速くさせる。

（お前がいるからなんだ、アイ＝ファ――）

　この二ヶか月げつ余りで、俺にはたくさんの大事な人々ができた。森辺の集落にも、宿場町にも、絶対に失いたくないと思える人々が大勢いる。いちいち数えあげたらキリがないぐらいたくさんの人々が、俺という存在を支えてくれているのである。

　だけどそれでも、俺の心の真ん中に居い座すわっているのは、アイ＝ファなのだ。その思いだけは、今でも変わらない。いや、変わらないどころか日増しに強くなっていくぐらいだ。

　そしてアイ＝ファも同じように、俺の存在を大事に思ってくれている。それを信じることのできる今の生活が、どれほどかけがえのないものか、どれほど幸福であることか――それだって、胸が痛くなるぐらいにわかりきっている。

　こんな幸福な生を投げ出だしてまで、俺が他の女衆を嫁に娶るはずがない。それがアイ＝ファに伝わっていないというのが、いっそ不思議なぐらいである。

（お前はいったいいつになったら、自分がそれぐらい魅み力りよく的てきな人間であるってことを自覚するんだろうな、アイ＝ファ。それともそんなことは、どうしても自分自身では実感できないものなのかな）

　そんなことを考えながら、俺はアイ＝ファの身体を抱く腕に少しだけ力を込めた。

　すると――アイ＝ファは猫みたいに身じろぎをしてから、俺おれの心臓に言葉を注ぎ込んできた。

「……その言葉が真実であるならば、私も幸福だ」

　俺は目を閉じ、アイ＝ファのやわらかい髪に頬ほおを押し当てた。

　そうして長い長い白の月の一日は、ようやく終わりを告げることになったのだった。
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第三章★★★許されざる凶報
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　白の月の一日は、実にさまざまなことが起きつつも基本的には平和に終えることができた。

　だが、まるでその代だい償しようを求められているかのように、翌日からの数日間は波乱に満ちみちた日々を送る羽目になってしまった。

　しかもそれは、その後に続く大だい騒そう動どうの、ほんの前菜に過ぎなかったのである。

　もしもシュミラルの同どう胞ほうであるシムの占星師がまだジェノスに留とどまっていたならば、いったいどのような運命を星から読み取っていただろうか。

　先日の騒ぎのように、誰かが生命を落としたわけではない。

　だけど、少しの血も流れなかったわけでもない。

　そして、森辺の集落を含ふくむジェノスの行く末は、この時期をターニングポイントとして大きく揺れ動うごくことになった。

　結果的に、それは俺にとって正しい変転であったとは思えたものの――そこに至るまでの過程においては、先の騒そう動どうにも負けないぐらい情動を揺さぶられることになってしまったのだった。




◇




「あれ？　今日は親父さんはお休みですか？」

　朝、宿場町において。

　いつも通りに必要な野菜を購こう入にゆうするために露ろ店てんへと立ち寄った俺は、そこにドーラの親父さんではなくその息子むすこさんの姿を見み出いだすことになった。

　ドーラの親父さんも、十日にいっぺんぐらいは店に出てこないことがある。で、その場合は二人いるという息子さんのどちらかが出向いてきて、店を切り盛りするのである。

　何でもドーラの親父さんは、五つぐらいの農家と合同で大きな農園を管理しており、宿場町の手売りに関しては完全に一任されているそうなのだ。一日の半分を宿場町で過ごし、残りの時間はすべて野菜の育成や収しゆう穫かくにあてている。森辺の民にも劣らぬ勤勉な生活に身を置いているらしい。

　まあそんなわけで、俺が息子さんと顔を合わせるのもこれが初めてではなかったのだが――どうやらその日は、事情が違った。がっしりとした体格と純じゆん朴ぼくそうな面おも差ざしを持つその息子さんは、いつになく真しん剣けんな目つきで俺に囁ささやきかけてきたのである。

「親父はちょっと怪我けがをしてしまって、数日は仕事を休むことになってしまいました。……実は昨晩、農園の倉庫を野盗に襲おそわれてしまったんです」

「えっ！」と驚おどろきの声を返すばかりで、後は言葉が続かなかった。

　農園の倉庫が、野盗に襲われた――その末に、ドーラの親父さんが手傷を負ってしまった。その突とつ然ぜんの凶報に、俺も思考が一時停止してしまったのだ。

「心配はいりません。肩のあたりを棍こん棒ぼうか何かで殴なぐられて、少し筋を痛めただけですから、数日中にはまた働けるようになるでしょう」

　親父さんの息子でありターラの兄でもあるその若者は、低い声でそのように続けた。

　年ねん齢れいなどは俺と変わらないぐらいだが、物もの腰ごしは落ち着いていて、森辺の民に対しても好意的な青年である。だけど、さすがに今日の彼かれはその茶色い瞳に強い懸け念ねんの光をたたえてしまっていた。

「それで、親父からの伝言があります。実はその野盗どもは、ギバの毛皮で作った外がい套とうを身に着けていたらしいんです」

「ギバの毛皮の――外套？」

　外套とは、つまりマントのことだろう。森辺の民の、狩人かりうどの衣だ。

　一緒に会話を聞いていたアイ＝ファとルド＝ルウも、真剣な目つきになって左右から顔を寄せてくる。

「胸もとには、牙きばと角の首くび飾かざりも下げていたそうです。あとは暗くてよくわからなかったそうですが――つまり、その野盗どもは森辺の民と見まごうような身なりをしていたようなのですね」

「そいつは愉快な話だな。……で、そいつらはどんな顔をしてたんだよ？　町の人間か森辺の民か、だいたいはその顔つきや肌はだの色なんかでわかるもんだろ？」

　ルド＝ルウの問いに、息子さんは首を振る。

「顔には何か布きれのようなものを巻きつけていたそうです。肌の色は――町の人間でもよく日に焼けていれば、そこまで森辺の民との差はありませんので、よくわからなかったそうです。とにかく、ろくな明かりもない暗くら闇やみでの出来事でしたから……」

「ふーん。本当に愉快な話だな」

　ルド＝ルウの瞳に、ゆらりと狩人の火がゆらめく。

　息子さんは、ちょっとだけ顔色をなくして身を引きそうになった。

「だから親父は、何者かが森辺の民に物もの盗とりの罪をなすりつけようとしているんじゃないかと心配していました。アスタたちには、くれぐれも気をつけるように、と――あの、それで、一つだけ確認させてもらいたいことがあるんですが」

　と、切せつ迫ぱくした顔つきでまた身を乗り出してくる。

「森辺の集落の罪人は、全員裁きを受けたんですよね？　あなたたちの目を盗ぬすんで罪をはたらくような人間は、もういないんですよね？」

「……森辺の民は、自分たちの族長筋が罪を働いていたということに衝しよう撃げきを受け、今後は誰にも恥はじることのない生を送るべきと強く誓ちかったんです。俺は何百人もいる森辺の民の全員と顔をあわせたわけではありませんが、その決意を疑おうと思ったことは一度としてありません」

　ようやく衝撃から立ち直ってきた俺は、そんな風に答えてみせた。

　頭がはっきりしていくにつれて、怒りの激情が腹の底に渦巻いてきてしまう。

「その上で、感情に走らず抗弁させてもらうなら――森の恵みを荒らしても、そうそう他の家の人間に気づかれることはない、ということがスン家の所業で明らかになった今、わざわざ危険を犯してまで農園を襲おうとする森辺の民が存在するとは思えません」

「ああ……そうですよね。すみません。実は、同じ農園で働いている別の家の人間たちが頭から森辺の民を疑ってしまっているもので、そちらとも悶着が起きてしまったんです。もしもこれで森辺の民が犯人だったということになってしまうと、親父の立場が相当まずいことになりかねなかったので……」

「俺の親父は、森辺の新しい族長だ。あの親父の目を盗んで罪を働こうとする人間なんて、森辺の集落にはいないと思うぜ？」

　と、ルド＝ルウも口をはさんできた。

「たとえばさ、森の恵みを荒らすのは誇ほこりが許さない、だけど町の人間は気に食わないから農園を襲っちまえ！　――なんて馬ば鹿かなことを考えた人間がいたとしても、うちの親父やグラフ＝ザザっていうもう一人の族長の怒り狂った姿を想像したら、そんな考えも吹っ飛んじまうと思うんだよなあ」

　相変わらずの、気安い口調だった。

　しかしその胸中には、俺よりも激しい怒りの炎が燃えてしまっているのだろう。ルド＝ルウの淡あわい色合いをした瞳には、いまやはっきりと狩人の眼光が灯ってしまっていた。

　息子さんは、「あ……」と真っ青になって後ずさる。その姿を見て、ルド＝ルウは気まずそうに黄色っぽい髪をかき回した。

「怖がらせちまったか？　ごめんな」

「い……いや……」

「あんたたちの信頼に応えたいと思う。心配してくれてありがとうなって、あんたの親父さんに伝えておいてくれよ。……なあ、まさかあのちびっこは危ない目にあってねーだろうな？」

「ち、ちびっこ？　ターラのことですか？　はい、ターラは親父の看病をしています。親父の怪我けがが治ったら、また一緒に町に出てくると思いますが……」

「そっか。ありがとな。――おい、シン＝ルウ」

「ああ」

「悪いけど、ルウルウに乗ってこのことを親父に伝えてきてくれ」

「了解した」

　こちらはいつも通りに沈ちん着ちやくなシン＝ルウが、ルウルウの手た綱づなを引いて来た道を戻っていく。

　俺たちも、自分の仕事に取りかかるしかないだろう。

　ただし最後に、アイ＝ファがもの思わしげな表情で息子さんに問うていた。

「ところでその森辺の装束を纏まとった悪漢どもは何名であったのだ？」

「はい？　……親父おやじが見たのは、三名ていどだったはずです」

　それでこの問答は終しゆう了りようだった。




◇




「本当に腹の立つ話だよな！」

　朝一番のラッシュを終えて、各人の小休憩タイムとなった折に、ルド＝ルウは不機嫌きわまりない様子でそのようにぼやいた。

　休憩を取っているのは俺とヴィナ＝ルウで、それをルド＝ルウとアイ＝ファが警護してくれている格好である。もちろん自分たちだけ小腹を満たすわけにはいかなかったので、ルド＝ルウたちの手にもハーフサイズの『ミャームー焼き』が握られていた。

　その『ミャームー焼き』をやけくそのようにかじりながら、ルド＝ルウはなおも言いたてる。

「どう考えたって、こいつは町だか城だかの人間のしわざだろ。それが本当に森辺の狩人のしわざだってんなら、顔を隠かくす前に森辺の装束を隠すだろうよ！　ずいぶん見えすいた手を使うじゃねーかよ、なあ、アスタ？」

「うん。だけどその分、効果は甚大かもしれないね。まだまだ森辺と宿場町の関係性は不安定なんだから、こんな話が広まったら前の事件の二の舞になりかねないよ」

　屋台の裏の空きスペースに置かれた荷車のかたわらで、同じように小腹を満たしながら、俺もそのように応じてみせる。

　前の事件――言わずと知れた、スン家の一件である。十年前の襲撃事件の真相がザッツ＝スンの口から語られたとき、宿場町の人々は強い恐怖と警けい戒かい心しんをかきたてられることになったのだ。その後、テイ＝スンが衆目にさらされながら罪人として裁かれるまで、町の人々とは一触即発の状態にあったのだった。

「というか、ドーラの親父さんだって衛兵たちにはありのままの状じよう況きようを申し述べるしかないだろうから、話そのものは町中に広がってしまうんだ。問題は、町の人たちがそれをどう受け止めるか、だね。……でもさ、これが森辺の民を陥れる罠わなだったとして、その黒幕は誰なんだろう？」

「ああン？　そんなの、サイクレウスとかいう貴族に決まってんだろ？　他に誰がいるってんだ？」

「もう一人いるじゃないか。森辺の民に深い恨うらみを持っている人間が」

「……ああ、ジーダとかいう赤毛の餓が鬼きか」

「うん。普ふ通つうに考えたら、こんな方法で森辺の民を陥れようとするのは、ジーダのほうが相応しいんじゃないのかな？」

　彼は、自分の父親が濡ぬれ衣ぎぬを着せられたことに怒おこっているのである。ならばその報復として、今度は森辺の民にあらぬ疑いをかけさせよう、と考えるのは、それほど不自然な話ではないように思えてしまう。

　だいたい、サイクレウスがこのような真似まねをして、いったいどういう利益を得られるのか、それが俺には想像できない。こんな陰湿なやり口は、ジーダよりもサイクレウスのほうが相応しいようにも思えるが、ただの嫌がらせでこのような真似を仕掛けてくるとも思えなかった。

「……私には、三名という人数が気になった」

　と、一緒に休憩を取っていたアイ＝ファが低い声で意見を述べてきた。

「それはちょうどカミュア＝ヨシュがジェノスの外に連れ出した狩人の人数と一致する。これは果たして偶然なのだろうか？」

「何だよそりゃ？　あのおっさんが連れていったのはルウの分家の男衆なんだぞ？　まさかお前はあいつらを疑ってんのかよ、アイ＝ファ？」

「そのようなわけがあるか。少しは冷静になれ、ルド＝ルウよ。……私には、その三名の狩人に罪を着せようとしている悪巧みなのではないか、と思えただけだ」

　その発想に、俺は驚かされてしまった。

　たとえばこれで、ジェノスの外にいる三名の狩人が何者かによって害されてしまったら、身の潔白を明かす機会も得られなくなってしまうだろう。

　しかもそれは、ルウの分家の男衆なのだ。もしもそのようなことになったら、ルウ家の信用は地に落ちて、ドンダ＝ルウは族長の座から引きずりおろされることになるかもしれない。

（……ってことは、やっぱりサイクレウスの陰いん謀ぼうなのか？）

　サイクレウスは、ドンダ＝ルウたちが族長に相応しい人間なのか？　という疑念を呈していたのである。サイクレウスに疑惑の目を向けるドンダ＝ルウたちの存在は、さぞかし目障りであるに違いない。

　しかしまた、カミュア＝ヨシュが森辺の狩人を率いてジェノスを出たところまでは何とか察知することができても、それがすなわちルウ家の男衆である、ということまで知る方法がサイクレウスに存在するだろうか。

　わからない。すべてが推測の寄せ集めだ。

（もしくは、ジーダともサイクレウスとも関係ないただの野盗が森辺の民に罪をなすりつけようとしているだけかもしれないし――推測だらけのこの段階で頭を悩ませても無む駄だってことか）

　俺は溜ため息いきをこらえつつ、さきほどからずっと静かなヴィナ＝ルウのほうに目を向けてみた。

　ヴィナ＝ルウは、荷車の車体にもたれてうつむいてしまっている。その右手には食べかけの『ミャームー焼き』が握られており、その左手は――右の手首にはめられたピンク色の石の腕うで飾かざりをつまんだり、そっと撫なでたりしていた。

　言うまでもなく、それはシュミラルから贈られた厄災除よけの腕飾りである。ヴィナ＝ルウにはヴィナ＝ルウの苦悩や煩悶があるのだろう。

「けっきょく俺たちはどうしたらいいんだろうな？　農園に見張りでも立てればいいのかよ？」

　と、ルド＝ルウがまた怒ったような声をあげる。

「見張りか……そうしたいのは山々だけど、農園ってのは相当に広大なんだよね？　森辺の民たみだけで手が足りるのかなあ」

　そんな風に応じながら、俺もまた腹の底で激情が鎌首をもたげるのを感じてしまった。

　数ある農園の中から、ドーラの親父さんの管理する農園が襲われたのは、偶然なのかそうでないのか。俺にはその一点が何よりも気にかかってしまっていたのだ。

　万が一にも、森辺の民と懇こん意いにしているということが理由で狙われてしまったのなら、ドーラの親父さんに申し訳が立たないし――俺はその犯人を絶対に許せないと思う。西の民でありながら、誰よりも懸けん命めいになって森辺の民を擁よう護ごしてくれていたドーラの親父さんが、そんな薄汚い陰謀の犠ぎ牲せいになるなんて許せるはずがなかった。

　時間が経って落ち着けば落ち着くほどに、俺の体内には純然たる怒りの感情が育ってしまっていた。頭や首の裏なんかは冷えびえとしているぐらいなのに、腹から胸にかけては溶岩のように熱いものが渦巻いている、そんな感覚だ。はっきり言って、これほどまでに怒りをかきたてられたのは、ディガやドッドの陰謀によって眠れるアイ＝ファを連れ去られてしまったとき以来かもしれなかった。

「……何という目つきをしているのだ、アスタ」

　と、いきなりアイ＝ファに肩かたをつかまれた。

「お前は美味うまい料理を作るのが仕事だ。その他の面めん倒どう事は私たちにまかせておけ。……そんな、狩人のような目つきをするな」

　そういうアイ＝ファも、俺やルド＝ルウに比べれば静かな眼差しをしていたものの、その奥にははっきりと怒りの火を灯していた。やっぱりこんなやり口は、誰にだって許せるはずがないのだ。

　そうして俺たちがひそやかに怒りをたぎらせていると、雑木林のほうを見張っていた分家の少年がザッシュマの来訪を告げてきた。ルド＝ルウはその少年とともに警護の仕事に戻り、俺はアイ＝ファとともに荷車の裏側に回り込む。

　ザッシュマは、すでに昨晩の一件をわきまえていた。どうやら俺たちが商売にいそしんでいる間に、衛兵から町の人々へと告知が為されていたらしい。

「野盗の数は三名。いずれも森辺の民の装束を纏っていたが、正体は不明。事実が明らかになるまでは決して軽率な行動に出るべからず、とまずは尋常に告知されていたよ。とにかく証あかしのない話なのだから、先日のような騒ぎを起こした者は厳げん罰ばつに処す、という感じでな。……俺はこれから城下町まで出向いて、雇い主の意向を仰いでくるよ」

　ザッシュマの雇い主とは、もちろんメルフリードのことである。基本的な策を考案しているのはカミュア＝ヨシュでも、そのための経費はメルフリードから支払われているのだ。

「あの、今回被ひ害がいにあった農園に警護をつけてもらうことは可能ですか？」

「警護？　そんなものは、護民兵団の仕事だ。農園に限らずジェノスの領内は護民兵団に守られているのだからな。野盗に襲われたという報告が入れば、さらに警護も強化されるだろう」

「だけど、護民兵団というのはサイクレウスの弟が指揮官なのですよね？」

「だからといって、警護の手を抜くことはできまい。そんな真似をしたら、それこそ自分たちが野盗の手引きをしていると疑われることになる。……おい、念のために言っておくが、森辺の民に警護をさせようなんて考えるんじゃないぞ？　それでまたどこかの農園が襲われたりしたら、余計に厄介なことになりかねん。もしかしたら、そうやって森辺の民を集落から引きずり出すのが目的であるのかもしれんのだからな」

「でも……」

「わかったわかった。放っておくと血の気の多い森辺の民が自警団を結成しかねんと、雇い主には念を押しておくよ。近衛兵団が目を光らせれば、護民兵団の連中もいっそう勤勉にならざるを得ないだろうさ」

　そう言って、ザッシュマは何やら興味深そうに俺の顔をじろじろ眺めてきた。

「お前さんも、案外に情が強いんだな。なかなかいっぱしの目つきをするもんじゃないか」

「……知り合いが襲われたりしたら、腹が立つのが当たり前でしょう？」

「ふむ。まあ荒事は俺たちにまかせておけ。向こうが動けば動くほど、つけいる隙も生まれようってもんさ」

　そんな言葉を言い残して、ザッシュマは去っていった。

　俺は両手で顔を叩き、何とか胸中の激情を抑えこみながら屋台に戻る。

　そこで待ち受けていたのは、昨日と同じくディアルであった。

「やあ！　今日も一つお願いね、アスタ」

　宿場町での騒動も知らぬげに、今日も元気いっぱいの笑え顔がおである。城下町に滞在している彼かの女じよには、このような騒さわぎも耳には入らないのだろう。

　ターラはもちろん、ユーミも今日はまだ姿を現していない。こんな折には、この感情ゆたかな少女の無む邪じや気きな笑顔が、ずいぶん癒しになってくれた。

「ねえ、君はいつまでジェノスの城下町に逗とう留りゆうしているんだい？」

　そんな風に尋ねてみると、ディアルは『ミャームー焼き』を頬張りながら「んー？」と可愛らしく首を傾かしげた。

「わかんない。なんか今回はずいぶん商売の手が広げられそうでさ。本当の本当に上手うまくいったら、城下町に店をかまえることになりそうなぐらいなんだよね」

「店？　それはこういう露店とかの話じゃなく？」

「うん。西の民を店番に雇ってさ、そこで注文を受け付けて、ネルウィアの僕ぼくたちとやりとりをする、みたいな。そうしたら、僕たち自身がこんな風に御用聞きをする必要もなくなるじゃん？　実現したらすごいことなんだけど――でも、相当な稼かせぎが見込めないと、そんなやり方は成立しないはずなんだよね」

　と、商人の顔つきでディアルは鼻の頭をかく。

「よっぽどあの貴族のじーさまはそういう方面に顔がきくのかな。なんか、貴族がそこまで商売の話に関わってくるのって、僕としては据わりが悪いんだけど」

「据わりが悪い？」

「うん。余所よその国の貴族にそこまで優遇されるのって、なんか危なっかしくない？」

　俺にはこの世界の常識や慣例が今ひとつ理解しきれていないので、何とも答えようがない。ただ、ディアルの父親たる豪ごう商しようを優遇しているのがサイクレウスだと考えると、やっぱり楽しい気持ちにはなれそうになかった。

「まあ、そんなわけでさ。明日からはちょっと忙しくなりそうなんだよ。ジェノスにはしばらく居残ることになると思うけど、しばらくはアスタの料理も食べられないかもしれないや」

　そう言って、ディアルは子犬が耳を下げるようにしょんぼりしてしまった。つられて、俺も少なからずさびしい気持ちになってしまう。

「そうか。仕事が忙しいならしかたないけど……それは残念だね」

「え？」

「うん？　どうかした？」

「あ、いや、なんか本当に残念そうな言い方だったから……」

「残念だよ。また手が空いたら、ぜひ食べに来てね？」

　俺の返事に、何故なぜか今度は目を白黒させ始めるディアルである。

「な、なんか意外だな。僕、アスタには厄介者だと思われてるんだと思ってたんだけど……」

「え、どうして？」

「どうしてって！　そう思われないほうが不思議じゃない？」

　はて、そうなのだろうか。

　それはまあ確かに第一印象は最悪であったし、顔面を二発も殴られてしまったし、アイ＝ファやユーミとは一触即発の雰ふん囲い気きであったし、なかなか気苦労の絶えないお客さんであったというのはまぎれもない事実だが――毎日欠かさず屋台に来てくれて、おまけにわざわざ肉切り刀まで持ってきてくれたりもしたのだから、結果的には良い縁えんだったなあというのが、俺の正直な感想である。

「少なくとも、今は厄介者だなんて思ってないよ。ディアルだって、自分の家の商品が気に入ってもらえれば嬉うれしいだろう？　だから、ディアルが毎日城下町から足をのばしてまで食べに来てくれていることを、俺は嬉しく感じていたよ」

　節度をもって、俺はそのように答えてみせた。

　すると、ディアルは嬉しそうに――心の底から嬉しそうに、にっこりと微笑ほほえんでくれた。翡翠のように綺き麗れいな瞳ひとみから、喜びの光があふれんばかりだ。

「ありがとう。そんな風に言ってもらえるとは思ってなかったから、本当に嬉しいよ。……仕事が一段落したら、また絶対に食べに来るからね」

「うん、お待ちしています」

　そうしてディアルは、今日も元気な足取りで帰っていった。最後まで無言であったラービスも、黙然とそれに付き従う。

　それと入いれ替かえでやってきたのは、サンジュラだ。ディアルがいた間、ずっと不ふ機き嫌げんそうに黙だまり込んでいたアイ＝ファが、鋭く目を光らせる。

「いらっしゃいませ。毎度ありがとうございます」

　サンジュラもすでに立派な常連客なのである。これでもう四日連続の来店となるはずだ。

「今日も一つ、お願いします」

　サンジュラのほうも、普ふ段だんと変わらぬ穏おだやかな立ち居振ふる舞まいだった。

　というか、屋台の周囲にもとりたてて変化は見られない。以前であれば、森辺の民の格好をした野盗が現れた、というだけで一斉に懐かい疑ぎの視線を突きつけられていたところだと思うのだが――これは、以前よりも森辺の民の心象はよくなっている、と前向きにとらえてもいいことなのだろうか。

「アスタ、無事で何よりです。野盗の子供、どうなりましたか？」

　サンジュラにとっては、昨晩の騒ぎよりもそちらのほうが懸念の種であるらしい。

「彼はあれ以来、姿を現そうとしませんね。今は手傷の回復に専念しているのかもしれません」

　昨日も今日も、警護役のルド＝ルウたちがおかしな視線や気配を感じることはなかった。ほっとする反面、とにかく言葉を交わさねば事態は進展しないので、もどかしい気持もつのってしまう。

　それに――もしも彼がドーラの親父さんを襲った真犯人だとしたら、俺はどのような気分に陥ってしまうだろう。無法な出来事により森辺の民を憎ぞう悪おすることになった人間が、無法な手段でその報復を行う。そんな負の連鎖は早々に断ち切ってしまわねば、悲劇的な未来しか得ることはできないと思う。

　そのような不安感が俺の顔に出てしまったのか、サンジュラはちょっと悲しげに眉まゆを下げてしまった。

「あのとき、私、余計な真似をしてしまいましたか？　左腕であったため、手加減ができなかったのです」

　俺は慌あわてて手を振ることになった。

「サンジュラには何も非はありませんよ。そんな、お気になさらないでください！　……でも、右みぎ腕うでのお加減はまだ悪いのですか？　ずいぶん深く傷つけてしまったのですね」

「はい。働けないので、銅貨、少し心配です」

　気を取り直したように、サンジュラが微笑む。

　シム人そのままの風ふう貌ぼうをしているために、ちょっと表情を動かすだけでその内の感情がダイレクトに伝わってくる気がする。それは、ディアルに劣おとらぬ安らぎをもたらしてくれる笑顔だった。

「それは大変ですね。ちなみにサンジュラは何を生業にされているのですか？　商人という感じではないですよね」

「何でもやります。でも、難しいことを考えるより、力を使うほうが得意なので、石引きや荷運び、建築屋の手伝いなどが主ですね」

「なるほど。町から町へと渡り歩きながら、そういう仕事で稼ぎを得ているわけですか」

　シュミラルは、旅こそが人生だと述べていた。シムの中でも草原に生まれた民は、流浪の民なのだ、と。たとえ西方神の子であっても、サンジュラにもそういう血が流れているのかもしれない。

「それじゃあ、昼間は何をされているんですか？　……あ、ぶしつけであったらすみません」

「昼間は、町の見物がてら、仕事を探しています。腕、治ったら、すぐに働けるようにです。ジェノス、あまり来ないので、いろいろ新しん鮮せんで楽しいです」

　左手で『ミャームー焼き』を食しながら、何かを思い出したようにサンジュラは首をひねる。

「そういえば、森辺の集落、みだりに足を踏ふみ入れるべからず、聞きました。森辺の集落、出入りを禁じられているのですか？」

「いえ、そういうわけではないのですが、森辺の集落にはジェノスの法だけではなく森辺の掟おきてというものが存在しまして、その内容をきっちりわきまえていないと不幸な事件が起きかねないのですよね。だから、町の人たちにはそういう警告が与えられているんだと思います」

「そうですか。ならば、私もその掟を学び、森辺の集落を訪おとずれてみたいです」

　何の邪気もなさそうな様子で、サンジュラはそう言った。

　たちまち、アイ＝ファが穏やかならざる目つきで割り込んでくる。

「サンジュラとかいったな。明確な用事もなく森辺の集落に足を踏み入れても、何の利も益もないだろう。お前は何のために集落を訪れたいなどと抜ぬかすのだ？」

「理由、特にありません。異郷の人々の営み、見るのが好きなのです。森辺の民、凶きよう悪あくなギバを狩かる凶悪な一族、聞いていましたが、ギバの肉はとても美味おいしく、森辺の民はみな魅力的です。……私、森辺の民、興味がわきました」

　アイ＝ファもただやたらと腕が立ちそうだという理由だけでこのサンジュラを警けい戒かいしているに過ぎないので、こうもあけすけな笑顔をぶつけられると、何も言い返せなくなってしまうようだった。

　仏頂面のアイ＝ファに「まずは森辺の掟を学びます」と、さらなる微び笑しようを投げかけてから、サンジュラは去っていった。

　アイ＝ファは頭をかきながら、八つ当たりのように俺をにらみつけてくる。

「どこからどこまでも奇き妙みような男だ。どうしてお前の周囲には奇妙な人間ばかりが集うのであろうな、アスタよ」

「うん？　別に奇妙な人間ばかりが集ってるわけじゃないだろ。大勢の人たちがいる中で、個性的な人たちが目立っているだけさ」

「しかし、お前はその中で奇妙な人間たちばかりと深く縁を結んでいるように見えるが」

「それもそんな風に見えるだけさ。……第一、それじゃあアイ＝ファ自身が奇妙な人間の筆頭ってことにならないか？　俺なんかと真っ先に出会って親交を結んじまった人間なんだから」

　冗じよう談だんめかしてそう応じると、アイ＝ファはいっそう難しい顔になってしまった。

「奇妙と言われてそれを否定することなど、私にはできそうにない。森辺の集落において、私ほど奇異の目で見られていた人間はいないのだろうからな」

「そうか。だったら俺も、奇妙な人間を引きつける特性があると認めて、それを誇りに思うことにしようかな」

　屋台の陰かげで、アイ＝ファが足を蹴ってきた。

　そこに、森辺の民がぞろぞろとやってくる。リィ＝スドラと、ルティムおよびレイ家の若き狩人たちだ。

「お待たせしました。仕事を代わります、アスタ」

「はい、ご苦労さまです。……あの、町のほうは大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

　すでにリィ＝スドラたちにもドンダ＝ルウ経由で事情は伝わっているのだろう。リィ＝スドラは「はい」と静かにうなずき返してきた。

「ほんの少し普段よりもざわめいている感じはありましたが、以前ほどの緊張は見られなかったと思います」

　彼女たちとバトンタッチして屋台を離はなれると、その言葉が正しかったことを実感することができた。

　確かに、普段よりは少しだけざわついている。不安げな目で見られたり、ハッと振り返られたりすることも多いようには感じられる。それでも、あからさまな恐きよう怖ふや怒りの目を向けられることだけはなかった。

　このタイミングで森辺の民が騒ぎを起こすのは、やはりいささかならず不自然なのではないか――と思ってくれているのだろうか。それとも、たとえ森辺の民が犯人であったとしても、この宿場町で商売をしている連中は無関係なのだろう、とでも思ってくれているのだろうか。

　何にせよ、俺たちはこれといった危機感や異常を感じることなく《玄げん翁おう亭てい》に向かうことができた。

　人通りの多い石の街かい道どうから、脇わき道みちに入って、あまり人気のない住宅区域に足を踏み入れる。が、今日もジーダは姿を現さない。やはり、サンジュラから受けた手傷が回復するまでは、姿を現さないつもりなのかもしれない。

（まずはそっちを解決できれば、気分的にはずいぶん楽になれるのになあ）

　そうして《玄翁亭》に到とう着ちやくしてからは、ちょっともめることになった。誰だれが厨ちゆう房ぼうに入るべきか、アイ＝ファとルド＝ルウの間でまた意見が割れてしまったのだ。

　そういえば、ザッツ＝スンらの騒ぎのときでも、この二人はもめていた。宿屋の正面口に立つのは、もっとも町の人々を刺し激げきしないであろうと思われる女衆のアイ＝ファが相応ふさわしい、というのがルド＝ルウの持論であるのだ。

　しかし、この《玄翁亭》は人通りの少ない区画にあり、客の出入りもほとんど見受けられない。だからアイ＝ファは自分が外に立つ必要はあるまいと主張する。それに対して、昨日も厨房まで同行する役目をシン＝ルウに譲ることになったルド＝ルウがムキになって反論する、という構図であった。

　なんとなくルド＝ルウは、店の外を見張る役目のほうが重要である、と考えているようだった。よって、普段は自分がその役目を負うが、手練のアイ＝ファがいるときぐらいは厨房に入りたい、と思っているようだ。

「だいたい、お前だって女衆のように可愛かわいらしい面おも立だちをしているではないか！」

「それを言うなら、アイ＝ファなんてすっげー美人じゃん！」

　言葉だけ聞いていると微笑ましいが、本人たちはいたって真剣である。

　それに、どちらとも自分の容姿を取り沙汰されることが嫌きらいであるらしく、険悪の度合いも増すばかりだ。

「あのさあ、それなら《玄翁亭》ではアイ＝ファが、《南の大樹亭てい》ではルド＝ルウが厨房に入ることにしたらいいんじゃないか？　それなら公平だろう？」

　俺の意見で、争いは収束した。

　アイ＝ファは目に見えて上機き嫌げんになり、ルド＝ルウはぶちぶちとぼやきながら残り二名の狩人に指示を送る。言っては悪いが、こういう子供っぽいところが魅力的な両名であった。

　そんなわけで、ようよう《玄翁亭》に入店を果たすと、受付台に座すわっていた主人のネイルが「ようこそ、アスタ」と立ち上がった。

　が、普段のように俺たちを厨房に招こうとはせず、あらぬ方向を手で指し示してくる。

「アスタ、あちらでお客様がお待ちしています」

「お客様？　俺にですか？」

「はい。トゥランのミケルという方です。そう言えばわかるはずだとお客様は仰おつしやっておられたのですが」

　トゥランのミケル。

　ついに来たかと、俺は緊張する。

　それはシュミラルが捜しだしてくれた、「サイクレウスの罪を知る人間」だ。占星師によると、その人物との出会いによって森辺の民はいっそうの力を得る、とのことだった。

　その言葉が何を意味するのか、俗人にして凡人たる俺にはさっぱりわからない。だけど、シュミラルとその同胞が述べた言葉を軽んじるつもりはなかった。

「こちらです」

　と、ネイルが手で指していた方向に歩き始める。今まで足を踏み入れたことはなかったが、そちらがこの宿の食堂であったのだ。

　そこで待ち受けていた人物を目にして、俺はいささかならず驚かされることになった。

「お客様。森辺の民、ファの家のアスタがご到着されましたよ」

「ん……？」と、うるさそうにその人物が顔をあげる。

　しわ深い顔をした、初老の男性だ。

　布の胴どう衣いに、筒つつ型の脚きやく衣い、いくぶん薄汚れてはいるものの、身なりにおかしいところはない。

　しかし――その人物は果実酒の土ど瓶びんを片手にぶら下げたまま、木の椅子にもたれて眠ねむりこけていた様子だった。

「お前さんが、ギバの肉なんぞで料理をこしらえているという酔狂な料理人か……何だ、小便臭い餓鬼じゃあねえか」

　黄おう褐かつ色しよくの顔は真っ赤に染まり、舌もあまり回っていない。

　その人物は、このような日中から完全に酩酊し果てていたのだった。




２




　トゥランというのは、サイクレウスが治めるジェノス北方の領土である。

　そこには南方の農園よりも重要な果樹園が広がっており、木製の塀でギバからも守られ、なおかつ奴隷に働かせて収益をあげている、と俺おれは聞かされていた。

　だからまあ、こいつは完全な先入観念で、そこには宿場町や農園よりも気取った人間が住まい、過酷な労働は奴隷にまかせ、悠々自適の暮らしを満まん喫きつしているのではないか、などと妄想してしまっていたのだ。

　が、このミケルなる人物は、宿場町の人々よりも薄うす汚よごれた格好に身を包つつみ、しかも昼から酩酊していた。

　そこまで貧相な身なりではない。ただ胴衣も脚衣も妙に黒ずんでいて、おまけにやたらと焦げ臭い匂においがこびりついてしまっている。何か火を使う仕事でも生業にしているのだろうか。

　年齢は、五十路の手前ぐらいだろう。西の民にしてはがっしりとした体格であるが、顔や腕うでなどは妙に骨ばっている。骨格は頑強で、肉づきは薄い、というちょっとアンバランスな印象だ。

　ぼさぼさの頭は白しら髪がまじりで、瞳の色は濃こい茶色、肌の色はよく日に焼けた黄褐色。なかなか彫りの深い顔立ちをしており、老木に刻まれた彫刻のような風情である。

　しかしその顔は酒気に染まり、目も血走ってしまっている。半ば木の卓に突っ伏したまま、左手に果実酒の土瓶をぶら下げた体勢で俺たちをにらみつけてくるその姿は、自じ堕だ落らくという言葉を具現化したかのような様相だった。

「ふん……こいつはとんだ無む駄だ足あしだったな」

　しゃがれた声で言い捨てて、そのミケルなる人物は果実酒をあおった。

「まあ何にせよ、俺に言えるのは一つだけだ。サイクレウスなんぞには近づくな。貴族に逆らえば破滅する他ない。……それじゃあな」

　それだけ言って、ゆらりと立ち上がる。

「あ、待ってください」と、俺は慌てて押おしとどめた。

「あなたはシュミラルの導きで俺なんかに会いに来てくれたのですよね？　それは大変ありがたく思っていますが、これでは何が何やらわかりません」

「わかる必要などない。これであのシム人への義理は果たせた。……そこをどけ、小僧」

　立ち上がると、彼は俺より大おお柄がらであることが知れた。しかし、深酒で足もとはふらふらである。ちょんとつつけばそのまま倒たおれてしまいそうだ。

　それでもアイ＝ファは用心深く小刀の柄に手をかけたまま、じっとミケルの様子をうかがっていた。

「……どっちみち、貴様のような小僧がサイクレウスの目にとまることはない。ギバ料理だかギーズ料理だか知らんが、これまで通りに好きなだけ銅貨を稼ぐがいいさ」

「いや、俺は料理人の立場でそのサイクレウスという人物ともめているわけではないんです。……あの、シュミラルからはどのように話を聞いているのですか？」

　トゥランのミケルは、卓についた右手で体重を支えつつ、酔よいで濁った目を俺に向けてくる。

「宿場町でギバの料理を売っている若造が、サイクレウスともめているのかもしれん、と聞いた。そのために、知恵を貸してほしいのだ、とな。……だから、俺に言えることは言ってやっただろう。サイクレウスなんぞには近づくな」

「こちらもできれば近づきたくはないのですが――森辺の民に関しては何も聞いていないのですか？」

「ギバの料理なんぞを売りに出だしているんだから、そいつは森辺の民に決まっているだろう。まあその見てくれからすると生まれは西か東であるようだが、そんなことは俺には関係ない」

　そう言って、ミケルはアイ＝ファとヴィナ＝ルウの姿を興味なさげに見比べた。

「……しかし、仕事の場に女連れとは恐れ入った。まったく大した料理人だよ。その調子でせいぜい楽しく仕事に励はげむことだ」

「彼女は俺の調理助手で、こちらの彼女は護衛役です。仕事は楽しいですけど、何もおろそかにしているつもりはありませんよ」

　思わずむっとして言い返してしまったが、ミケルは「知ったことか」と酒をあおるばかりだった。

　俺はむくむくと膨らみそうになる反抗心を抑おさえつけて、なるべく平坦な声で述べてみせた。

「えーとですね、俺はあなたがサイクレウスの犯おかしてきた罪について知っているから、その話を聞くのが森辺の民の力になる、とシュミラルから聞いているのです。よろしければ、もう少し詳しくお話をうかがうことはできませんでしょうか？」

「酔狂な小僧だな。聞いても不ふ愉ゆ快かいになるばかりだぞ？」

　とげのある声で言いながら、それでもミケルは椅子にどしんと腰こしを下ろしてくれた。

　その姿を見届けて、ネイルが俺に小声で呼びかけてくる。

「それでは、わたしはあちらでお待ちしております。お話が終わったら、今日の仕事をお願いいたします」

「あ、すいません。できるだけ早く切り上げますので」

　俺はネイルに頭を下げてから、ミケルの前に腰を落ち着けた。

　すかさずアイ＝ファが、そのすぐ隣となりに立ちはだかる。

「……サイクレウスという男は、馬鹿がつくほどの食道楽なんだ」

　土瓶を片手に、ミケルは語り始めた。

「何人もの料理人を抱かかえ込んで、やたらと値の張る料理店を出させたり、自分の館で料理を作らせたり……それどころか、ジェノス城の料理番さえもがサイクレウスの息がかかった人間であるらしい。美味い食事を食べたいというのは誰でも持っている欲求なんだろうが、あいつのそれは、もはや病気の域だな」

「はあ。サイクレウスという御ご仁じんは、そこまで美食に血道を上げておられるのですか」

「そんなことも知らなかったのか？　……だから城下町の料理人は、たいていのやつがサイクレウスに認められるために腕を磨いている。やつの目にとまれば出世も思いのままなんだから、当然だ。そう考えない人間は、遅かれ早かれ身を滅ぼすことになる」

「身を滅ぼす……」

「腕のない料理人は店をたたむ他なくなるし、腕があればサイクレウスに召し抱えられる。腕があった上で、サイクレウスの手て駒ごまとなることを拒絶すれば――ジェノスを追放されるか、あるいは腕の筋でも絶たれて、料理人としては生きていけなくなるだろうな」

「何ですかそれは。城下町でそんな無法が許されるんですか？」

　熱い塊かたまりが、腹の底でぐらりと煮にえ立つ。

　ミケルは面白くもなさそうに口もとをねじ曲げた。

「サイクレウスは、ジェノスの領主マルスタインに次ぐ力を持つ貴族様だ。この二十年ばかりで、その力と地位は不動のものとなった。それは貴様たち森辺の民の尽じん力りよくあってのことなんじゃないのか？」

「え？」

「十年前の、バナームの使節団が全滅させられた事件――それに、護民兵団の団長が殺された事件、それは貴様たち森辺の民がサイクレウスの手足となって、邪じや魔ま者を排除してやったんだろう？」

　もちろん俺は、心から驚愕することになった。

「どうしてあなたが、そのような話を知っているのですか？」

「サイクレウスを護衛する兵士どもが、酒場で口をすべらせていたんだよ。酒が入れば、人の口はゆるむものだからな」

　それは、族長たちがサイクレウスと会談したときに同行していた兵士たちなのだろうか。

　すべての兵士がサイクレウスに絶対の忠誠を誓ちかっているわけではない、というのは――まあ、俺たちにとって幸いなことなのかもしれない。ミケルの言葉に驚おどろかされはしたものの、その忌まわしい事件についてはジェノスの民の全員が正しい知識を得るべきだと思えた。

「だから、サイクレウスの罪を裁こうとする人間など、ジェノスには存在しない。他の貴族どもに牙きばを向ければその限りではないんだろうが、料理人なんぞを一人や二人始末したところで、そんなものは貴族様にとって取るに足らない話だろうからな」

「ひどい話ですね。聞いているだけで胸が悪くなりそうです」

「ふん。それでも今じゃあサイクレウスに逆らう料理人なんざ、石の塀の中には一人だって存在しないだろうさ。黙って言うことを聞いていれば、出世も思いのままなんだからな。……サイクレウスにあてがわれた道具と食材を使って、やつのお気に召すような料理を作ればいい。それだけで安楽な生活が手に入るんだ。逆らうやつが、間抜けなだけさ」

「だったら俺も間抜けの部類ですね。そんな御仁のために料理の腕をふるう気にはなれません」

「……ギバの料理なんぞでサイクレウスの心を射止めることはできないから、安心するがいいさ」

　と、ミケルは小馬ば鹿かにしきった様子でまた果実酒に口をつける。

　が、どうやらすでに土瓶の中身は飲み干してしまったらしく、鼻を鳴らしてそいつを卓に置いた。

「宿場町でどれほどの銅貨を稼ごうと、貴族にとっては取るに足らん額だ。ましてや貴様みたいな小僧の料理など、鼻にひっかけられもしないだろう。だから安心して、これまで通り仕事に励めばいいと言っているんだよ、俺は」

「……どうして食べもせずにアスタの料理を誹謗するのだ、あなたは？」

　と、ふいにアイ＝ファが口をはさんでくる。

「西の民がギバや森辺の民を忌き避ひしているのはわかっている。しかし、いちいちアスタの腕うで前まえを誹謗するのはやめていただきたい。……はっきり言って、不愉快だ」

「誹謗なんざしていないよ。ただ、こんな小僧がサイクレウスの目にとまることはないと安心させてやっているだけだ」

　森辺の狩人たるアイ＝ファを恐れる様子もなく、ミケルはそう言った。

「ギバの肉と安物の野菜で作られた料理なんぞに、サイクレウスが食指を動かすことはない。まあ、どんな食材でも一丁前の腕があれば美味い料理をこしらえることもできるだろうが、それがこのような小僧ではな」

「やっぱり誹謗しているではないか」

　無表情のまま、アイ＝ファが苛立たしげに両目を燃やす。

「いいよ、アイ＝ファ。俺たちが心配しているのは、もっと別の話なんだから。……それであなたのお話はおしまいですか、トゥランのミケル？」

「ああ。これ以上、何を話せというつもりだ？」

「そうですか。いえ、ありがとうございました。わざわざご足労いただいて感謝しています」

　やはり、驚愕の新事実などが浮上することはなかった。

　そもそもこのトゥランのミケルという人物は、森辺の民に何の興味もなさそうなご様子だ。これでは、俺たちにとって有用な情報を携えている道理もないだろう。

　唯ゆい一いつ特筆すべきは、トゥランの酒場とやらでは森辺の民のみならずサイクレウスの悪評までもが囁ささやかれているらしい、ということぐらいであったが、しかし、証のない悪評など何の意味もなかった。意味があるなら、カミュア＝ヨシュだって情報戦を仕掛けるぐらいのことはしてのけるはずだ。

（まあ、シュミラルは森辺の民の内情を知らないまま動いてくれていたんだもんな。それならこれが当然の結果か）

　ただ、それなら占星師の予言は何だったのだろう。

　この人物との出会いによって、森辺の民はさらなる力を得ることができる――という、あの言葉は。

（この人物の持つ情報じゃなく、この出会いをきっかけに、何か森辺の民の利になる運命がもたらされるってことなのかな）

　だけどそれも詮索しようのない事柄であるし、星占いの結果を重んじてもしかたがない。俺はもう一度「ありがとうございました」と礼を述べて、立ち上がろうとした。

　すると、ミケルから不ふ穏おんな視線と言葉をぶつけられてきた。

「しょせん宿場町の料理人なんてこんなもんか。自分の腕前を馬鹿にされて、文句の一つも言えないのか、貴様は？」

「はい？　……ええまあ、俺は貴族様のために料理をこしらえているわけではありませんので。宿場町のお客さんに喜んでいただければ、それで十分です」

「だったら、俺を喜ばせることはできるのか？　俺はしがない炭焼小屋の親父おやじだぞ？」

　挑発的に言いながら、ミケルは左の指先を俺に突つきつけてきた。

　確かにその衣服と同様に、黒ずんだ指先だ。爪の間にまで炭の汚れが食い込んでしまっている。この煤けた異臭は、どうやら炭の匂いであったらしい。

「炭焼小屋ですか。このジェノスにも炭というものが存在するんですね。宿場町では、いっこうに見かけませんでした」

「宿場町や農園の人間が、わざわざ銅貨を出して炭など買うものか。……それより、どうなんだ？　俺を満足させられるような料理を貴様に作れるのか、小僧？」

「……ギバの肉はクセが強いんです。人によってはそのクセの強さを嫌がりますから、何とも言えませんね」

　このような酔漢の挑発に乗っても、詮無きことである。それに、シュミラルが導いてくれた相手であるのだから、ことを荒立てたくもない。だから俺は分別をもってそのように応対したのだが、鼻で笑われてしまった。

「ずいぶんお粗末な志だな。あのシム人はたいそう貴様のことを持ち上げていたが、志のない料理人の料理などたかが知れている」

「おい、あまりに口が過ぎるのではないか？」

　と、アイ＝ファがいっそう両目を燃やしながら、木の卓に右手をついた。

「やめとけよ、アイ＝ファ。……あのですね、志の有り様なんて人それぞれでしょう？　どこの誰が食べても満足できるような料理を作れるかと問われて、はい作れますと無責任に応じることが志の高さに通じるのでしょうか？　俺には、そのようには思えないというだけです」

「ふん、鍋なべをふるうより舌を回すほうが得意ということか」

「そこまで弁舌が巧みとは思っていません。俺の料理にご興味がありましたら、この《玄翁亭》でもお出ししていますし、屋台の料理もありますよ。よかったらお立ち寄りください」

　それで俺は、今度こそこのやりとりを切り上げようとした。

　しかし、お相手のほうは矛先を収めてはくれなかった。

「だったら、今ここで料理を出してみろ！　満足がいったら、貴様を一人前の料理人と認めてやる」

　俺自身、自分はまだまだ半人前と思っているのですが――などという言葉を吐いたら、いっそうややこしいことになってしまいそうだった。

「わかりました。少々お待ちいただけたら料理をお出ししますよ。銅貨は宿屋のご主人にお願いいたします」

「ふん、いちいち癇に触る小僧だ。……おい！　果実酒をもう一本よこせ！」

　悠揚迫せまらず、ネイルが果実酒の土瓶を携えて食堂に入ってきた。

（何だかおかしなことになっちまったなあ）

　何となく、ディアルとの出会いを彷彿とさせるような展開であった。

　ともあれ、いい加減に仕事を始めなければ、のちのちに響ひびいてしまう。ミラノ＝マスとその娘むすめさんが俺から調理を学ぶことを了承してくれたので、この後は《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》にも出向く手はずになっていたのだ。

　しかし、本日の献こん立だては『チット鍋』である。『チット鍋』は、俺たちが退出したのちも三、四十分ばかりはネイルに煮込みの作業を引ひき継ついで、それでようやく完成となる。それではあまりに時間がかかりすぎてしまうので、予備の肉で『ギバのソテー・アラビアータ風』を一食分だけ作らせてもらうことにした。

「すみません。何だか面倒なお客さんを招き入れてしまって」

　肉を炒めながらネイルにわびると、「かまいません」という穏やかな言葉が返ってきた。

「銅貨をいただけばお客様です。普段の三十食分とは別にアスタの料理を一食分お出しできるのですから、それはわたしの利益となります」

　そのように言ってから、ネイルは「ですが」と少し心配そうな目つきをする。

「サイクレウスといえば、トゥラン伯はく爵しやく家の当主の名前ではありませんでしたか？　そのような貴族とおかしな関かかわりを持ってしまうのは危険なように感じられてしまいます」

「ああ、はい……俺もできるだけ関わりは持ちたくないと考えているのですが、何かと森辺の民たみとは縁のある相手なんです」

　しかしそれでも、俺の料理がサイクレウスの口に入る可能性は皆無に等しいだろう。貴族が宿場町に下りることはまずありえないらしいし、通行証を持たぬ俺が城下町に足を踏み入れることも不可能であるのだ。

　それでもあちらが俺の料理に興味を持ってしまったら、貴族の特権でどのようにでも立ち振る舞えるのだろうが、今のところはそのような気配もない。森辺の民を人間扱あつかいしていない、というカミュア＝ヨシュの言葉が真実であるならば、サイクレウスがギバの料理に興味を持つこともありえないはずである。

　そんなことを考えている内に、『ギバのソテー・アラビアータ風』は完成した。

「俺も同行させていただきますね。何か文句でもつけられてしまうと申し訳ないので」

「はい。それではお願いいたします」

『チット鍋』の火の番はヴィナ＝ルウに託たくし、木皿を掲げたネイルと俺とアイ＝ファの三人で食堂に向かう。

「ふん、ずいぶん早かったな」

　二本目の果実酒をぐびぐびとあおりつつ、ミケルは荒んだ眼まな差ざしを向けてきた。

「こちらがアスタに作っていただいた当店の料理となります。フワノ抜きでしたら赤銅貨三枚と割り銭を半分、フワノをおつけするならば赤銅貨五枚となります」

「こんな日も高い内からフワノまで食えるか。果実酒があればそれで十分だ」

　酒臭い息を吐はきながら、卓の上に銅貨を放り出す。

　ネイルは木皿を置いてから、三枚の赤銅貨と半分に割られた割り銭を丁てい寧ねいにすくい取った。

「ふん――」と、ミケルは無造作に木き匙さじをひっつかむ。

　木皿の上では、赤トウガラシのごときチットとトマトのごときタラパの赤いソースをまぶされたギバのロース肉が湯気をたてていた。

　西の民でもこのチットの辛さを好む人間は多いと聞くが、このミケルはどうだろう。とりあえず、嗅いでいるだけで唾液の出てきそうな芳ほう香こうに物怖じする様子はない。

　酔いが回っているのか、少したどたどしい手つきで肉の切り身をすくいあげ、ミケルはそれを口の中に放り込んだ。

　その目が一いつ瞬しゆん、雷のような光を閃かせたような気がした。

　入念に肉を噛み、果実酒で呑のみ下す。それからミケルは、ものすごい目つきで俺をにらみつけてきた。

「……このタラパには、刻んだアリアを混ぜ込んでいるな？」

「はい。それでタラパの酸味を抑えています」

「この風味は、果実酒とミャームーか。……それに、タウ油も使っているな」

「はい。ほんの隠し味ていどですが」

　チットの辛みがきいたこの料理でよくもそこまで見抜けるものだと、俺は内心で舌を巻くことになった。どうやらこれは、なかなかに鋭するどい味覚を持つ御仁であるらしい。たぶん、この世界で出会った人々の中では、一番鋭敏な味覚を、だ。

「ギバの肉というのはずいぶん上等な肉なんだな。キミュスやカロンの足だったら、きっとこの強きよう烈れつな味付けに負けてしまっていただろう。……おい、小僧」

「はい」

「貴様は、サイクレウスに近づくな」

「え？」

　次の瞬しゆん間かん、ぎょっとするようなことが起きた。

　ミケルのごつい指先が思わぬ速度で俺の胸むなもとにのびてきて――そして、それを上回る素早さで、アイ＝ファがミケルの手首をわしづかみにしたのである。

「無礼な真似まねはひかえてもらおうか、ミケルとやら」

「痛えな、おい。俺のか細い腕が折れちまうだろうが？」

　アイ＝ファは無造作にミケルの手首を放り捨てた。

「ちっ」と舌打ちしてから、ミケルは解放された左手で卓を強めに叩く。

「貴様は、駄だ目めだ。平へい穏おん無事に生きていきたかったら、絶対にあんな性しよう根ねの腐った貴族なんぞに腕前を見せつけるんじゃない。……まあ、いいように使い潰されてでも銀貨が欲ほしいってんなら、話は別だがな」

「……それが賞賛の言葉であるのでしたら、御お礼れいを述べさせていただきます」

「何が賞賛だ。あの妙に口の回るシム人の図々しさに免じて、忠告してやってるだけだろうが？」

　ミケルの目は、不穏に燃えていた。ぐらぐらと煮え立つギバ肉のスープみたいに、激情が噴きこぼれてしまっている。

「より多くの稼かせぎを得ることが料理人としての誇ほこりだと思っているやつは、いくらでもいる。貴様がそういう人間なら、何も言うことはない。……ただし、そうでないなら絶対にサイクレウスには近づくな。自尊心を銀貨で売り渡わたすことができなければ、その後に待つのは身の破滅だけだ」

「腕の筋を断たれて料理人としての道を閉ざされる、ですか。確かにそんな目にあうのはまっぴらですね」

「そうだろう。それで生き永らえたって、そんなものは死んでいるのと同じことだ」

　底ごもる声で言いながら、ミケルは卓の下に下ろしていた右腕もゆっくりと目の高さに持ち上げてきた。

　その黒ずんだ手の平が、俺の鼻先に突きつけられる。

　骨ばった、意外に指の長い手だ。
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　その指が――小指と薬指だけ、奇妙な感じにかくかくと動いた。

「俺の右手は、もうこの二本の指しか動かせない。こんな腕では、調理刀を握ることも鍋をつかむこともできやしないんだよ」

　俺は愕然と息を呑む。

　ミケルは、無念に燃える目をぐいっと俺に近づけて、言った。

「こんな身体になりたくなかったら、絶対にサイクレウスには近づくな。いっそのこと、ジェノスなんかから出ていっちまえ。……ここはまともな料理人の住むべき町ではないんだ」




３




《玄翁亭》と《南の大樹亭》における仕事を終えたら、その後は《キミュスの尻尾亭》でミラノ＝マスとその娘さんに料理の手ほどきをする約束になっていた。

　屋台の営業終しゆう了りようまでは、あと一時間弱である。トゥランのミケルと言葉を交かわしていたために多少の時間は削られてしまったが、小手調べとしては十分だろう。最初の数日間は、まず俺自身がカロンやキミュスの肉になれ親しむ、という期間になるはずだ。

　ミケルとの会話によってまたさまざまな思いを抱え込むことになってしまったものの、まずは仕事に集中である。雑念にとらわれて仕事をおろそかにしてしまったら、アイ＝ファに怒鳴りつけられてしまうに違ちがいない――などと考えつつ、かたわらを歩く家長の姿をこっそり盗み見てみると、何やらアイ＝ファのほうこそが暗い面おも持もちになってしまっていた。

「……おい、どうかしたのか、アイ＝ファ？」

　石の街道を歩みながら小声で呼びかけてみると、アイ＝ファはちろりと頼たよりなげな視線をくれてきた。本当に、いつになく弱々しい表情である。

「べつだん、どうもしない。ただあのミケルという男の話を聞いて、少し気持ちを乱されてしまっただけだ」

「え、どうしてまた？　俺が腕の筋を切られるんじゃないかとか心配してるのか？」

「そのような真似は、絶っ対にさせん。不ふ吉きつな言葉を軽々しく発するな、うつけ者め」

「それじゃあ何だよ？　……あ、まさか、俺がミケルの忠告に従ってジェノスから出ていくとか、そんな心配をしてるわけじゃないだろうな？」

　その言葉にも、アイ＝ファはぷるぷると首を振った。

　何だか子供っぽい仕草だ。

「お前が森辺の民を見捨ててジェノスを出ていくわけがない。そのようなことに思い悩むのは、お前の誇りや覚かく悟ごを踏みにじるのと同じ行為であろう」

「ああ、その通りだよ。そうじゃないなら、安心したよ」

「……ただ、ほんの少しだけ不安になってしまったのだ。今の生活に、お前を繋ぎとめておけるほどの魅み力りよくがあるのだろうか、とな」

　アイ＝ファの指先が、さりげなく俺のＴシャツの裾をぎゅっとつかんでくる。

　ルド＝ルウやヴィナ＝ルウたちは、何も気づかず俺たちの前方を歩いていた。

「お前はさまざまな人々と縁えんを結んできたが、けっきょく一番長い時間をともにしているのは、この私だ。私とともにあることが、そこまでお前にとっての幸いとなり得るのか――それを思うと、やはり完全には不安を消しきれない」

「いや、だから――」

「わかっている。私が同じような不安を抱いだくたびに、お前はそれを打ち消してきてくれた。お前の真情を疑っているわけではないのだ。……それでもこのように不安な心地ここちになってしまうのは、私自身の弱さなのだろう」

　そう言って、アイ＝ファは力なくうつむいてしまった。

　昨日の晩だって、俺の幸福はアイ＝ファのかたわらにしかないと告げているのに、酔っていたから記き憶おくにないのか、それでも不安を消しきれないだけなのか。何にせよ、不安になってしまったのなら、何度でもそれを覆すしかなかった。

「大丈夫だよ。俺は絶対にアイ＝ファのそばを離れたりはしない。サイクレウスがどんな厄やつ介かいな相手でも、アイ＝ファたちがいれば恐るるに足らず、だろ？」

　言いながら、俺はＴシャツをつかむアイ＝ファの手に自分の手を重ねてみせた。

　もう一度俺の顔をじっと見つめてから、今度は勢いよく首をぶるぶると振ふるアイ＝ファである。

「気弱な面を見せてしまったな。家長として恥はずかしく思う」

「恥ずかしくなんかないよ。俺だって、アイ＝ファの身に危険が迫っていたら、どうしようもないぐらい不安感を煽られると思うし」

　しかし実際のところ、俺の身に具体的な危険が迫っているわけではない。ミケルは、サイクレウスが俺の料理を食べてしまったら、きっと料理人として見初められてしまうだろうから気をつけろ、と言ってくれたに過ぎないのだ。

　何度考えたって、サイクレウスがギバ料理に興味を持つとまでは思えないし、そもそも次期領主たるメルフリードに半ば宣戦布告をされているこの状じよう況きようで、俺などにかまっているゆとりはないだろう。己の保身と美食趣味のどちらが大事なのだ、という話である。

「しかし、お前は城下町で料理人をつとめていたという男にその腕前を認められたのだ。それだけは肝に銘じておくのだぞ、アスタ」

　何とかかんとか家長としての威い厳げんを回復させた面持ちで、アイ＝ファはそう言った。ただし、その手はひかえめに俺のＴシャツを握にぎったままである。

「そいつは確かに名誉な話だけどな。それでもやっぱり、俺とサイクレウスが顔をあわせる機会なんて一生ないんだろうと思いたいね」

　それがどれほど楽天的な台詞せりふだったかもわからぬまま、俺はそのように答えていた。

　たとえサイクレウス自身がそのような事態を望んでいなくとも、悪ふざけの好きな運命神の手にかかれば人の子の運命などどのようにでも転んでしまうのだ――という、俺たちがそんな事実を思い知るのは、もう少し後になってからのことであったのだ。

　ともあれ、本日の仕事はまだ終わっていない。ほどなくして、俺たちは《キミュスの尻尾亭》に到着した。

「けっきょく誰とも出くわさなかったなー。……それじゃあアイ＝ファ、ここでも俺が中についていくからな？」

　ルド＝ルウの言葉に、アイ＝ファは「わかっている」と唇くちびるをとがらせかけた。が、なんとかそれを抑制して、宿屋の入口から少し離れた場所に立つ。

　シン＝ルウと分家の少年は裏口のほうに回り、俺はルド＝ルウとヴィナ＝ルウの三名で扉をくぐった。

「ああ、ようやく来たか」とミラノ＝マスが受付台で立ち上がる。

「お待たせしました」と言いかけて、俺は息を呑むことになった。ミラノ＝マスが、尋じん常じようでない顔つきをしていることに気づいてしまったのだ。

「ど、どうしたんです？　何かあったんですか、ミラノ＝マス？」

「別に何もない。……とは、さすがに言えないな」

　ミラノ＝マスは、必死に怒りをねじふせているような顔つきになってしまっていた。それに、ただ怒おこっているだけではない。その顔はすっかり血の気が引いてしまい、怒ると同時に憔悴し果ててもいた。

「さっき、娘を買い物に出したんだ。そうしたら、町の無頼漢どもに囲まれて――そのまま、かどわかされそうになったらしい」

「ええっ!?　そ、それで娘さんは大丈夫だったんですか？」

「ああ。たまたまうちの宿を利用している客の一人がその場に居合わせてな、すったもんだしている間に衛兵もやってきて、悪党どもは逃げ散ったそうだ」

　それはきっと、客のふりをしてミラノ＝マスたちを警護していた《守護人》の一人なのだろう。カミュア＝ヨシュの采配に心からの感謝を捧げつつ、「そうですか……」と俺は安あん堵どの息をついた。

　しかし、話はまだ終わっていなかった。

「そのときに、悪党どもはこのように言っていたらしい。森辺の民なんぞに肩かた入いれする恥はじ知しらずめ、報むくいを受けるがいい――とな」

「ど、どうして町の無頼漢がそのようなことを!?」

　俺は受付台に手をついてミラノ＝マスに詰つめ寄った。

　ミラノ＝マスは、激情に震ふるえる声で応じてくる。

「いまだに森辺の民を目の敵にしている人間は少なからずいる。大した事情や理由もなく、ただ闇やみ雲くもに蔑んだり怖おそれている連中もな。……ふん、そう考えたら、一応の理由があって森辺の民を恨うらんでいるという赤あか髭ひげの息子むすことやらのほうが、まだしも人間がましいのかもしれんな」

「その連中も、ジーダの仲間だという可能性は――？」

「それはないだろう。仕事にあぶれた傭兵くずれか何かが、森辺の民にかこつけて憂さ晴らしでもしようと思ったんだろうさ」

　そうなのだろうか？

　昨晩は、ドーラの親父さんが森辺の民を偽装した野盗どもに襲おそわれてもいるのだ。偶然と考えるほうが難しいタイミングであるように思える。

　しかし、ドーラの親父さんの件を告げても、ミラノ＝マスは「偶然だろう」と首を振るばかりだった。

「うちの娘は、森辺の民のなりをした連中に襲われたわけじゃない。どちらも森辺の民がらみだが、内容は別物だ」

「でも、どちらにせよ、被ひ害がい者が受ける印象は一いつ緒しよじゃないですか？　森辺の民に関われば不幸な目にあうっていう――」

「そんなことをして誰の得になる？　貴族か？　《赤髭党》の残党か？　今さら宿場町の人間と森辺の民の関係をかき乱したって、何の得にもならないだろうが？」

　それは確かにその通りかもしれない。

　ドーラの親父さんの一件は、森辺の民の存在を貶めようという陰いん謀ぼうか、とも思えたが――ミラノ＝マスの娘さんを襲うことに、どのような意味が見いだせるだろう？

　一つ考えられるのは、屋台の商売を頓挫させるため、だ。とびきり不愉快な想像であるが、ミラノ＝マスとドーラの親父さんの双そう方ほうに愛想を尽かされたら、俺の商売の継けい続ぞくはいささか難しいことになってしまう。

　しかしまた、難しいことにはなっても、完全な挫折までには至らない。野菜売りも、屋台を貸してくれる宿屋も、この宿場町にはいくらでも存在するのである。本当に商売をあきらめさせたかったら、それらのすべてから愛想を尽かされるまでこの嫌がらせを継続する他ない。

　俺の商売を妨害したいなら、もっと効果的な方法がいくらでもあるのではないだろうか？　それともやっぱり、森辺の民には直接手を出し難がたいので、町の人々に魔ま手しゆをのばしている、ということなのだろうか？

「何にせよ、そんな悪党どもは衛兵にまかせておけばいい。あいつらは罪人をとっ捕まえるのが仕事なんだからな。俺たちは俺たちの商売のことだけを考えていればいいんだ」

　言いながら、ミラノ＝マスはくるりと俺に背を向けた。

「それじゃあ、仕事に取りかかるぞ。さすがに娘は気持ちがまいっちまってるから、今日のところは俺だけが相手をさせてもらう」

「いや、ミラノ＝マス、その仕事もしばらくは差し控えたほうがいいんじゃないでしょうか？　もしもこれでまたミラノ＝マスや娘さんが襲われることになってしまったら、俺は申し訳が立ちません」

「何だ、それじゃあ屋台の契けい約やくも他の宿屋に移すのか？　……それとも、宿場町での商売そのものをあきらめるのか？」

　俺に背中を向けたまま、ミラノ＝マスが低く言った。

　そんなに大柄でもないミラノ＝マスの背に、はっきりと怒りの火がゆらめいている。

「それでまたお前さんたちは森辺の集落にひっこんで、町の誰だれとも縁を繋がずにひっそり生きていこうってのか？　お前さんたちは、それで満足なのか？」

「いや、ですが――」

「仮にこれが貴族や野盗どもの悪巧みだとしても、そんなものに潰されてたまるか。ここは商いの町、宿場町なんだ。そんな輩やからに俺の商売の邪魔はさせん」

　そうしてミラノ＝マスは厨ちゆう房ぼうの中に姿を消した。

　その後を追うべきか追わざるべきか、俺が一人で煩悶していると、「行けよ、アスタ」とルド＝ルウに背を押された。

「アイ＝ファも言ってただろ。お前の仕事は美味うまい料理を作ること、宿場町での商売を成功させることだ。他の仕事は俺たちにまかせておけよ」

　ルド＝ルウは、いつものように笑っていた。

　いつものように笑いながら、その双眸に狩人の火を燃やしている。

「あの親父さんの娘も助かったって言ってたじゃん。そいつはあのカミュアっておっさんの仲間が仕事を果たしたってことなんだろ？　お前が商売をあきらめたら、それは他の人間の信頼や誇りを踏ふみにじるってことにもなるんだぜ？」

「――わかったよ」

　ルド＝ルウやカミュア＝ヨシュばかりではない。ドーラの親父さんやミラノ＝マスだって、それは同じことが言えるのだ。たとえ危険な目にあおうとも、自分は自分の道を曲げない。そのような覚悟でもって、彼かれらは俺たちに手を差しのべてくれているのだろう。

　俺が彼らの立場であったら、どのように振る舞まっていただろうか？　今は時勢が悪いから、ちょっと敵の目をくらますために距きよ離りを取ろう、などと考えるだろうか？

　たぶん、考えないと思う。自分が被害を受ける立場であったら、こんなことに屈してたまるかと意地を張り続けるに違いない。

（――ってことは、みんなも俺なみに意地っ張りってことなのかな。それってけっこう末期的だと思うけど）

　そんなことを考えながらも、俺は足を踏み出すことができた。

　厨房では、ミラノ＝マスが腕を組んで待ちかまえていた。

「……今日はお前さんがカロンやキミュスの肉を扱ってみたいという話だったな？　準備はできているぞ」

　親父さんの足もとには、大きな壺つぼが鎮座ましましていた。

　壺というか、瓶なのだろうか。口がぱっくりと開いていて、そこには青みがかった岩塩の粒つぶがぎっしりと詰め込まれているのがうかがえる。

「はい。手ほどきをするには、まず俺自身がキミュスやカロンの肉がどういうものであるかを知らなくてはなりませんので、そこを手始めにしたいと考えています」

「そうか。それじゃあ――よろしくお願いする」

　ミラノ＝マスは筒つつ型の帽子を取って、深々と頭を垂れる。

　俺おれは一つ大きく深呼吸をして胸中の不安や動揺を体外に排出してから、同じ角度だけ頭を下げて「よろしくお願いします」と告げた。

「まず、これがカロンの肉だ」

　ミラノ＝マスが瓶の中に指を突っ込み、赤い肉片を引っ張りだす。

　長さは十五センチ、幅は五センチ、厚さは一センチほどの、肉の切り身だ。ほとんど赤身で、脂肪らしい脂肪は見当たらない。ただ、白いスジが細く網の目状に走っている。焼く前のカロン肉を見たのはこれが初めてであるが、牛肉のように赤みの強い色合いだ。

「うーん、《キミュスの尻尾亭》では、だいたいカロンは煮込み料理で使っているのですよね？　屋台の料理なんかでは、焼いた料理のほうが主流のようですが」

「屋台では皿が使えんからな。固いカロンの肉でも焼いて売るほうが手っ取り早いのだろう」

「カロンの足は、肉質が固めなのですよね。……ちょっと失礼します」

　台に置かれた肉片に、俺はそっと指先を押し当ててみる。

　固いというか、やはりスジが多すぎるようだ。感かん触しよくとしては、牛のモモ肉よりスネ肉や肩肉に似ているようだった。

「ずいぶんスジが多いですね。これはこのように切り分けられた状態で売っているんですか？」

「いや、買ってくるときはもっと大きな塊だ。後で面めん倒どうにならないよう、そいつを薄く切ってから塩に漬つけている」

「そうですか。機会があったら今度はその塊の状態も拝見したいですね。最初の切り分け方でも、ずいぶん変わるかもしれませんので。……まずは木の棒か何かで叩たたいてみましょうか」

「木の棒で叩く？」

　けげんそうに眉まゆをひそめるミラノ＝マスから攪かく拌はん用の図太い棒を借り受け、清潔な布ごしに肉を入念に叩いていく。

「こうして肉の繊せん維いを潰つぶしておくと、固い肉もやわらかくできるんです」

　一センチの厚みが半分ぐらいになるまで叩いていくと、だいぶんやわらかくなってきた。

　しかしまだ随所にしこりが感じられるので、肉切り刀でぶすぶす突いておく。これも必須の作業であろうが、あまりやりすぎると肉がバラバラになってしまいそうだった。

「よし、これで少し焼いてみましょう。……ちなみに、カロンは入念に焼いたほうがいいんでしょうか？」

「いや。新しん鮮せんなカロンは生でも食べられるそうだからな。キミュスほど入念に焼く必要はない。焼きすぎると、余計に固くなるはずだ」

「そうですか」

　とりあえず、一口大の切り身を鉄てつ鍋なべに落とし、赤みが少し残った状態で木皿に引き上げてみた。

　外見上は牛の焼き肉と同一で、香かおりもそれに近い。普ふ通つうに食欲をそそられる仕上がりであると思える。

　しかし、そいつをひと切れ口の中に投じてみると――脂身が少ないせいかパサパサの肉質で、残ったスジが歯の間にはさまってきた。

　肉質は、ギバほど固くはないだろう。が、これではスジが多すぎる。あれだけ叩いてこの有り様では、やっぱり焼き料理にはあまり適していないかもしれない。

　ただし、パサパサでスジだらけでも、強い塩味の向こう側には肉の旨うまみが感じられる。確かにこれは、煮込み料理のほうが本領を発揮できそうな肉質だ。

「うーん……俺も以前に屋台の料理を味見したことがあるんですけど、そいつはものすごく薄うす切ぎりにされていて、そこまで食べにくいことはなかったんですよね。あれはどういう方法で薄切りにしているんでしょう？」

「よくは知らんが、おそらくは焼いてから切っているのではないのかな。生のままではそうそう薄くは切れないはずだ」

「ああ、なるほど」

　故郷の縁日などで見たケバブの屋台が脳裏に浮かぶ。ああやって、焼いた端はしから肉片を削り落としているのだろうか。

　ならばこちらは、生の状態での細切りに挑ちよう戦せんしてみよう。

　カロンの肉をまな板に張りつけるように平たくのばして、肉の繊維と垂直になるように刀を入れていく。なるべく手早く、刀は下からすくい上げるように切り分けていくのだ。

「さすがに見事な手並みだな」と、ミラノ＝マスがうなるような声をあげる。

　試ためしにミラノ＝マスにも自前の刀で実践してもらうと、それでも七、八ミリぐらいの細さに切り分けることは可能なようだった。もともと料理が得意ではなかったとしても、そこは何年も宿屋で調理し続けてきたミラノ＝マスなのである。正直に言って、森辺の過半数の女衆よりも手て際ぎわはいいぐらいであった。

　そうして、最初に取り出だした肉の半分ぐらいが細切りで仕上げられる。もともと五ミリぐらいの厚さに潰しておいた肉なので、ちょっと奇き妙みような紐状の仕上がりである。

「よし、ではこれを果実酒とミャームーの味付けで焼いてみましょう」

　ミャームーはざっくり刻んで肉と一緒に火を通し、最後に果実酒で風味をつける。

　それを木皿に引き上げると、野菜なしのチンジャオロースーのような見み栄ばえであった。

「ああ、普通に焼くよりずいぶん食べやすくなっているな」

　試食をしたミラノ＝マスがびっくりしたように目を見開く。

「それに、果実酒とミャームーを入れるだけで、こんなに味が良くなるとは……はっきり言って、このまま客に出してもかまわないぐらいだ」

「カロンもけっこう肉の味はしっかりしているので、ミャームーは合うみたいですね。アリアやプラやティノなんかと一緒に炒めたら、それなりに格好はつくかもしれません」

　その場の思いつきとしては、なかなかの仕上がりであるかもしれなかった。

　ただし、味付けにはまだまだ改良の余地があるだろう。『ミャームー焼き』のように肉を漬け汁じるに漬けこんでみたり、他の調味料をあわせてみたり――ピコの葉を使用していないせいか、何となく味に締まりがないように感じられてしまう。

（でも、宿場町だとピコの葉も有料なんだもんな。タウ油はナウディスを経由しないと手に入らないし）

　なかなかこれは取り組み甲が斐いのありそうな食材である。

　しかし、時間が迫っていたのでカロンの検証はここまでとさせていただいた。

「それじゃあ、キミュスのほうも試させていただきますね」

　ミラノ＝マスはうなずき、また瓶の中に太い腕うでを突っ込んだ。

　引きずり出されたのは、一転して白みがかった肉だ。薄桃色の、優やさしい色合いである。

「こっちのが胴どう体たいで、こっちのが足の肉だ」

　足は骨つきで、けっこう大振りなニワトリのモモ肉と大差のない外見であった。

　しかし、胴体のほうは――あまり鳥類っぽくない。半身に割った四足獣じゆうの胴体を思わせる形状だ。大きさは小さめのウサギぐらいである。

「部位はこれだけですか？　俺の故郷では、手羽も美味おいしく調理されていたのですが」

「手羽？　羽のことか？　頭は使える部分も少ないので、キミュス屋に置いていくことになっている。あっちは羽う毛もうとして売り物になるのだろう」

「頭？　頭と一緒に手羽も置いてくる、ということですか？」

「キミュスの羽は頭にひっついているんだから当然だろう」

　頭に羽のついている鳥。

　俺の貧困な想像力では、うまくビジュアル化することができなかった。

　まあ、生前のキミュスを想像したところで料理の質が上がるわけでもない。

「キミュスの肉は焼いたりもしているのですよね？」

「ああ。キミュスはカロンほど固くはないからな」

　キミュスの肉は、ササミのように淡白であったと記憶している。扱いやすい代わりに味気ない、というのが正直な感想だ。

　ムネもモモも脂身が少なくて、皮も剥がされてしまっている。これをただ煮にたり焼いたりしても、味気ないのが必然であろう。聞いてみると、キミュスの皮は革細工として加工できるので、皮つきのまま買うのはずいぶん割高になってしまう、とのことだった。

（となると、やっぱり調味料に漬け込む感じかな。鉄串で穴だらけにして水分を吸わせれば、あのパサつき加減も緩和させることはできるはずだ）

　ただ、残された数十分では肉を漬け込む時間は取れない。

　何かこの場でぱっと試せる目新しい調理法はないものか、と思案を巡らせていると――天啓のように、閃いた。

「そうだ！　ミラノ＝マス、ギーゴは余っていませんか？」

「ギーゴ？　ああ、カロンの煮付けで使うやつがまだ余っていたな」

　牛のスネ肉に似たカロンと、ヤマイモのごときギーゴを一緒に煮ているのか。その料理を口にしたことはないが、組み合わせとしてはどうなのだろう。牛スジの煮込み料理と思えば、案外いけるかもしれない。

　ともあれ、今はキミュスである。煮込み料理に関しては、もう少し時間のあるときに検証させていただきたかった。

「ちょっと試してみたいことがあります。もう一度かまどに火を入れていただけますか？」

　俺はキミュスのムネ肉を百グラムていどの目安でミンチにして、それを少量のギーゴのすりおろしと混ぜ込み、小判形のつくねをこしらえてみせた。

　それを熱した鍋に投じると、薄桃色の肉がすみやかに白く変色していく。油がないので焼き面が鉄鍋にへばりついてしまい、ひっくり返す際に注意は必要であったが、それでも何とか崩さずに焼きあげることはできた。

「これはどうでしょうね。ミラノ＝マスも味見をお願いします」

　食感は、それなりのものだった。

　ギーゴのつなぎだけでは粘りが弱く、俺の知るつくねよりも容易たやすくほろほろと崩れてしまう。そして味付けは漬け込んでいた塩のみなので、やっぱりいささかならず味気ない。

　ただ、このさっぱりとした味わいは、なかなか工夫のし甲斐もあるのではないだろうか。

「これはあの、お前さんが屋台で売っているのと同じような料理だな？　このやわらかさは物もの珍めずらしくて、評判を呼ぶかもしれんが――お前さんの料理を食べたことのある人間には物足りなく感じられるだろうな」

「そうですね。でも、味付けを工夫すれば、ハンバーグとはまた違った美味おいしさを出せると思います」

　これまたタウ油が使えれば照り焼きなどで解決できるのだが――使える調味料が岩塩と果実酒、それにミャームーのみでは、ちょっと難しいかもしれない。タラパのソースもベストな組み合わせではないだろうし、なおさら『ギバ・バーガー』との差異も明らかになってしまうだろう。
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　俺はあらためて、ギバ肉のポテンシャルに助けられていたのだなということを痛感させられてしまった。ギバ肉は、塩とピコの葉をまぶして焼くだけで十分に美味であるし、また、強い味付けをしても負けない存在感がある。だからこそ、ここまで調味料の足りていない環かん境きようでも料理らしい料理に仕上げることができていたのだ。

　それに、カロンの足にもキミュスにも、ほとんど脂肪というものがついていない。調理油というものの見当たらないこの宿場町においては、ギバの脂あぶらを有しているというだけで大きくアドバンテージを稼ぐことができるのだろう。

「これはちょっと宿題ですね。俺は露ろ店てんを回ってキミュスの肉に合う香こう草そうを探してみたいと思います」

「香草？」

「はい。味が薄いなら薄いで、香草の繊細な風味とあわせる食べ方も成立すると思うので」

　端的に言うと、大葉に近い風味を持つ香草を発見できれば、このキミュスのつくねも美味しくいただけるイメージがつかめたのだ。それを刻んで肉に練りこめば、煮ても焼いてもいけるかもしれない。

　あるいは、梅に似た果実は存在しないだろうか？　タウ油が使えないのならば、そういった和風仕立てでさっぱりといただくのがベストであるように感じられる。

「あとは、果実酒をもとにしたソースも試してみたいですね。このキミュスの肉にはちょっと甘めの味付けが合うようにも感じられます。……あ、シールの酸っぱい果か汁じゆうとも合うかもしれませんね。実は今、家ではシールの実の使い道を模も索さくしているところなんですよ」

「……ずいぶん楽しそうな顔をしているじゃないか」と、ミラノ＝マスが肩をすくめた。

「そうやって、お前さんは自分の仕事に励はげんでいればいいんだ。そんなに楽しく感じられることを生業にできたことを、お前さんはもっと神に感謝するべきだな」
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　さまざまな宿題を持ち帰ることになりつつ、《キミュスの尻尾亭》でも無事に仕事を終えることができた。

　この調子で二、三日も通えば、それなりの献立を考案することもできるだろう。ギバの料理に対抗し得る献立を開発する、というのも奇妙な話ではあるが、やりがいのある仕事であることに間ま違ちがいはなかった。

（それに、はっきり感じ取ることもできた。やっぱりギバの肉ってのは、キミュスやカロンの足よりは格段に上等な食材なんだ）

　それはつまり、この宿場町で扱われている中では最上級の肉である、ということだ。

　それに、牧場で養殖されているというカロンやキミュスより、ギバの肉は希少である、という面もある。ならば、ギバや森辺の民に対する悪いイメージを払ふつ拭しよくすることさえできれば、ギバ肉の価値を高める道も存在するはずだろう。最終的にはそういった充じゆう足そく感を胸に、俺はギルルの手た綱づなを取ることができた。

「それじゃあ、森辺に帰ろうか」

　屋台での仕事を終えたメンバーと合流し、俺はそのように告げてみせた。

　ドーラの親父おやじさんやミラノ＝マスの娘さんに訪れた不幸や、トゥランのミケルから得たサイクレウスの悪い噂など、気の重くなる話題も盛りだくさんである。それでも俺は、同どう胞ほうたる森辺の民とともに、俺たちのやり方で闘い抜くしかなかった。

「また俺らが先導するからな。あんまり離はなれるんじゃねーぞ？」

　と、ルウルウに乗ったルド＝ルウとシン＝ルウが先を行く。アイ＝ファは御者台のすぐ後ろにへばりつき、分家の少年は荷台の後部に陣取った。

　しかし――最後の最後で、俺たちは異変に見み舞まわれることになった。森辺への道を辿って数分も経たぬ内に、ルド＝ルウが「うわっ！」と声をあげてルウルウを急停止させたのである。

　並足であったのが幸いした。俺は棹立ちになったルウルウに追突することなく、ギルルの手綱を絞しぼることができた。

「下がれ、アスタ！」というアイ＝ファの怒号とともに、俺は後方の荷台へと引きずりこまれる。それに代わって御者台に踊り出たアイ＝ファは、ギルルの手綱を取りながら「どうしたのだ、ルド＝ルウ!?」と、さらに叫んだ。

「足もとに矢を射られた！　上からだ！」

　言いざまに、ルド＝ルウは愛用の鉈を振りかざす。見ると確かに、ルウルウの足先の地面に木製の矢が深々と突きたてられていた。

「誰だ！　出てこい！　姿を見せやがれ、卑怯者め！」

　裂帛の気合をほとばしらせつつ、ルド＝ルウは頭上に目を向ける。

　灌木のてっぺんに近いあたりで、ほんのわずかに枝葉が揺れた。

　そして――「……忌まわしい森辺の民どもめ……」という怨嗟に満ちみちた声が降ふってくる。

「その声は、ジーダと名乗る者だな？　まずは姿を見せよ。……そして、私たちの言葉を聞け」

　鋼の精神力で瞬く間に冷静さを取とり戻もどしたアイ＝ファも、頭上に呼びかける。

　しかし、返事はなかった。

「我らにお前を害する気持ちはないのだ。刀を交えるのは言葉を交えた後でも遅おそくはあるまい」

　沈黙。

「……おい、お前は自分の父親が森辺の大罪人の身代わりで処しよ刑けいされたことを恨みに思ってんのか？　それなら、なおさら俺たちの話を聞いてほしい」

　アイ＝ファに感化されたのか、ルド＝ルウの声からも激情が消えている。

「俺は森辺の新しい族長となったドンダ＝ルウの息子、ルド＝ルウだ。そして、十年前に大罪を犯おかしたのは、その前に森辺の族長筋だったスン家の人間たちだ。森辺の民たみに恨みをぶつけてーなら、まずは俺の親父ドンダ＝ルウと言葉を交わしてみてくれねーか？」

　沈黙。

「俺たちは、スン家がそれほどの罪を犯していたってことに気づけなかった。だからせめてもの償いとして、これからは一人も罪を犯すことなく、正しく生きていくべきだと誓ちかったんだ。スン家だけが悪かったんだと責任逃れをするつもりもない。俺たちに、わびる機会を与あたえてほしいんだよ」

「……そんな貴様らが、どうしてのうのうと宿場町で商売なんかをしているんだ……？」

　くぐもった、激烈な憤怒を必死に抑おさえ込んでいるかのような声が響く。

「……何十人もの商人を殺し、その罪を俺の親父とその仲間たちになすりつけた。そんな貴様たちが、へらへらと笑いながら宿場町で大きな顔をしているのは、何故なぜだ……？」

「だから、俺たちがどういう気持ちでいるのかを知ってほしいって言ってんだよ。その上で森辺の民を許せないっていうんなら――そのときは、刀を交えるしかないかもしれねーけどよ。俺たちも黙って皆殺しにされるつもりはねーからさ」

　ルド＝ルウは、振りかざしていた鉈を下ろし、さらに言った。

「だけど、お前の気持ちを軽んじるつもりもない。納なつ得とくがいくまで新しい族長たちと言葉を交わしてみてくれねーか？」

「……森辺の民は、俺の敵だ……」

　声の遠ざかる気配がした。
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　急襲に失敗して、退散するつもりなのだろう。反射的に、俺は御者台のほうに身を乗り出してしまう。

「待ってくれ！　ここ何日かで俺たちに縁のある町の人たちに災わざわいを与えているのは君なのか？　そうだとしたら、無関係の人々を巻き込むのはやめてほしい！」

　がさりと、茂みが激しく揺れた。

　それは、その内の人物の動揺を表しているようにも感じられた。

「違うんだったら、それでかまわない。というか、そんな言いがかりをつけてしまって申し訳なく思う。だけど俺たちは――」

　ひゅんっと一陣の風が俺の鼻先を通りすぎていった。

　革かわ鞘ざやに包まれたアイ＝ファの刀が、俺の目の前で振り払われたのだ。

　そうと知覚した瞬間、弾かれた矢が地面に落ちた。

「わけのわからないことを言うな……どうして俺がそんな真似をしなくてはならないんだ……？」

　ぎりぎりと歯軋りをする音色が聞こえてきそうなほどの、憤怒に震える声だった。

　恐きよう怖ふと安堵の感情が複雑にからみあいながら、俺の背筋を駆けのぼっていく。

「あらぬ疑いだったら、本当にすまない！　最初にそれだけははっきりさせておきたかったんだ。無関係の人たちを巻き込むのが、俺たちにとっては一番許せないことだったから」

「許せない……俺が今一番許せないのは貴様だ、黒くろ髪かみのギバ喰いめ……」

　再び、空気を裂く音色が響く。

　アイ＝ファがまた刀を一閃させ、今度は真ん中でへし折られた矢が地面に落ちた。

「やめろ！　お前はアスタに憎ぞう悪おを向けているのか!?」

　いったんは冷静になったアイ＝ファの声に、再び激情の響ひびきがみなぎる。

「アスタはこの数ヶか月げつで森辺の民となった新参者だ！　十年前の事件とは何の関かかわりもない！　お前がアスタを憎む理由などどこにもないはずだ！」

「ふざけるな……そいつさえいなければ、貴様たちが町でまで大きな顔をすることはできなかっただろう……森辺の民なんざに力を与える恥知らずめ……」

「森辺の民は、その全員が罪人なわけじゃない！　君はどれぐらい十年前の事件のことをわきまえているんだ？　その犯人たちがもう全員生命を失っているということは知っているのかい？」

　俺の言葉に、がさがさと激しく茂みが揺れ動いた。

「全員……生命を失っただと……？」

「ああそうさ。だから俺たちは、同じ過あやまちを繰くり返かえさないように、すべての真実を暴きたてようと画策しているんだ。実際に手を下した森辺の罪人たちは処断されたとしても、その裏にはそれを命じていた何者かがいるかもしれないんだよ！」

「そんな……そんな戯言で俺を騙そうとしても無む駄だだ……」

「戯言じゃない！　だから俺たちは、君と力を合わせたいとすら考えているんだ！　君だけじゃなく、君の母親とも！」

　長い沈黙の後、またがさりと梢が揺れる。

「……俺は俺の父親の仇かたきを絶対に許さない……」

　今度は明らかに声が遠ざかっていた。

　きっと、枝を伝って別の樹木に移動していったのだろう。

「追いかけても無駄だろうな」と、ルド＝ルウが舌打ちする。

　ここはすでに、森の端だ。しかもこの辺りは藪が多くて、切り開かれた道の外は足を踏み込むことすら困難なほどだった。

　こうしてジーダとの二度目の出会いは、顔をあわせることもなく、あっさりと終了してしまったのである。

「だけど、手応えは悪くなかったな。あいつ、ザッツ＝スンたちのことすら、今ひとつわかってないみたいじゃねーか？　きっとジェノスに来てからまだ日が浅いんだろーな」

　鉈を腰こしに戻しながら、ルド＝ルウがそう言った。

「事情がわかれば、少しはこっちの話にも耳を傾けるようになるだろ。とりあえず、眠ねむっている間に窓から矢を射られないように気をつけておこうぜ、アイ＝ファ」

「うむ」と難しい顔で刀を戻しながら、アイ＝ファは俺をにらみつけてくる。

「アスタ、心を乱すなよ。誰が何と言おうとも、お前の存在は森辺の民の力となっているのだ」

「ああ」と俺はうなずき返してみせた。

　ジーダの言葉は、俺の胸に深々と食い入ってしまっている。だけどそれでも、俺は自分の正しいと思える道を曲げることはできなかった。

（ザッツ＝スンたちがしてきたことは、絶対に許されない。でもだからって、すべての森辺の民が小さく縮こまって生きていかなくちゃならない、なんて道理はないはずだ）

　スン家のこと、貴族たちのこと、森辺の民のこと――すべてをあのジーダという少年に知ってほしい。その上で、彼がどのような結論に至るかは神のみぞ知るであるが、俺はやっぱり、十三、四歳さいの若さであれほどの憎悪にとらわれてしまっているジーダと敵対する気持ちには一いつ切さいなれなかった。

（もう一度きちんと言葉を交かわしたい。誰かの血が流れてしまう前に――）

　痛切に、俺はそう思った。
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　明けて翌日、白の月の三日。

　その日も、朝から平へい穏おん無事にはいかなかった。

　しかもその日は、宿場町に下りる前から常ならぬ騒さわぎを迎むかえることになってしまったのである。

「む……トトスの足音だな」

　そんな風にアイ＝ファが言い出したのは、朝方の仕事を一通り終えて、荷車に荷物を積み込んでいる最中のことだった。

　アイ＝ファが町に下りない日は、ルウルウに乗ったルド＝ルウたちが出迎えに来てくれる段取りになっている。が、出発にはまだ三十分ほどの猶ゆう予よがあるはずだった。

「ルウ家のほうで何かあったのかな。悪い報せじゃないといいんだけど」

　俺の言葉に、アイ＝ファは首を横に振る。

「足音は北の方角から聞こえてくる。ルド＝ルウらではあるまい」

「北の方角？」

　森辺の集落でトトスを所有している家は、五つ。ルウ、ザザ、サウティの族長筋と、ファ、レイという顔ぶれである。その中でファの家より北方に家を構えているのは、ザザの家だけだった。よって、森の陰かげから颯爽とトトスを駆かって姿を現したのは、やはりザザ家の男衆だった。

「どうしたのだ？　何か急報か？」

　目の前で停止したトトスの馬上――馬ではないが――にアイ＝ファは恐れ気もなく呼びかける。

　だけど俺は、ほんのちょっとだけ警けい戒かい心しんをかきたてられてしまっていた。そのトトスは幌のない小ぶりの荷車を引かされており、そちらにも二名の男衆が乗せられていたのである。

　運転者と合わせて、三名の男衆――頭部つきのギバの毛皮を頭からかぶった、ザザ家の勇猛なる狩人かりうどたちだ。いつ見ても、彼らは他の狩人たちよりもいっそう恐ろしげで猛々しい空気を纏まとっていた。

「まだ宿場町には下りていなかったか。ならば、お前たちにも伝えておこう」

　地鳴りのような声で言いながら、男衆の一人が荷車から降りてくる。それはザザ家の家長にして森辺の三族長たる、グラフ＝ザザだった。

　やはりギバの毛皮をかぶっているので、あまり面相はわからない。しかし、ドンダ＝ルウにも劣おとらぬこの巨体と威圧感は見まごうこともなかった。

「実は昨晩、ザザの集落に何者かが忍び込んだようなのだ」

「何？」

「皆が寝静まっている夜更けのことだった。だから気づいたのは、罪人どもを見張っていた夜番の者たちだ。……その侵入者は、罪人どもが捕らわれている家の周囲に姿を現したらしい」

　罪人――それは、ズーロ＝スンおよびディガとドッドのことである。

　ディガとドッドは、ドム家の集落を逃げ出したことでまた罪人として扱あつかわれることになった。しかし、一応は自らの意志でザッツ＝スンのもとを離れ、俺たちのもとに危急を告げてくれたということで、死罪までは申し渡されていないのである。

　その代わりに、完全密着で丸一日監かん視しされながら、日中は焼き払われたドムの家の修復作業に従事させられ、夜はズーロ＝スンと同じ家に閉じ込められているという。言わば執行猶予中の状態であるはずだった。

「……まさか、ズーロ＝スンがかどわかされてしまったわけではないですよね？」

　おそるおそる、俺も口をはさんでみる。

　サイクレウスは、森辺の民が故意的にザッツ＝スンらを逃亡させ、ズーロ＝スンをも逃がすつもりなのではないかと不名誉な嫌けん疑ぎをかけてきたのである。このタイミングでズーロ＝スンをかどわかされてしまったら、いよいよ森辺の民はその嫌疑を否定できない立場に追い込まれてしまうだろう。

　しかし、グラフ＝ザザはギバの上顎の陰でギバにも劣らぬ眼光を燃やしながら、「我らを見くびるなよ、ファの家のアスタよ」と言い放った。

「確かにジーンの家はザッツ＝スンを逃がし、ドムの家はテイ＝スンらを逃がしてしまった。それはどれほど責められてもしかたのない大きな失態だ。しかし、同じ失態を繰り返すほど我らは愚おろかではない」

　そのために、グラフ＝ザザは見張りの補強としてルウ家からダルム＝ルウたちを借り受けたのである。どちらかといえば閉鎖的で、どちらかといえば尊大な気性である北の一族がドンダ＝ルウに助力を願うというのは、今にして思えば相当に思い詰めてのことなのかもしれない。

　まあ、思い詰めるというよりは、見張りなどに多くの手を割いてしまうと狩人の仕事もままならない、という状じよう況きように嫌気がさして、休息の時期にあるルウ家を頼ったというだけなのかもしれないが。何にせよ、スン家の眷けん族ぞくとして敵対関係を結んでいた時代を思えば、大きな変化であるはずだった。

「侵入者どもは、気配を悟られると何も為せぬまま逃げ帰っていった。それを捕獲できなかったのは口くち惜おしいところであるが――しかし、問題はその後に起きた」

「問題？」

「大罪人ズーロ＝スンめが我を失ってしまったのだ。今の連中はきっと城の人間たちの手の者だ、どうか自分をジェノス城には引き渡さないでほしい、死罪ならば今すぐに頭の皮を剥いでくれ、とな」

「そ、それはどういうことでしょう？」

「……おおかた臆病風に吹かれたのだろう。城に引き渡されれば、自分はどのような目にあわされるかわからない。それならば、最後ぐらいは森辺の民として潔く森に魂たましいを返したいと、そのように泣きわめくのだ」

　その状況を思い出したのか、グラフ＝ザザは不快そうに髭ひげ面づらを歪めた。

「今さら何をほざくのだ、と思わなくもないが――しかし我らは、ついこの間まであの男を族長と仰いでいた。不甲斐ない男だと歯噛みする場面も多かったが、それでも族長として、眷族の長として盛り立ててきたのだ。そうして他の民よりも傍にありながら、あの男の罪深さに気づくことができなかったのだから、それは我々の罪だったのだろうと考えている」

「だ、だからズーロ＝スンの望むままに処断するべき、と仰るわけではないですよね？」

　それではやっぱり、サイクレウスの要請には真っ向から刃向かうことになってしまう。

　グラフ＝ザザは、その双眸をいっそう激しく燃やしながら、うなるように言った。

「そうすべきではない、というのはわかっている。だからこそ、ドンダ＝ルウやダリ＝サウティにも取り急ぎ伝えるべきだと思ったのだ。俺一人では何も定めることはかなわぬからな」

　もしかしたら、グラフ＝ザザはズーロ＝スンの願いを叶えさせてやりたい、と思ってしまっているのだろうか。

　あの、スン家の堕だ落らくの象徴ともいうべきズーロ＝スンに、森辺の民として森に魂を返したいなどと泣きわめかれてしまったら――俺だって、少なからず心を動かされてしまう。かつては眷族であったグラフ＝ザザならば、その心情の複雑さは俺の比ではないだろう。

　俺はあらためてグラフ＝ザザの姿を正面から見つめ、それを一人の個人として認にん識しきしてみようと試みた。

　ドンダ＝ルウと同程度の巨漢である。いや、横幅などはドンダ＝ルウ以上だし、身長も少し勝っているぐらいかもしれない。

　年ねん齢れいは――やはりドンダ＝ルウと同じぐらいだろうか。褐かつ色しよくのごわごわとした髭ひげが四角い顔の下半面を覆い、わずかに覗のぞくなめし革のような皮膚には深いしわが刻み込まれている。

（……たしか、ズーロ＝スンも年齢はそれぐらいだったよな。もしかしたら、もう少し若いぐらいかもしれないけど）

　ヒキガエルのように潰れたズーロ＝スンの姿も思い起こす。

　ちょっと想像はしにくいが、ズーロ＝スンもグラフ＝ザザも、この世に生まれ落ちた瞬しゆん間かんからこのような姿をしていたわけではないのだ。

　コタ＝ルウのように無垢な赤子として森辺に生を受け、それぞれの家で過ごしながら、片方はあのように堕落し果て、もう片方はこのような魁偉なる狩人へと成長した。あまりに対極的な両名であるが――しかし彼らは、ドンダ＝ルウとダン＝ルティム、ジザ＝ルウとガズラン＝ルティムのような、血で結ばれた眷族の間あいだ柄がらであったはずなのだ。

（眷族なら、幼い頃ころから交流があったんだろうし……そんな相手に裏切られてしまったら、いったいどんな気持ちになってしまうものなんだろう）

　森の恵めぐみを荒あらしていたという大罪が発覚したとき、スン本家の全員を死罪にするべきと主張していたのはグラフ＝ザザである。

　それは信頼していた相手に裏切られたという怒りであり、また、掟おきてを重んずる森辺の民の冷徹さでもあったのだろうが――しかし、この野や獣じゆうのごとき大男でも、人間なのだ。その心に満ちた憤怒の裏側には、いったいどのような感情がへばりついていたのか。そのようなものは、若輩者の俺には想像することさえ難しかった。

「……フォウとベイムの家はどこにある？　三族長が集まるのだから、連中も呼ばねばなるまい」

　俺の視線をうるさそうにはねのけながら、グラフ＝ザザはアイ＝ファに向きなおった。

「フォウの家は、その道を南に進んで一番手前にある集落だ。ベイムの家はわからないので、フォウの家長に聞いてほしい」

「わかった。邪じや魔まをしたな」

　荷車に戻ろうとして足を止め、今度は俺を振ふり返る。

「――そうだ。今そこでディン家の女衆に呼び止められた」

「はい、ディン家の女衆ですか？」

「そうだ。本家の家長の姉、ジャス＝ディンと名乗っていた。……そのジャス＝ディンという女衆は、ディンの家がファの家の商売を手伝うことはどうしてもかなわぬのか、と問うてきた」

　二日前の情景が、脳裏に蘇る。

　とても厳格そうな眼まな差ざしに慈愛の光をも宿してトゥール＝ディンのことを見つめていたジャス＝ディンの姿がである。

「ザザの家は、ファの家の行いをよしとしていない。しかし、ファの家の行いを正しいか否かを見極めるには、より深く縁えんを結んで内情を知る必要があるのではないか。その役割を、ザザの眷族でもっともファの家の近くに家を構えるディンの家に担わせてはくれないか――ジャス＝ディンなる女衆はそのように申し述べていた」

「そうですか。ジャス＝ディンが、そのようなことを……」

「一方で、ダリ＝サウティはもう一度しっかりとファの家のアスタの料理を食べてみろとやかましいしな。そのようなことよりも、まず我々はあのサイクレウスという男をどうにかするために力を振り絞るべきであろうが？」

　不ふ機き嫌げんの極みにあるような声音で言い捨てて、グラフ＝ザザは荷台に足をかけた。

「グラフ＝ザザ、それでジャス＝ディンの申し入れは――」

「眷族にまつわる話を俺一人で決めるわけにはいかん。ザザを筆頭とする七つの眷族の家長をすべて集めて、論じ合う必要があるだろう。……この忙しい折に厄やつ介かいなことだ」

　最後に野獣のごとき目が、じろりと俺をにらみつけていく。

「ともあれ、森辺の習わしをこれほどまでに乱したお前たちには、自分たちの正しさを証し立てる責務がある。ゆめゆめ怠るなよ、ファの家のアスタにアイ＝ファ。……それではな」
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　宿場町まで同行してくれるルド＝ルウたちには、俺の口からグラフ＝ザザの言葉を伝えることになった。

「ふーん。あのズーロ＝スンも最後の最後で森辺の民としての誇ほこりを取り戻せたってことなのかな。……まあ単に、城の人間を怖がってるだけなのかもしれねーけどよ」

　朝一番のラッシュを終えて、ようやく会話が可能なようになると、屋台のかたわらに立ったルド＝ルウは何とも据わりの悪そうな顔でそう言った。アイ＝ファが町に下りない日は、こうしてルド＝ルウが最前線に立つのがお決まりであるらしい。

「かといって、勝手にズーロ＝スンを処断したら、また城の人間たちに何やかんやと文句を言われそうだしなあ。親父たちも大変だこりゃ」

「うん、それに昨晩の連中はどういう目的でザザの集落に忍び込んだんだろう？　ズーロ＝スンを野に放って、また森辺の民の失態をあげつらうつもりだったのか、それとも口封じか何かでズーロ＝スンの身を害そうとしていたのか――昨日の今日でジーダがズーロ＝スンの存在にまで行き着くとは思えないから、やっぱりサイクレウスの仕業と考えるのが自然だよね？」

「俺に聞かれたってわかんねーよ！　あーあ、わけのわかんねーことばっかりで頭が痛くなりそうだなあ」

　そう言って、ルド＝ルウは自分の頭をぐしゃぐしゃにひっかき回した。

　一昨日の晩にはドーラの親父さんの農園が襲おそわれ、昨日の昼間にはミラノ＝マスの娘むすめさんがかどわかされそうになった。そして昨日の夜には、ついに森辺への侵入者だ。これではルド＝ルウでなくても頭痛を誘ゆう発はつされるのが当然である。

　さらに言うなら、三日前にはジーダの襲しゆう撃げきも受けている。と、いうことは――宿場町に下りている俺おれたちと、《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》の関係者と、ザザの集落に軟禁されているズーロ＝スン、護衛を配置しておいた三箇所のすべてに襲撃者が姿を現した、ということになってしまうのだ。

　何に警けい戒かいすればいいのかもわからないので、とりあえず護衛だけはつけておこうという予防策が、ことごとく機能してしまったということになる。なおかつ、警戒していなかった農園においては実際的な被ひ害がいまで生じてしまった。それはつまり、こちらが想定していた最悪の展開のさらに上をいかれてしまった、ということになるのだろう。

（その中で、動機や犯人がはっきりしているのはジーダの一件だけだ。それ以外は全部サイクレウスの陰いん謀ぼうなのか？　だけどいったい、何が目的でこんなことを繰り返しているっていうんだ？）

　ズーロ＝スンに関しては、口封じかもしれないし、そうではないかもしれない。

　ミラノ＝マスやドーラの親父さんに関しては、嫌がらせなのかもしれないし、そうではないかもしれない。

　真相はまだまだ闇やみの中だった。

「いらっしゃい。一つでいいのかい？」

　ララ＝ルウの声で、我に返る。

　気づくと、鉄板の向こう側に西の民のお客さんが立ちつくしていた。

「いらっしゃいませ。お代は赤銅貨二枚になります」

「赤銅貨二枚か。ずいぶん安値で叩き売るものだ。……しかしずいぶん不景気な面をしているな。商売人が、そんな面をお客にさらすもんじゃない」

「あ、すみません」と言いかけて、はたと気づいた。

　黄おう褐かつ色しよくの肌はだをした、壮そう年ねんの男性――やや大柄で、粗末な布の服に骨太の身体を包んだその人物は、誰だれあろうトゥランのミケルだったのである。

「い、いらっしゃいませ。俺の料理を買いに来てくださったのですか？」

「軽食の屋台に来たのだから、それ以外の目的があるか？」

　ミケルは今日も不機嫌そうだった。

　しかし、図太い老木のようなその顔は酒気に染まってはおらず、目もとも足もともしっかりしている。もともと大柄ではあったので、そうして毅然と立っていると、昨日の酔よいどれた姿とはまるきり別人のように見えてしまった。

「赤銅貨が二枚だな。一つ頼たのむ」

　ちゃりんと銅貨が台の上に置かれる。

　いくぶん心は乱されつつ、俺は『ミャームー焼き』をこしらえてみせた。

「ずいぶん派手にミャームーを使っているな。腕が悪ければ、その強い匂においに味が壊されてしまうところだろう」

　不平なのか何なのか、やはり不機嫌そうに言いながらポイタンの生地に歯をたてる。

　表情に変化はない。ただ、執しつ拗ようなぐらい肉を咀嚼し、なかなか呑のみ下そうとしない。

　その間に別のお客さんもやってきてそちらの相手をしなくてはならなくなったが、ミケルは少し身を引いただけで屋台から離れようとせず、そうして新規のお客さんが商品を受け取り姿を消した頃に、ようやく最初の一口を嚥下して、言った。

「ふん……昨日は酔っていたので、自分の舌も少しあやしくなっていたのかも知れんと思ったが、とりあえず忠告の言葉を撤回する必要はないようだな」

「……お気きに召めしていただけましたか？」

　俺が尋たずねると、今日は血走っていない目でじろりとにらみつけられてしまう。

「ミャームーと果実酒と、それにこれはやっぱりアリアの風味だな。アリアをこまかく刻んだものをあらかじめ汁しるに混ぜているのか？」

「はい、その通りです」

「ふん。昨日の料理にもミャームーと果実酒とアリアが使われていたな。ろくな調味料のないこの宿場町で、そいつらを調味料と見立てて料理を作っているわけか」

　言いながら、ミケルはまだ一口しか食べていない『ミャームー焼き』をじろじろと検分した。

「しかし、このフワノは奇妙な味だな。悪いことはないが、ずいぶん歯触りがあっさりとしている。それに、かすかにギーゴの匂いがついているようだが――」

　焼きポイタンに混ぜた微量のギーゴの風味まで感じ取れるのかと、俺はまた舌を巻くことになった。

「ええ、それはフワノじゃなくポイタンなんです。確かに食感をよくするためにギーゴを混ぜてはいますが、それに気づいたお客さんは初めてです」

「ポイタンだと？　これが？」

　うなるように言って、もう一度『ミャームー焼き』をかじり取る。

「ポイタンか……そんなものはまともに食べたこともないぐらいだが……最近の宿場町ではポイタンがこのような食べられ方をしているのか？」

「さあ、どうなのでしょう。もしかしたら、ポイタンをこのように調理する店は他にないのかもしれません。詳しく調べたわけではないのですが」

　ミケルはむっつりと黙だまり込み、後はすみやかに料理をたいらげた。

　そして、あらためて俺をにらみつけてくる。

「小僧、お前は何者なんだ？　少なくともジェノスの出ではあるまい。どこの町でこれほどの技術を学んだのだ？」

「俺は故郷で親父に料理の手ほどきを受けていました。俺の故郷は――話すと長くなるのですが、実はこの大陸の外にあるんです」

「大陸の外？　渡来の民か」

　さすがにミケルは目を丸くしかけたが、すぐに仏頂面を取り戻してまた言った。

「まあいい。昨日の忠告はそのまま聞いておけ。お前が城下町に足を踏ふみ込まない限りは、やつの目にとまることもないはずだ」

「ええ、ですがサイク――」

「こんな町中で、その名をうかつに口に出だすな」

　ミケルの肉の薄い額に、びしっと太い青筋が走る。

「あいつ自身は宿場町に姿を現さずとも、あいつと縁のある商人や兵士どもがうろついているということは十分にありうるんだ。災厄を招き寄せるような真似まねはひかえろ」

「すみません。でも、その御ご仁じんは森辺の民と縁のあるお相手でもあるんです。今のところ俺の身がどうこうという話になる気配はありませんが、少なくとも俺の商売の話はその御仁の耳には入っているはずなのですよね」

　前回の会談ではまったく話題にもならなかったらしいが、その前のスン家の騒ぎの際には「屋台の商売を休むべからず」という命令を族長ごしに伝えられているのである。

　さらに言うなら、俺の商売が好調でずいぶんな稼かせぎを得ているらしいという情報をスン家に流したのは、他ほかならぬサイクレウスの関係者であるとも推測されている。

（……それに、ディアルは城下町でギバの料理を馬ば鹿かにされたとか言って怒おこってたよな。そのお相手がサイクレウス本人であったかどうかはわからないけど）

　何にせよ、城下町にギバの料理を持ち帰りたいというディアルの提案は退けておいて正解だったのだろう。

「宿場町での評判など気にする必要はない。貴族どもは赤銅貨二枚で買えるような料理を料理とは思っておらんのだ。ましてやギバの料理などを人間の食べるものだと認めることはないだろう」

「そうですか。素す直なおには喜べない部分もありますが、その御仁の興味をひかずにいられるのは喜ばしいことですね」

「ふん」とミケルは身を引いた。

「それでも運悪く目をつけられてしまったのなら、二度とギバの料理を作ることなどはできなくなるのだからな。くれぐれも城下町には近づくなよ」

　最後にそれだけ言い捨てて、ミケルはさっさと立ち去ってしまった。

　無言でこのやりとりを見守っていたララ＝ルウが、「何なの、あれ？　ずいぶん偉そうなお客だね」と、ぼやいた。

「あれはトゥランのミケルという人物だよ。みんなもシュミラルとの別れ際にその名前は聞いてるだろう？」

「え？　それじゃああいつが、森辺の民に力を与えるとか言われてたやつなのかよ？」

　驚おどろきの声をあげたのはルド＝ルウのほうだった。

「別に何てことのない普ふ通つうの親父じゃん。あんなやつが森辺の行く末に関わってくるとは、とうてい思えねーなー」

「そんなの、ただの占いでしょ？　信じるほうが馬鹿なんだよ」

　二人はそのように言っていたが、俺の気持ちは別のところにあった。

　もちろん、具体的にミケルがどのような役割を果たすことになるかなんて、俺にだって想像はつかない。しかし、「何てことない普通の親父」ではありえないだろう。少なくとも、俺には強きよう烈れつな味を有する『ミャームー焼き』の焼きポイタンからギーゴの風味を感じ取ることなどは、どんなに頑がん張ばっても可能になるとは思えなかったのだ。

（城下町の料理人だった男、か……）

　むやみに胸が騒いでしまった。

　しかし、ミケルの存在が俺や森辺の民にどのような形で関わってくるとしても、今は他に為なすべきことがあった。俺たちは、まず眼前に立ちはだかる厄介事を粉砕するために、全力を注がなくてはならなかったのである。




２




　その後は、何事もなく午後の仕事も終えることができた。

　町の様子も、表面上は穏やかだ。

　心なし街かい道どうを巡回する衛兵の数が増してきたようにも感じられるが、それ以外に大きな変化はない。屋台の売上も平均値を下回ったりはしなかったし、時おりお客さんから「色々と大変そうだな」と、ねぎらいの声をかけられるばかりで、森辺の民を弾圧しようなどという動きはどこにも微み塵じんも感じられはしなかった。

　もしかしたらそれは、森辺の民に好意的な人間が増えたというよりも、城の人間に対する不審の念がつのったゆえの結果であるのかもしれなかった。

　森辺の民は、族長筋のスン家だけが城の人間に優遇され、残りの人々は宿場町の民よりも苛酷な生活を強いられていたのだ。その事実は、テイ＝スンらの起こした騒そう乱らんを経へて、かなり宿場町にも浸透したと思われる。その結果として、森辺の民に向けられる負の感情は少なからず緩和され、城の人間に対する不審の念が増幅された――つまりは、そういうことなのではないだろうか。

　だから、森辺の民の装束を纏った野盗が出現した、と告知されても、まず人々は城の人間の真意を疑い、事実はどこにあるのかと警戒しているような、そんな雰ふん囲い気きが何とはなしに感じられたのだった。

（その印象が正しいなら、サイクレウスめ、ざまあ見ろってなもんなんだけど……あまり喜んでばかりはいられないからな）

　そもそも襲われてしまったのはドーラの親父さんの農園なのだから、その時点で喜べるはずがない。

　それに、森辺の民に好意的でいるのは、あくまで少数派だ。過半数の人々は、城の人間を警戒すると同時に、森辺の民に対しても鋭するどい詮議の眼差しを向けてきているのである。

　本当に森辺の民は無法者の集まりでないのか――今こそそれが明確に提示されるときなのではないのか――それを見定めるために、じっと息を潜ひそめているような、そんな空気も蔓延しているように感じられる。

　ともあれ、仕事自体は平穏無事に終えることができた。

　反面、その実務の面においては実にさまざまな出来事が起きていた。

　まず《玄げん翁おう亭てい》ではネイルが四種類のギバ肉からロースを選せん択たくし、それで焼き料理を献こん立だてに加えることが決定された。調理法は実にシンプルで、薄うす切ぎりにした肉をただ焼くのみ、だそうだ。

　ただしその肉には、チット漬づけの汁と果実酒と色々な香こう草そうをブレンドした付けダレを添そえるらしい。試食をさせていただいたが、実にスパイシーで異国的な味わいだった。

「アスタの料理には遠く及およびませんが、そのぶん値段が安くなるので不満の声はあがらないかと思われます」

　俺から買った料理は、利益を出すために赤銅貨五枚という高値で売られているのだ。しかし、カロンと同程度の価格で仕入れたギバ肉の料理なのだから、これはカロンの料理と同じ赤銅貨四枚で売ることができるのだった。

「少なくとも、一日に十食分ならば問題なく売り切ることができるでしょう。そして、アスタが商売を休む二日の間は二十食分ずつを売りに出そうと考えているのですが、それだけの肉を前日に売っていただくことは可能でありましょうか？」

　ネイルもナウディスと同様に、他の宿屋へとお客が流れてしまうことを危き惧ぐしているのかもしれない。「もちろんです」と俺は快諾してみせた。

　一方《南の大樹亭てい》のほうは、昨日ギバ肉のサンプルを受け渡したばかりの状態だ。

　が、俺の休日は四日後に迫ってしまっている。だからなのか、ナウディスはわずか一日でギバ肉を購こう入にゆうすることに心を固めていた。選んだ部位は、もっとも高額なバラ肉だった。

「普通に焼いて一番美味なのは、この部位だと思えました。明日と明後日は十食分ずつ、三日後には七十食分の肉を売っていただけますかな？」

「七十食分ですか！　ずいぶん思い切りましたね！」

「余れば塩に漬けておくのみです。少なくとも、腐らせてしまうことにはならないでしょう」

　それでも七十食分ともなれば十七・五キロで、赤銅貨百十七・五枚の値段である。

　三日後の夜に十食分、俺が休みをいただく二日間に三十食分ずつ、という計算で分量を定めたのだろう。普ふ段だんは俺から毎日四十食分のギバ料理を買い付けているのだから、そういう意味では強気に過ぎるわけでもないのかもしれないが――何にせよ、俺にしてみればありがたい話だった。

「お買い上げありがとうございます。……それにしても、《玄翁亭》のご主人も焼き料理に適したやわらかめの部位をご所望だったのですよね。モモや肩かたも煮に込こみ料理で使う分には手間もかかりませんし、そちらの肉のほうがお安めなのに、と考えると少し不思議です」

「ふむ。《玄翁亭》のご主人も、煮込み料理ではアスタとの腕うで前まえの差が明らかになりすぎると考えたのではないでしょうかな。ギバ肉はただ焼くだけでも美味なので、まずは焼き料理から取りかかりたくなるのが必然なのでありましょう」

　なるほどと思っておくことにする。

　もちろんギバ肉は煮込み料理にも適しているのだが、ただ煮込めば美味というわけにはいかない。それでは俺の作った『ギバ・スープ』や『チット鍋なべ』と比ひ較かくして物足りなく感じられてしまうのが道理であろう。調味料の少なさが、こんなところでも弊害になってしまったわけだ。

　ただ、このままだとモモや肩ばかりがファの家に残されてしまう。こちらはスープの他にハンバーグなどでも消費できるので、今のところは何の問題もありはしないが、ゆくゆくはどの部位も均等に売っていきたいところであった。

　まあ何にせよ、タウ油を有するナウディスならば、《玄翁亭》にも劣らぬ焼き料理を開発することは難しくないだろう。

（そういう意味では、異国の調味料が使えるそれらの店に対抗するためにも、《キミュスの尻尾亭》はもっと力をつける必要があるんだろうな）

　その《キミュスの尻尾亭》では、今日もカロンとキミュスの肉を研究させていただくと同時に、ちょっぴりだけ調理のレクチャーもさせていただいた。

　肉の扱いではなく、野菜の扱いの手ほどきである。とりあえず、俺にとって馴な染じみの深い野菜――アリア、ティノ、タラパ、プラ、チャッチ、ギーゴ、ミャームーなどを美味おいしく調理する手ほどきだ。

　薄切り、輪切り、くし切り、みじん切り、といった切り方とそれに相応ふさわしい調理方法、さらには食材の味をひきだすのに効果的な火の入れ方など、伝えたいことは山ほどあった。

　ただし、今日も生徒はミラノ＝マス一人だった。娘さんは、俺たちに見えない場所で別の仕事に勤いそしんでいるらしい。

「あいつはもともと森辺の民たみに対して、強い恐怖心を持っていたからな。……まあそれは、そんな風に育てちまった俺の責任なんだが」

「そんな、ミラノ＝マスがお気になさるような話ではないはずですよ」

　ミラノ＝マスの奥おく方がたは、十年前に兄を失った心労がたたって早逝してしまったのだという。その兄君の生命を奪ったのはザッツ＝スンやテイ＝スンたちであったのだから、ミラノ＝マスや娘さんが森辺の民をどれだけ憎み、どれだけ忌き避ひしてもおかしくはないだろう。それでもミラノ＝マスは俺たちとの縁を切ろうとはせず、このたびはギバ料理を購入する前置きとして調理の手ほどきを受けることまで承諾してくれたのだ。

　いっぽう娘さんとは、ほとんど面識がない。これまで顔をあわせる機会があっても、あちらが怖がってすぐに逃げだしてしまっていたからだ。それでも、その娘さんも了承してくれたからこそ、ミラノ＝マスは俺たちを厨ちゆう房ぼうに入れる決断を下せたはずだった。

　それなのに、娘さんは昨日の出来事で心に傷を負い、俺たちの前から姿を隠してしまっている。かえすがえすも、憎きは謎なぞの無頼漢どもである。

（森辺の民などに肩入れする恥はじ知しらずめ、その報むくいを受けろ――か）

　その無頼漢どもの正体は、いまだにわからない。言葉の内容はジーダとそっくりであるが、本人の言葉を信じるならば、そちらとは無関係のはずである。

　かといって、サイクレウスの手の者だという証あかしもない。もしもこれがサイクレウスとも無関係であったならば――宿場町にもまだそのように森辺の民を強烈に忌避する層が存在する、ということになる。

　しかし、だからといってその無頼漢どもの行動が正当化されるわけではない。されてたまるか、という心境だ。そういう意味では確かにミラノ＝マスの言う通り、森辺の民に直接憎悪をぶつけてきたジーダのほうがよっぽど筋は通っている。

『……何十人もの商人を殺し、その罪を俺の親父おやじとその仲間たちになすりつけた。そんな貴様たちが、へらへらと笑いながら宿場町で大きな顔をしているのは、何故なぜだ……？』

　実のところ、ジーダからもたらされたその言葉は、いまだに俺の胸に深々と食い入ってしまっていた。

　ザッツ＝スンたちのしてきたことを思えば、それぐらいの深刻さで森辺の民を恨うらんでいる人間が存在してもおかしくはないだろう。というか、過去の恩讐を越えて普通に接しようとしてくれているミラノ＝マスのほうこそが、特別な存在なのだとも思う。

（……だけど、焦ってもしかたがない）

　まったくの異郷から訪おとずれることになった俺は、森辺の民にも、宿場町の民にも強い愛着を抱いだいている。そんな俺にしかできない仕事が、きっとあるはずだ。そのためにこそ、俺は力を振り絞りたいと思っていた。




◇




「……今日はあのジーダってやつも姿を現さなかったな」

　仕事を終えてルウの集落に到とう着ちやくすると、ルウルウを家のそばの木にくくりつけながらルド＝ルウがそう言った。

「何とかあいつを親父の前に引っ張りだせねーかなあ。そうしたら、案外簡単に解決するんじゃねーのかな？」

「へえ、どうしてだい？」

「だって、あいつは町の人間みたいにややこしいことは考えてなさそうじゃん。どっかの山の狩人だとかいう話だし、それなら俺たちとも気が合うんじゃねーの？」

　実に楽観的なご意見である。

　ルド＝ルウらしいといえば実にルド＝ルウらしい言葉でもあるが――しかしルド＝ルウは、いまだジーダの姿を見てすらいない。あの、憎ぞう悪おに狂った眼光ににらみすえられたこともないのだ。

　そのジーダに叩きのめされた経験を持つシン＝ルウは、シーラ＝ルウたちの荷下ろしを手伝いながら、何も発言しようとはしなかった。

「おお、アスタではないか、ひさしいな！」と、そこでルウの本家から大柄な人影がにゅうっと現れる。ひさしいようなそうでもないような、ルティムの家長ダン＝ルティムである。

「ああ、どうもです。……ひょっとしたら、ズーロ＝スンの件で会議をしていたのですか？」

「うむ！　話自体はすぐに終わってしまったが、家に戻もどっても退屈なので、コタ＝ルウとたわむれていたのだ！」

　相変わらず、自由気ままな家長殿どのである。

　その陽気さにあてられたようにくすくすと笑いながら、レイナ＝ルウが「では、わたしはシーラ＝ルウとともに仕事を始めます」と告げてきた。

『ギバ・バーガー』のパテ作りに関しては、もはや俺が最終チェックで味と大きさを確かく認にんするだけで済む段階にまで達していた。なおかつ、この最終チェックも念を入れているだけなので、もう明日からでも完全にまかせてしまっても大だい丈じよう夫ぶなのだろうなと俺は考えている。

　そんなわけで、俺はその場に留とどまってダン＝ルティムと会話を継けい続ぞくすることにした。

「それで、ズーロ＝スンの処しよ遇ぐうはどうなったのでしょうか？」

「どうにもならん。城の人間が引き渡せと言っているのだから、その交渉も済まぬ内に処断するわけにはいくまい――というのが、族長らの考えだ」

「……ダン＝ルティムはちょっとご不満そうですね？」

「ちょっとではなく、大いに不満だな！　あの堕落の極みにあったズーロ＝スンめがようやく森辺の民としての気概を振り絞しぼることができたのだから、俺はその心意気に応じるべきだと思う！」

「うーん、だけどそれは城の人間を怖おそれているだけ、という言い方もできるのですよね？　拷問の末に殺されるぐらいなら今すぐ楽になりたい、という感じで」

　本心を言えば俺もダン＝ルティムと同意見であったのだが、あえて自分を戒めるためにそのように言ってみた。

「そうだとしても、自ら頭の皮を剥げ、とはなかなか言えぬだろう。しかもそれは、ザザの集落のど真ん中でのことなのだぞ？　グラフ＝ザザなどは、ああそうかと言ってその場で刀を取りかねないではないか？」

　そう言って、ダン＝ルティムはつやつやとした頭に不満げなしわを刻む。

「この森辺の集落で生を受けた人間が、森に魂を返したいと懇願しておるのだ。その言葉をはねのけてまで、どうして城の人間なんぞに処断させねばならぬのかな。俺には今ひとつドンダ＝ルウらの心情がわからん」

「族長たちにしてみても、苦しいところなのでしょう。ただでさえあちらはスン本家の人間全員の身み柄がらを要求してきているんです。この上、ズーロ＝スンの身柄まで渡せないという話になったら、森辺の民はジェノスに叛意ありと思われかねないですし……」

「叛意なんぞありはせん。意味のわからぬ要求をはねのけることがどうして叛意になってしまうのだ？」

　ダン＝ルティムの主張は、あまりにも真っ当だった。真っ当すぎて、ぐうの音も出ないほどだ。

　サイクレウスは「森辺の民を信用していない」という見地から要求を突つきつけてきている。だから、かけ引きだとか小理り屈くつだとか、そういう部分をとっぱらってしまうと、ダン＝ルティムのような感想になってしまうのが当然なのだろう。

「だいたい、ジェノスの法においてはモルガの恵みを荒らすという行為も死罪には値しない、とされているのだろう？」

「はい。そのように聞いています。たいていの場合、ジェノスの法よりも森辺の掟のほうが罰ばつが重いそうですね」

　その情報をもたらしてくれたのは、いま目の前で不満そうに口をとがらせている人物の息子むすこさんである。

「ならば、ズーロ＝スンも城に引き渡されたほうがまだ生き延びる好機もある、ということではないか。その上で、今すぐに頭の皮を剥げなどと言っておるのだから、見上げたものであろう」

「そうですね。普通に考えたらそうなのでしょうけど……」

　しかし、相手はサイクレウスという謎めく人物である。ズーロ＝スンは「どのような目にあわされるかもわからない」と泣きわめいていたそうなのだから、よほどの恐きよう怖ふ心をかきたてられてしまったに違ちがいない。

　しかも、かの御仁はズーロ＝スンばかりでなく他のスン家の者たちも引ひき渡わたすべし、と執拗に言い張ってきているのだ。森辺の民の処置は手ぬるい、というのが向こうの言い分であるのだから、何かあちらにはズーロ＝スンらを抹殺せねばならない事情でもあるのだろう。

　そうであれば、ズーロ＝スンがあれほど怯おびえるのもわからなくはない――

　そこまで考えて、俺は小さな疑念に突き当たった。

（でも、そうまでしてスン家を抹殺したい理由って何なんだろう？）

　普通に考えれば、それは大罪人ザッツ＝スンにまつわる何かであろう。

　たとえばザッツ＝スンとサイクレウスの間に何か密約があったとして、それを知る人間がスン家に残されていたら都合が悪い――サイクレウスがそのように考えたのなら、ズーロ＝スンが拷問にかけられることもありうるだろうし、本家の人間全員に口封じが必要だという疑心暗鬼に陥るのもわかる。

　しかし、実際問題、そのような秘密が存在するだろうか？　そのような秘密が存在したとして、ズーロ＝スンにそれを律儀に守り通す筋合いなどあるだろうか？

　ズーロ＝スンが虜囚の身となって、すでに二十日以上が経過しているのである。その間、ザザの男衆にはさんざん余罪を追及されているのだろうから、告白の機会はいくらでもあったはずだ。

　と、いうよりも――そこまで城の人間が怖こわいのならば、森辺にいる内にすべてを暴露してしまえばいいのである。暴露してしまえば、秘密は秘密でなくなってしまうのだから、そうすれば、拷問や口封じなどを怖れる理由も消失するはずだ。頭の皮を剥がされる覚かく悟ごがあるならば、そのように振る舞うのが本来の姿であろう。

（それはサイクレウスにとって致命的な秘密だから、暴露してしまうと森辺の民のすべてに危険が及んでしまう、とか――？）

　いくら何でも、そこまでの秘密は存在しないと思う。

　そうだとしたら、サイクレウスだってこれほどの長期間、ズーロ＝スンを放置しておかないはずだ。もともとこちらはザッツ＝スンとズーロ＝スンの両名だけは、城に受け渡すもやむなしと考えていたのだから、あちらがスン家の全員を引き渡せ、などと言い出さなければ、ここまで話がこじれることもなかったのである。

　それに――考えてみれば「サイクレウスとザッツ＝スンの密約」というのも何だか的外れなように感じられてしまう。そもそもザッツ＝スンの側に、サイクレウスと協力関係にあっただとか、体よく利用されていただとか、そんな意識がこれっぽっちでも存在しただろうか？　もしも存在したのならば、そのことをぶちまけずに滅ほろんでいったとは考えにくい。ザッツ＝スンは、ジェノスの民への憎悪を撒き散らしながら憤ふん死ししたのである。

（テイ＝スンだって、それは同じことだろう。だとしたら、ズーロ＝スン一人がそんな秘密を抱かかえ込んでいるわけがない――ってことになるのかな）

　それでは、いったいどういうことなのだろう。

　サイクレウスは、何故ズーロ＝スンや本家の人々の身柄を欲ほつしているのか。ズーロ＝スンは、どうしてそこまで城に引き渡されることを恐怖しているのか。考えれば考えるほど、わけがわからなくなってきてしまった。

　だけど、一つだけわかったことがある。その疑問をサイクレウスに問うことはできないが、ズーロ＝スンに問うことは可能である、ということだ。

「――ドンダ＝ルウは家の中ですか？」

「そうだ」という返事であったので、俺は単身、ルウの本家に踏み込ませていただくことにした。

　家の中で待ち受けていたのは、家長と、その長男と、長男の嫁よめと、長男の息子だった。

　ようやく賑やかな客人が表に出ていったので、家族の団欒を楽しんでいた最中なのだろうか。コタ＝ルウを抱いたサティ・レイ＝ルウに案内されながら、まず俺は突とつ然ぜんの来訪をわびさせていただいた。

「余計な前置きはいい。俺に話しておきたいこととは、何だ？」

　相変わらず不機嫌そうなドンダ＝ルウに、俺は疑念の内容を解説してみせた。が、あまりに内容が漠然としているためか、今ひとつ心情が伝わらない。

「……よくわからねえな。もう少しわかりやすい言葉で喋れねえのか、貴様は」

「すみません。俺自身も何が問題の焦点なのか把握しきれていないもので……要するにですね、ズーロ＝スンはいったい何をそのように怖れているのだろう、ってことなんです。どうせ森辺に留まっても死罪なのですから、今さら城の人間を怖れる理由はないように思えませんか？」

「しかし、昨晩は何者かがザザの集落に侵入したのだ。それで城の人間がそこまで自分の存在に着目しているのだという事実を知り、惑乱した――それでは筋が通らない、というのか？」

　そう応じてきたのは、ジザ＝ルウのほうだった。

　相変わらずにこやかに微笑ほほえんでいるような顔つきで、内心はまったくうかがえない。

「はい。たとえばその目的が口封じだとしたら、どのみち死罪の身なのですから怖れる理由にもならないでしょう。だからズーロ＝スンは、サイクレウスに身柄を押おさえられたら、死よりも恐ろしい運命を授かることになる、と危惧したんじゃないでしょうか？」

「死よりも恐ろしい運命――だからそれは、拷問か何かなのではないのか？」

「俺も最初はそう思いました。だけど、拷問にかけるほどの秘密をズーロ＝スンが有しているなら、城に引き渡される前にすべて暴露してしまえば、拷問される理由もなくなるように思えます」

「……それじゃあそれ以外にどんな可能性があるってんだ？」

　ドンダ＝ルウの言葉に、俺は「わかりません」と首を振ってみせる。

「だからそれは、ズーロ＝スン自身に問い質すべきではないでしょうか？　あなたは何をそのように怖れているのか、と。――ズーロ＝スンはこの十年間、族長としてサイクレウスとの縁を繋いできた張本人なのでしょう？　そんなズーロ＝スンだからこそ、サイクレウスがどういう考えでいるのか想像がついた、ということなんじゃないでしょうか？」

「……確かにな。石の都の毒に犯おかされたズーロ＝スンだからこそ、石の都の人間の悪巧みが読み取れる、という面はあるかもしれねえ」

　ドンダ＝ルウは、たてがみのような髪かみをぼりぼりと掻きむしった。

「そういう話は、他の族長どもが引き上げる前に聞きたかったもんだぜ。……おい、ルウ家のトトスはこの後もルドが使うんだったな？」

「はい。ファの家まで護衛してもらい、その後はアイ＝ファが戻るまで家に居残ってくれる予定になっていますが」

　説明するまでもなく、それはドンダ＝ルウ自身が取り決めてくれた内容だった。

「だったら、もう一頭のトトスを使う他ねえな。レイの家長がファの家に現れたら、そのままザザの集落まで出向かせて、今の話を伝えさせろ」

「え？　ラウ＝レイがファの家に現れたら、ですか？」

「そういう約束をしてるんじゃねえのか？　あいつはそのつもりだと抜ぬかしていたぞ」

　そのような約束はしていないが、またヤミル＝レイを連れてファの家を訪れる目もく論ろ見みであったのだろうか。

「わかりました。ズーロ＝スンが何を怖れているのか、それを問い質すように、ですね。ラウ＝レイが訪れたら、しっかり伝えておきます」

「ああ。レイの家長が現れなかったら、護衛の仕事を終えた後でルドにトトスを走らせろ。……たな」

「え？　何ですか？」

　ご苦労だったな、とか聞こえたような気もするが、あまりはっきりとは聞き取れなかった。

「うるせえ！　用事が済んだのなら、とっとと出ていけ」

「はい！　失礼いたしました」

　俺は大人しく屋外に退散する。

　とりあえず、俺の中に生じた疑念はきっちりドンダ＝ルウと共有し合うことができたようだ。

（灯台もと暗しだったな……確かにザッツ＝スンなき今、この森辺で一番サイクレウスと交流が深かったのはズーロ＝スンなんだから、もっとそのあたりのことを追及しておくべきだったんだ）

　ズーロ＝スンはその怠惰な気性ゆえにザッツ＝スンから見限られたのだと、かつてヤミル＝レイはそのように語っていた。だから、サイクレウスがらみの陰謀とも無関係であろうと思われていたのだ。

　しかし、ズーロ＝スンには十年もの間、サイクレウスと縁を繋いできたという経験がある。陰謀とは無関係で、何の秘密も保持していないとしても、その経験は得え難がたいものであろう。

　俺たちは、サイクレウスに対する予備知識が少なすぎるのだ。これでサイクレウスの尻尾しつぽを少しでもつかまえることができれば、少しは前進できるかもしれない。満足感の一歩手前ぐらいの感情を胸に、俺はルウ家を後にすることができた。

　しかし、家の外には誰もいなかった。ギルルとルウルウがのんびり木の葉をついばんでいるばかりである。ルド＝ルウやシン＝ルウは待ちくたびれて、それぞれの姉が仕事に励はげんでいるかまどの間へと移動してしまったのだろうか。

　ならば、ダン＝ルティムは――と、視線を巡らせかけたとき、どすんと物凄い地じ響ひびきが鳴り響いてきた。

「わはははは！　でかい図体をしてだらしないやつだ！　そんなことではいつまで経たっても俺やドンダ＝ルウに勝つことはできんぞ！」

　集落の出口に近いほう、大広場の片隅に巨きよ大だいな二つの人影があった。

　高笑いをあげているのはもちろんダン＝ルティムで、その足もとに這いつくばっているのは、ミダだ。その周囲では、小さな子供たちがちょろちょろと駆け回っている。

「狩人の力比べですか？　――やあ、ミダ、ちょっとひさしぶりだね」

　シュミラル来訪の際に顔をあわせたダン＝ルティムより、ミダのほうがひさびさの対面であるはずだった。

　最近では毎日ルウの集落に立ち寄ってはいたものの、おたがい仕事を抱えていたためになかなか旧交を温める機会に恵まれなかったのである。地面に大の字に寝転んでいたミダは「……んあ……」と不明瞭な声をあげながら巨体を起こす。

「アスタだ……ミダはアスタに見てほしいものがあるんだよ……？」

「え？　何だろう？」

　ミダはどすどすとシン＝ルウの家の裏手に回っていく。

　ダン＝ルティムとともに追従していくと、やがて驚くべきものが眼前に出現した。木造の、家である。

「うわあ、もう完成したのかい？」

　ミダは、シン＝ルウの父リャダ＝ルウの手ほどきで、自分の家を建てていたのである。

　しかし、俺がそれを知らされたのはララ＝ルウの誕生日である青の月の二十五日で、あの頃ころはまだ木材の切り出しに励んでいたはずだ。それからまだ十日ていどしか経っていないのに、早くも完成してしまったらしい。大きさはファの家より少し小ぶりかもしれないが、他の家と比べても遜そん色しよくのない見事な仕上がりである。
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「ほう！　これは立派だな！」

　ダン＝ルティムがバンバンと大きな手の平で壁かべを叩く。

「すごいねえ。こんなに早く完成するとは思っていなかったよ」

「うん……アスタとアイ＝ファのために頑張ったんだよ……？」

「え？」

「今までの家は、アスタたちに返すんだよ……？」

　そういえば、唯ゆい一いつの空き家がミダの寝所となってしまったために、俺とアイ＝ファはルウの集落に宿泊することができなくなった、という背景もあったのだ。

　まあ、アイ＝ファは可能な限り自分の家に戻ることを望んでいるようだし、ギルルがいる以上なかなか今後はルウの集落に宿泊する機会もないのだろうが――もちろん、そんな野暮なことは言わなかった。

「ありがとう。本当によく頑張ったね。すごいと思うよ」

「すごいのはリャダ＝ルウなんだよ……？　ミダはまだ、一人じゃ何もできないんだよ……？」

「そんなことないよ。ミダぐらいの腕わん力りよくがなければ、こんなに早く完成させることはできなかったはずさ」

　ミダはぷるぷると頬ほお肉を震わせた。

　相変わらず贅肉が邪じや魔まをして表情を動かせないようであるが、何となく嬉うれしそうにしているように見えなくもない。

「うむ。これはなかなかの手並みだぞ。ルティムで新しい家を造る際はその力を貸してほしいものだ」

　と、ダン＝ルティムも愉ゆ快かいそうに笑い声をあげる。

「それに、少しずつ無む駄だな肉が落ちてきたようだな。その調子で励んでいれば、また力比べで力を見せることもできるだろう。しっかり食べて、しっかり働くことだ！」

「うん……今度はアスタの料理が食べられるように、ミダは頑張るんだよ……？」

　そんな毎回、大事な収しゆう穫かく祭さいで俺おれがかまどを任されることはないだろう。ルウの女衆だって、レイナ＝ルウたちを筆頭にめきめきと調理の腕うでを上げているのだ。

　だけどそれも、野暮な話だった。

「次の収しゆう穫かくの宴うたげが楽しみだね。もしもまたかまどを任せてもらえるようだったら腕をふるうよ」

「うん……ミダも楽しみだよ……？」

　子豚のように小さな瞳ひとみが、きらきらと輝いている。

　宿場町の屋台を破壊したこともあるというミダの丸太のような腕が、いま森辺に新しい家を造りあげた。それは何だか、俺ていどのつきあいしかない人間にも、とても嬉しく、感慨深く思える出来事だった。

　ミダも、ヤミル＝レイも――そしてきっとオウラやツヴァイだって、自分たちの犯した罪と、そしてテイ＝スンの死を乗り越えて、それぞれの家でそれぞれの新しい生を歩み始めているのである。

　ディガとドッドはどうだろう。ドムの恐ろしい男衆に囲まれながら、自分たちの罪や弱さを悔くいているだろうか。

　何にせよ、サイクレウスの言葉にドンダ＝ルウたち以上の情理を見いだせない限りは、絶対にこの生活を壊させてたまるかと、俺はそんな思いを新たにさせられることになった。
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「おお、待ちかねたぞ、アスタにシン＝ルウ！」

　ファの家に帰りつくと、すでにラウ＝レイとヤミル＝レイが待ちかまえていた。

「今日もヤミル＝レイに料理の手ほどきを頼たのむ！　俺はシン＝ルウと狩人の修練だ！」

「残念だったなー。親父からの伝言があるんだぜ、ラウ＝レイ」

　ルド＝ルウがルウルウの上から事情を説明すると、ラウ＝レイはたいそう不満そうに頬をふくらませた。

「どうして俺が使い走りをせねばならぬのだ！　そちらもトトスがあるのだから、ルド＝ルウが行けばよいではないか！」

「文句だったら親父に言ってくれよ。……でもそういえば、ザザの集落にはダルム兄が出向いてるんだよな」

　と、ルド＝ルウも少し思案顔になる。

「なんかしばらくはダルム兄も戻れなそうだし、顔でも拝んでくるかなー。……ただし、修練に夢中になって見張りの仕事をおろそかにしないでくれよ？　ラウ＝レイも聞いてるだろうけど、昨日だってザザの集落に誰だれかが近づいたって話なんだからな」

「了承した！　感謝するぞ、ルド＝ルウ！」

　そんなわけで、見張り番にはラウ＝レイとシン＝ルウが居残ってくれることになった。

　俺は晩ばん餐さんの準備と、料理の勉強――そして、ヤミル＝レイへの料理の手ほどきである。

「今日はどうしましょうね？　何かご要望はありますか？」

「……わたしにそんなものがあると思う？」

　今日もヤミル＝レイは妖よう艶えんでけだるげだった。

　そういえば、ヤミル＝レイと二人きりの作業というのは、ちょっと珍めずらしいかもしれない。今日は近在の女衆がファの家を訪れる予定もなかったのだ。

「レイの女衆はルティムの女衆に手ほどきを受けていたのですよね。実際問題、そちらはどれぐらいの腕前に仕上がっているのでしょうね」

「さあ……とりあえず、はんばーぐという料理には苦戦しているようね。まともに作れるのは、アマ・ミン＝ルティムとモルン＝ルティムの二人ぐらいじゃないかしら」

「苦戦ですか。なるほど」

　ルティムの女衆も、そのほとんどはルウの女衆から手ほどきを受けた身なのである。俺から見れば孫弟で子しであるし、レイの女衆に至っては曾孫弟子ということになってしまうのだ。レイナ＝ルウやミーア・レイ母さんのお手並みは見事でも、間に人をはさめばはさむほど手ほどきの内容が落ちてしまうのはしかたのないことであろう。

「ハンバーグは、大きくなるほど火を通すのが難しくなってしまうのですよね。フォウやランの人たちもなかなか苦戦していたようですし――それじゃあちょっとだけ目先を変えて、今日は肉団子に挑ちよう戦せんしてみましょうか」

「肉団子？」

「簡単に言うと、ハンバーグを小さくしたものです。これなら焼きすぎや生焼けで失敗する可能性も低くなるんじゃないでしょうかね」

　これは《キミュスの尻尾しつぽ亭てい》で実験的にこしらえたキミュスのつくねから得た発想である。

　森辺の集落でも宿場町の宿屋でも、あまりに手間や時間のかかる料理は歓迎されない、という点は同一なのだ。

「まずはハンバーグと同じ下準備ですね。ポイタンを煮に詰つめてから、アリアのみじん切りを炒いためておきます」

　俺はファの家の晩餐を見本として、ヤミル＝レイには試食分を実践でこしらえてもらうことにした。

　つなぎのためのポイタンを煮詰めて乾かわかし、その間にアリアのみじん切りを炒めて、肉を挽ひく。キミュスのつくねではアリアのみじん切りも使用しないが、肉の味の強いギバ肉では、俺は常に使用していた。

　しかしこれは良い機会だったので、アリアを入れない肉団子も作ってみることにした。

　それに、つなぎにギーゴを使ってみるのもどうだろう。ポイタンはいちいち煮詰めて干さなければならないから、焼きポイタンのついででもなければ、なかなかの手間なのだ。

　アリアを入れるか入れないかの二パターンと、つなぎの種類をポイタンかギーゴかに分けて二パターン、それを掛け合わせて四パターンの作製だ。

「あとはお好みで、塩やピコの葉、ミャームーのすりおろしなんかをこの段階で入れてみてもいいですね。ファの家では、さらに果実酒を混ぜ込んだりもします」

「ややこしいわね。レイの家ではそこまで色々なものを入れたりはしなかったわ」

「そうでしょうね。まあ、最初は塩とピコの葉を練り込むぐらいで十分だと思います」

　宿場町で売りに出だしている『ギバ・バーガー』のパテでも、塩とピコの葉しか練り込んではいない。果実酒もミャームーも、タラパソースのほうでふんだんに使用しているからだ。

　しかしファの家ではタウ油ベースのソースを作ったり、チーズバーグ、照り焼きバーグなどにもチャレンジしているため、それにあわせてパテ自体の味付けも色々と工夫しているのである。かつてアイ＝ファはレイナ＝ルウより俺の作るハンバーグのほうが美味であると評してくれたが、焼き加減を除のぞけば差異はそれぐらいだろうと思われた。

「で、肉をこねたら、これぐらいの大きさに丸めていきます。中の空気を抜く必要もありません」

　大きさは一口大、ころころとしたタコ焼きていどのサイズだ。

「まだ晩餐用の肉を焼くには早いんで、試食用のを手本で一個だけ焼いてみますね。――肉が鍋にくっついてしまわないように、まずはギバの脂あぶらを少し焼きます。かまどの火はほどほどの中火で、まんべんなく焼き色がつくように転がしながら火を通します。このときに激しく動かすと肉が崩れてしまうので気をつけてください」

　そうして表面がキツネ色に焼きあがったら、すりおろしたミャームー、塩、ピコの葉を加えた果実酒を投入して蒸むし焼やきに。調理手順は、これだけだ。アリアのみじん切りやつなぎを入れるのは割と俺の個人的なこだわりに過ぎないので、もっと簡略化することも可能である。

　まったく今さらの話であるが、煩雑な作業の歓迎されない森辺では、ハンバーグよりもこの肉団子のほうが相応ふさわしい献こん立だてなのかもしれなかった。

「さて。これはアリアなしでつなぎにはギーゴを使った分でしたっけ。とりあえず味見をどうぞ」

「……あなたは食べないの？」

　俺は晩餐でたらふく食べられますので――と言いかけて、「それじゃあ半分こにしましょうか」と言いなおした。

　これはヤミル＝レイがこねあげた肉団子である。焼きあげたのは俺でも、俺が味の保証をしたほうが彼かの女じよの自信にもなるだろう。

「ああ、文句なく美味おいしいですね」

　お世辞でなく、そう言うことができた。

　ギーゴを使うと、食感が少しふんわりとするようだ。

　それにやっぱり、アリアを入れないとギバ肉の強い味がさらにぐいぐいと主張してくる。ギバ肉のクセを嫌いやがらないなら――つまり森辺の民なら、こちらのほうが好みに合うぐらいかもしれない。

　そして、薄めのミニバーグよりこの形状のほうが噛み応えも増していい感じである。肉にく汁じるもたっぷりで申し分ない。ハンバーグとは似て非なる、これはなかなか森辺の民むきの献立であるかもしれなかった。

（アイ＝ファだったら何て言うかな。……何か、他のみんなが満足そうにしている中で、一人だけ仏頂面をしそうな気がするけど）

　そんなことを考えていると、ヤミル＝レイが深々と溜ため息いきをつく気配が伝わってきた。

「どうしました？　何か問題でも？」

「いえ。とても美味しいと思うわ。……ただ、このように呑気にしていていいのかしらと思っただけよ」

　意味がわからずに首をひねっていると、長い前まえ髪がみの向こうからにらみつけられてしまった。

「ズーロ＝スンの話は聞いたわ。先日の会談でもまったく話はまとまらなかったそうだし、新しい族長たちはいったいこれからどうするつもりなのかしらね」

「ああ、その話ですか。……どうでしょうね。でも、ヤミル＝レイたちを城に引き渡すような結果にだけはならないはずです」

「……あちらはスンの本家であった人間全員を引き渡せと言っているのでしょう？　だったら――」

「あなたとズーロ＝スンだけを引き渡せばいいってのはなしですよ、ヤミル＝レイ？」

　俺が先回りしてみせると、ヤミル＝レイはまた溜息をついた。

「察しがいいわね。レイの家長は最後まで言わせてくれたのに」

「ラウ＝レイにも同じことを言ったんですか？　それはさぞかし怒おこられたでしょうね」

　そのラウ＝レイは、ギルルに見守られる格好でシン＝ルウと取っ組み合っている。視界には入るが喋り声の届く距きよ離りではない。

　ヤミル＝レイはそっぽを向いて、左のこめかみをゆっくりと撫なでさすった。

「怒られるどころか殴なぐられたわ。あれはひどい男よね」

「ええ、手が早いのはラウ＝レイの欠点だと思いますけど、でも、怒らせるようなことを言うヤミル＝レイも悪いと思いますよ？」

「…………」

「たとえミダやツヴァイをかばうためでも、自分一人が犠ぎ牲せいになればいい、なんて考えは捨ててください。そんな考えが通らないってことは、家長会議のときにもはっきりしたじゃないですか？」

「……だけどわたしは、ザッツ＝スンの跡継ぎと目されていた人間だわ。城の連中は、そういう人間こそを処しよ刑けいしたくてうずうずしているのじゃないかしら？」

「思おも惑わくのはっきりしない城の連中の要望をかなえてやる筋合いなんてありませんよ。ヤミル＝レイだって、大事な同どう胞ほうの一人なんですから」

　ヤミル＝レイは少しうつむき、長い前髪で表情を隠してしまった。

「もういいわ。……そうすれば城の連中の気は済むかもしれないのに、話のわからない人間ばかりね」

「それはこっちの台詞せりふですよ。どうして俺やラウ＝レイが怒っているのかを理解してください」

　すると、ヤミル＝レイは急に自分の親指の爪を噛み始めた。彼女らしくない、子供っぽい仕草だ。

「……あなたも怒っているの、アスタ？」

「怒るというか、悲しいですかね。同胞が今の生活をないがしろにするような言葉を口にしたら、悲しくなりませんか？」

「……あなたは同胞じゃなく異国人だわ」

「異国人でも、同胞のつもりです」

　ヤミル＝レイは、黙だまり込んでしまった。

　何だかやたらと重苦しい空気になってしまいそうだったので、俺はつとめて明るい声をあげてみせる。

「それに、城の人間もザッツ＝スンの跡継ぎだとかに興味はないと思いますよ？　あちらはいまだに十年前の事件も野盗の仕業だと言い張っているんですから、そういう意味ではスン家の罪をまともに追及するつもりすらないはずなんです」

「……罪を追及するつもりが、ない？」

　表情を隠したまま、ヤミル＝レイは静かにつぶやく。

「ふうん……そういうこと……だからこそ、ズーロ＝スンは城に引き渡されることを今さら怖がり始めたのかしら……？」

「え？　ヤミル＝レイにはその理由がわかるのですか？」

「わからないわよ。でも、その話を聞かされたら、自ずと想像ぐらいはつくでしょう？」

「俺には全然つきません。だからこそ、これからズーロ＝スンにそれを問い質そうという話になったんですよ」

　俺は、思わずヤミル＝レイに詰つめ寄ってしまった。

「教えてください。ヤミル＝レイは、城の人間がどういう目的でズーロ＝スンの身柄を欲していると考えたのですか？」

「……罪に問うつもりがないなら、後に残る理由は一つしかないんじゃない？」

　長い前髪の向こうから、今度は得体の知れない光をたたえたヤミル＝レイの瞳が見つめ返してくる。

「スン家の再興、よ」

「スン家の再興……」

　その言葉は、ぞっとするような冷たさでもって俺の胸にしみこんできた。

「それ以外に、ズーロ＝スンを始めとするスン家の人間に利用価値なんてあるかしら？　城の人間はドンダ＝ルウやグラフ＝ザザといった新たな族長たちをもてあましているのでしょう？　だったら、もう一度ズーロ＝スンを族長に据えて、森辺の民をいいように使っていきたいと願うのじゃないかしら？」

　それはあまりに突拍子のない話――とは、思えなかった。

　さまざまな記き憶おくや言葉が、かちりかちりと頭の中で一つの結論に組みあげられていく。

　サイクレウスは当初、スン家の人間を分家まで残らず城に引き渡すべしと主張していた。その要求が通らないとなると、今度は本家の人間だけでも引き渡せと言ってきた。

　何のために？

　罪の重さを量るためにと、サイクレウスは最初からそのように述べていたではないか。

　サイクレウスは――スン家の人々を不当に処断するためではなく、その罪を不当に許すために身柄を欲していたのだろうか？

　ドンダ＝ルウたちの弾劾こそがいわれなき誹謗であり、今後も森辺の民たみはスン家に率いられるべきだと、君主筋からのお墨付きをつけるために――？

（そう考えれば――サイクレウスがまったく焦った様子を見せないことにも説明がつく。何かの秘密を保持したいために身柄を要求していたんなら、あまりにのんびりとした話に感じられるけど、そういう魂こん胆たんであったのなら、どれだけ時間をかけたって大きな問題はないはずだ）

　それじゃあ、ズーロ＝スンだけでなくその家族までをも欲していたのは――ズーロ＝スンに言うことを聞かせるための人質か、あるいは、ズーロ＝スンが無理ならばその息子にでも族長の座を与えようと画策したためであったのか。

　昨日の侵入者は、ズーロ＝スンを害するためではなく、その生存を確認するためのものであったのか。森辺の民は処置が手ぬるいと述べていた、サイクレウスのその言葉こそが、真意を隠そうというフェイクやブラフであったのか。

　むろん、何を考えたって証のない話だ。しかし、少なくとも口封じのためにスン家の人々を皆殺しにしようとしている、と考えるよりはよほど整合性が保てているように感じられてしまった。

「だけど――それでどうして、ズーロ＝スンはあれほどまでに惑乱してしまったのでしょう？　そのきっかけは侵入者の存在だったのだとしても、もしもズーロ＝スンがヤミル＝レイと同じことを考えたのなら、そこまで取り乱す理由にはならないんじゃないですか？」

「どうかしら？　ズーロ＝スンの考えなんてわたしにはわからないわよ。父と娘むすめでありながら、わたしたちにはまったく似たところがなかったのだから」

　抑揚のない声で言いながら、ヤミル＝レイはそっと自分の身体を抱だきすくめた。

「ただ……自分には城の人間の要求を突っぱねる強さなどない、とは自覚しているのじゃないかしらね。それで再び族長の座に据えられることになったら、今度こそすべての森辺の民に憎悪と怨嗟の目を向けられることになる――そんなことを想像してしまったら、泣きわめきたくもなるのじゃないかしら」

　ヤミル＝レイの肩かたが、小さく震ふるえていた。

　だから俺は、その肩をしっかりと両手でつかんでやった。

「大丈夫ですよ。ドンダ＝ルウたちは、絶対にヤミル＝レイたちを城に引き渡したりはしません。今の話を聞かせれば、その思いはさらに強くなるはずです」

「……こんなのは、わたしが頭の中でこしらえた妄想にすぎないのよ？」

「何にせよ、森辺の民は同胞を見捨てたりはしませんよ」

　ひんやりと冷たそうな空気を纏まとったヤミル＝レイでも、やはりその内には確かな血と熱が通っていた。

　その温かい身体がやがてゆっくりと震えをおさめていくまで、俺はその肩を握り続けた。




◇




　そして、夜である。

　肉団子の晩餐を終えて、俺はアイ＝ファと語らった。

「いよいよややこしいことになってきたな。ズーロ＝スンは、いったいどうなるんだろう？」

「この段階ではドンダ＝ルウらも道は決められまい。まずは真実を見極める他なかろう」

　それは確かに、アイ＝ファの言う通りだった。

　じわじわと決着の刻ときは近づいているはずなのに、俺たちの手もとには数々の謎なぞと疑問と憶測しか握られていない。これでは進むべき道を定められるはずもなかった。

「まずは自分たちの身を守ること、そしてカミュア＝ヨシュの帰りを待つこと。私たちにできるのは、それだけだ」

「いや、もう一つだけあるだろう？　ジーダを説得して、味方につけることだ」

「それとて、向こうから姿を見せるのを待つ他ない。獲物が現れるまで待ち続けるのも、一つの狩かり方だ」

「うん、それは狩人らしい発想だな」

　そういえば、あのドンダ＝ルウも意外に受け身の姿勢を見せることは多い。むやみに動くよりは、じっと身を潜ひそめて好機を待つのがあの勇猛なる男の戦い方なのだろうか。

　燭しよく台だいのぼんやりとした光の下、俺はアイ＝ファの横顔を見つめる。

　少しばかり距離が近い。俺たちは並んで壁にもたれかかり、小さな声で語り合っていた。おたがいの肩が触ふれるか触れないかぐらいの距離感だ。

「窓から矢を射られたとき、そばにいなくてはお前を守ることができなくなるだろうが？」と言って、アイ＝ファは晩餐のときからずっとこの位置を保持しているのである。

　眠るときは、襲しゆう撃げきを防ぐために窓に目隠しをするようにした。だけど今日は、夜風が心地ここち好よい。

　眠るまでは、このままでいよう――と、どちらかがとりたてて口にするわけでもなく、俺たちはおたがいの体温さえ感じられそうなこの距離で、ぽつぽつと静かに語り合っていたのだった。

「……早く平和な日常を取とり戻もどしたいものだよな。少なくとも、窓から矢を射られるような心配のない生活をさ」

「うむ？　いきなりどうしたのだ。さすがに気持ちが萎えてきたのか？」

「いや。なかなか頭に来ることも多いから、気をつけないと闘争心がたぎってくるぐらいだよ。……ただ、アイ＝ファが無事に帰ってくることと商売の行く末だけ心配していればいい生活が手に入ったら、それは本当に幸福な日々と思えるだろうなあと思っただけさ」

　アイ＝ファは窓のほうに目を向けたまま、口をへの字にしてしまう。

　俺のほうからこういうことを言いだすと、たいていアイ＝ファはこのように黙り込んでしまうのである。

　自分が不安感に見み舞まわれたときは問答無用で擦り寄ってきてくれるのに、そういうところは本当に猫ねこっぽいと思う。

　まあ、それが嫌なことはまったくない。

「でも、堅苦しい方向に話を戻すとさ、ただ相手が動くのを待つだけってのはしんどいものだな。また身近な人たちにおかしな災難が振りかかったらどうしようっていう、そっちの心配が一番でかいよ」

「うむ。しかもそれが何者の手によるものなのかも判然としないのではな」

「ああ。だけど、もしも本当にこれらの全部がサイクレウスの仕業だと考えると――それは、歴史を引き戻そうとしている計画なのかもな」

「歴史を？　引き戻す？」

　けげんそうにアイ＝ファが首を傾かしげる。

　その拍子に、長い髪が俺の首もとをくすぐった。

「そんな風に思えないか？　ズーロ＝スンを族長に引き戻して、町の人たちに森辺の民に対する不審の念を植えつけて、屋台の商売も続けられないように妨害して――そうやって、何もかもを以前の状態に引き戻そうとしているんじゃないのかな、サイクレウスは」

「その想像が真実であるとしたら――」と、アイ＝ファの声に静かな力が込められる。

「サイクレウスという男は、まぎれもなく森辺の民の、敵だ」

「ああ。それぐらいはっきりとした敵だったら、倒し甲が斐いもあるってもんだよな」

　本気半分、冗じよう談だん半分でそのように応じると、アイ＝ファはふっと口もとをほころばせ――それから、狩人の眼光を両目に爆ばく発はつさせた。

「……来たか」と、その手が刀の柄つかをつかむ。

　驚おどろいてアイ＝ファの視線を追いかけると、窓の外に黄色い双眸が瞬いていた。

　俺は、ごくりと生なま唾つばを飲み下す。まるで、闇夜で飢えた獣けものにでも出くわしたような心境だった。

「お前は、ジーダと名乗る者だな？　私たちと言葉を交かわす気になってくれたのか？」

「……表に出てこい。二人ともだ」

　黄色い鬼火が、ふっとかき消える。

　アイ＝ファは刀をつかんだまま、立ち上がった。

　そして、同じように腰こしを上げた俺に狩人の眼光を突つきつけてくる。

「アスタよ、決して私から離はなれるなよ？　もしもいきなり襲いかかられたときは、お前を家の中に突き飛ばすので、そのような心がまえでいろ」

「わかった」

　俺たちは、慎しん重ちように家の外へと足を向けた。

　ジーダは家の外、玄げん関かんの戸板から五メートルほど離れた場所で、幽鬼のごとく立ちつくしていた。

　豹ひようの柄を持つマントを纏った、異郷の狩人の姿である。

　青白い月明かりが、その立ち姿を妖しく演出している。

「害意がないのであれば、歓迎しよう。私はファの家の家長アイ＝ファ、こちらは家人のアスタだ」

「…………」

「先の日にも伝えた通り、我らにお前と敵対する気持ちはない。森辺の民に憎しみの気持ちをぶつける前に、まずは私たちの言葉を聞いてほしい」

　フードを深く傾かたむけているために、ジーダの表情はわからなかった。

　ただ、その黄色い双眸だけが手負いの獣のようにギラギラと燃えている。

　しかし――月の光の加減だろうか、その身体は以前に見たときよりもいっそう小さく見えてしまった。

　もともとルド＝ルウより背せ丈たけは小さいぐらいで、体格も細身である。その小さな身体から発散されていた怒気や迫はく力りよくが、今日は一いつ切さい感じられない。黄色く燃える双眸がなければ、ただ毛皮のマントを纏っただけの小さな子供であるように感じられるぐらいだった。

「ただその前に一つ問いたいのだが、どうして私たちの家がわかったのだ？　アスタたちは荷車で移動しているのだから、後をつけることなどはかなわなかったはずであろう」

「……その荷車の轍を追ってきたのだ。獣の足跡を辿るよりは、はるかに容易い」

　フードの陰かげから、ジーダはそのように答えた。

　その声も、かつてはひび割れた雷のごとき怒声であったのだが――そうして静かに語る分には、変声期の過程にあるような、ちょっとハスキーな少年の声としか思えなかった。

「大罪人は――本当にすべて死んでしまったのか？」

　しばしの沈黙の後、ジーダはさらに低い声でそのように問うてくる。

「宿場町では、二人の大罪人が処刑されたという話が流れていた。しかし、何十名もの商人を皆殺しにしたという森辺の罪人が二人きりということはあるまい。……残りの罪人どもは、どうなったのだ？」

「残りの者たちは、この十年ですべて死に絶えたと聞いている。罪に手を染めたスン家の人間たちは、何故なぜか若くして生命を落とす者が多かったのだそうだ」

　冷静に応じるアイ＝ファの言葉に、ジーダは「嘘うそだ」と双眸をぎらつかせる。

「そんなに都合よく罪人ばかりが死に絶えるものか。貴様たちは、残りの罪人どもを庇い立てしているのだろう……？」

「それは違ちがう。もともと十年前の事件に関わった人間は、ごく少数であったらしいのだ。あやつらは、ギバをけしかけて商団を襲おそったらしいからな。やりようによっては、一人で三十名もの人間を討ち倒すことも可能であったのだろう」

「それでは、二日前に農園を襲ったというのは何者だ？　やはり貴様たちは、一人残らず無法者の集まりであったのか？」

「断じて違う。それは森辺の民に罪をなすりつけようという何者かの策略だ。もはや狩人の誇ほこりを汚すような人間は一人もいないのだと、私はそのように信じている」

　アイ＝ファは強く静かにそう言いきった。

　なんて強靭でなんて清廉なたたずまいだろうと、俺はそのかたわらで息を呑むことになった。

　あまり余人には内面を見せようとしないアイ＝ファが、その内の強さと清らかさをすべてさらけだしているような――そんな不思議な感覚が俺の心臓をわしづかみしてしまっている。

　ジーダは固く口を閉ざし、アイ＝ファの姿をじっと見つめ返していた。

　しばしの静寂の後、ようやくその口が開かれようとしたとき――ひゅうっと心地好い風が俺たちの髪をなぶり、ジーダのかぶっていたフードを背中のほうに払いのけた。

「俺は……森辺の民に復ふく讐しゆうを遂とげるために、これまで腕を磨いてきた……」

　火のように赤い蓬髪が、闇の中で音もなくゆらめく。

「それなのに、すべての大罪人どもが死に絶えてしまっていたら……俺は誰に刀を振り下ろせばいいのだ……？」

　ジーダの顔も、あらわになる。

　かつて怒りに引き歪ゆがんでいた顔は、今は悲しみに引き歪んでしまっていた。

　何て悲哀に満ちた顔だろう。

　それに――これは本当に、怒り狂って俺たちに刀を向けてきた、あの恐ろしい襲撃者と同一人物なのだろうか。

　目が大きい。やや吊り上がり気味の、アーモンド型の大きな瞳だ。鼻や口は小さくて、顎のあたりもほっそりしている。十三、四歳さいという年ねん齢れいよりも幼げにさえ見える顔立ちである。

　この顔が、牙きばを剥いた手負いの豹のごとき形相に変貌するさまが、どうしてもうまく想像できない。

　ただ――その黄色みがかった瞳だけは、悲しみに打ち沈しずんでいても火のように燃えていた。

「……お前は何のために復讐を遂げようとしているのだ、ジーダよ？」

　アイ＝ファが静かに問いかける。

　ジーダは、いっそう激しい火をその双眸にゆらめかせた。

「たわけたことを聞くな。いわれなき罪をかぶせられて処刑された、父ゴラムの誇りを取り戻すために決まっている」

「そうか。私たち森辺の民も、かつての族長たちが汚けがした一族の誇りを取り戻そうとしている、その過程にあるのだ」

「…………」

「昨日、アスタも告げたであろう。実際に罪を犯おかしたのはスン家の者たちであっても、その裏にはそれを手引きした人間が存在するやもしれぬのだ。私たちは、それが真実であるかどうかを確かめるために、今も戦っている」

「…………」

「お前にとって、私たちは仇きゆう敵てきの片割れなのかもしれない。しかし、真実を日のもとにさらすために、手を取り合うことはかなわぬだろうか？　私たちは、その道を望んでいる」

　ジーダは何も答えぬまま、右手でフードをかぶりなおす。

　その際に、灰色がかった布でぐるぐる巻きにされた左肩が、はだけたマントから少しだけうかがえた。

「……俺は俺のやり方で仇を討うつ」

　やがてジーダは、感情の定まらない声でそう言い捨てた。

「それが気に食わないのなら、今ここで俺を討て。貴様の力量ならそれも容易いだろう。俺は、手負いだ」

「お前を斬る理由はない。三日前のあのときにも、お前を斬らずに済んで良かったと私は考えている」

　ジーダは無言できびすを返した。

　その背に、俺は慌あわてて呼びかける。

「待ってくれ。君は母親から何も聞かされていないのかい？　実は今、俺たちの仲間が君の母親を捜しているんだよ。その証言があれば、敵方の罪を暴けるかもしれない、という理由で――」

「……母は、俺が復讐に生きることを許してくれなかった。だから、もう一年も前に縁えんを切っている。……あの女は、父の死とともに牙をもがれてしまったのだ」

「一年前――そんな前から、君たちは別々に暮らしていたのか」

「俺はマサラの山中で暮らしていた。捕らえたバロバロの鳥を売るために人里に下りて……そこで貴様の存在を知ったのだ、アスタ」

　俺たちに背中を向けたまま、ジーダは抑揚のない声でそう言った。

「森辺の民が、ジェノスの宿場町で商売をしていると……大罪人は裁かれて、森辺の民は許されたのだと……行商人がそのように話しているのを耳にした。だから俺は、怒りで何も考えられなくなり……こうしてジェノスにまでやってきたのだ」
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「そうか。だけどたぶん、森辺の民はまだ許されていないと思う。だからこそ、俺たちは町の人々と正しい縁を結べるように力を振り絞しぼっているんだ」

　ジーダは、何も答えなかった。

　その小さな後ろ姿が、闇の向こうに遠ざかってしまう。

　思わず俺が足を踏ふみ出しかけてしまうと――低い声で「来るな」と拒絶された。

　そうしてジーダは、俺たちの前からいなくなった。

「なあ、アイ＝ファ……黙って行かせちまって良かったのか？」

「しかたあるまい。あの者は、自分で正しいと思える道を探しているのだ。それを邪魔することは誰にもできぬのであろう」

　ジーダの消えた方向に強い視線を送りながら、アイ＝ファはそう言った。

「それにあれは、私たちと同じ魂を持つ者だ。もはや敵として立ちふさがることはないと信ずることができる。……ならば、いずれ自然に道が重なるときを待つしかあるまい」

「そうか。そうなのかもしれないな」

　少なくとも、力ずくでジーダを引き止めることは最大の愚ぐ策さくである、ということぐらいは俺も感じることができていた。

　その上で、アイ＝ファがジーダを信じるというのならば、俺も信じよう。

　ようやく敵の輪郭が、ぼんやりとだが定まってきたのだ。サイクレウスがどのような手を打ってきても、絶対に屈したりはしない。

　もしも本当にサイクレウスが、森辺の歴史を以前の状態に引き戻そうと画策しているのならば――そして、その行いを正しいと認めてしまったならば――それは、異分子でありながら森辺の民の生に介入してしまった俺自身の存在を全否定することにも繋がってしまうのだ。

　俺の行いのほうこそが正しいのだと証すすべはない。

　そうであるからこそ、俺は全身全霊をかけてサイクレウスに立ち向かわねばならないのだろう。

　アイ＝ファを始めとする大勢の人々が、俺の存在を正しいものと認めてくれた――その思いを無駄にしないためにも。

「夜も更けた。……眠るぞ、アスタ」

「ああ」

　そうして俺たちは、風の強い森辺の夜に別れを告げて、明日のために眠ねむりを求めることにした。







箸休め　～ルウ家の末弟と家族たち～







「そういえばさ、さっきダルム兄の様子を見てきたんだよ」

　晩餐の最中、ルド＝ルウが何気なくそのような言葉を発してみせると、広間は驚きの声に満たされた。

　驚いているのは、主に姉や妹たちだ。父と兄にはすでに報告済みであったし、母や祖母たちはそのようなことで取り乱すような気性をしていなかった。

「何でー？　ダルム兄のいる北の集落って、すっごく遠いんでしょ？」

「そーだよ！　ルドばっかりずるい！」

　とりわけうるさいのは妹のリミ＝ルウとララ＝ルウだった。姉のヴィナ＝ルウとレイナ＝ルウは、驚きに目を見張りつつも大人しくルド＝ルウの言葉を待っている。

「ずるいったって、俺おれは親父おやじに伝言を頼まれて北の集落まで出向いただけさ。ま、ダルム兄は相変わらずだったよ」

「相変わらずだけじゃわかんないよ！　ダルム兄は元気でやってるの？」

「北の集落って、町の人間に忍び込まれたんでしょ？　ダルム兄は危なくなかったの？」

「うっせーなあ。ダルム兄が町の人間なんかにどうこうされるわけねーじゃん」

　言いながら、ルド＝ルウはタラパの赤い汁にまみれたギバの胸肉を口の中に放り入れた。

「だいたい、ダルム兄は家の中でズーロ＝スンたちを見張ってたから、誰の姿も見てねーんだってよ。誰かが家のそばまで近づいてきたのは確かみたいだけどな」

「町の人間が森辺の集落に忍び込むだなんて、ただごとじゃないよねえ。まったく物ぶつ騒そうなことになったもんだ」

　かしましい娘たちをたしなめるように、母のミーア・レイ＝ルウがことさらのんびりとした口調でそのように言った。祖母のティト・ミン＝ルウや曾祖母のジバ＝ルウも、静かにみんなのやりとりを見守っている。

　そこにサティ・レイ＝ルウが戻ってきて、「あら、どうかしたのですか？」と微笑ほほえみかけてきた。

　サティ・レイ＝ルウは、兄のジザ＝ルウの嫁よめである。まだ赤ん坊のコタ＝ルウが乳をせがんだので、別の部屋に移っていたのだ。コタ＝ルウはあらためて草くさ籠かごの中に寝かされて、「あぶう」と満足げな吐息をもらした。

「ルドがダルム兄に会いに行ってたんだってー。自分ばっかりずるいよね！」

　仲のいいララ＝ルウがそのように述べたてると、サティ・レイ＝ルウはまた「あら」と微笑んだ。

「トトスがあると、こういうときに便利ね。ダルムの様子はどうだったの？」

「別に、いつも通りの仏頂面だったよ。……あ、でも、ちょっと違ってる部分もあったかな」

「何それ！　さっきは相変わらずって言ってたじゃん！」

「ダルム兄、何が違っちゃってたの？」

　たちまち妹たちに食いつかれて、ルド＝ルウは辟易した。それは簡単に説明できるような変化ではなかったのだ。

　兄のダルム＝ルウは、何だかとても思い詰めているように見えた。ただ、それは悪い変化であったわけではなく、何かの答えを必死に追い求めているような様子に見えたのだった。

（ダルム兄も、最近は色々とあったからな）

　ルド＝ルウはそのように考えたが、妹たちに説明するのは面めん倒どうくさかったので、サティ・レイ＝ルウに目を向けることにした。

「何にせよ、ダルム兄は元気そうだったよ。ただ、飯が不味まずいって文句を言ってたなー」

「へえ、ダルムがそんなことを言ってたのかい？」

　と、別の方向からティト・ミン＝ルウが口をはさんできたので、ルド＝ルウは「ああ」とうなずいてみせる。

「そりゃあ北の集落では血ち抜ぬきもしてないギバの肉を食ってるんだから、飯が不味いのも当然だよな。レイナ姉みたいに腕うでのいいかまど番もいないだろうしさ」

「どんなかまど番でも、血抜きをしていない肉じゃ美味しい料理なんて作れないよ。それぐらい、ルドだってわかってるでしょ？」

　照れ隠しに笑いながら、レイナ＝ルウはそのように言っていた。照れくさそうだが、同時にまた嬉うれしそうな表情だ。レイナ＝ルウは少し前から、かまど番の仕事に対して並々ならぬ情熱を燃やすように変化していたのだった。

（変わったのは、ダルム兄だけじゃねーんだよな）

　そのように考えながら、ルド＝ルウはずっと静かにしているもう一人の兄のほうに目を向けてみた。

「なあ、ジザ兄は今でもアスタのことを邪じや魔ま者とか思ってんのか？」

　ジザ＝ルウは、木皿の煮に汁じるをすすりながらルド＝ルウのほうを見返してきた。

　糸のように細い目をしているために、内心はうかがえない。まだ怒らせてはいないよな、と危あやぶみつつ、ルド＝ルウはさらに言葉を重ねてみせる。

「もうずーっと前の話だけどさ、アスタは町で暮らすべきだとか言ってたじゃん？　あの考えって、今でも変わってねーのか？」

「え？　ジザ兄はそんなことを言ってたの？」

　ララ＝ルウが、愕然としてジザ＝ルウのほうを振ふり返かえる。その横では、リミ＝ルウも驚きに目をまん丸にしていた。

　しかし、ジザ＝ルウは黙したまま食事を続けている。

「あれってたしか、ガズラン＝ルティムの婚こん儀ぎの朝だったよな。あれからすっげー時間が経たってるけど、ジザ兄の考えは変わってねーのか？」

「…………」

「あの頃ころはアスタも森辺の集落でちょろちょろ動いてるだけだったけどよ、今では宿場町で商売したり、家長会議ではスン家をぶっ潰つぶす役に立ったり、色々と頑がん張ばってるじゃん？　他の氏族の連中なんかも半分以上はファの家の行いに賛同してるって話だけど、ジザ兄の気持ちはどうなってんだ？」

「……ファの家の行いに賛同しているのは、いずれも小さき氏族の家長たちだ。ザザの家は否定的な立場のままだし、サウティの家も立場としてはあくまで中立だろう」

　ようやくジザ＝ルウが口を開いた。

　しかしそれはルド＝ルウを納なつ得とくさせてくれるような言葉ではなかった。

「他の家のことは、まあどうでもいいや。ジザ兄自身の気持ちはどうなんだよ？　今でもアスタやアイ＝ファたちのことを気に入らねーのか？」

「…………」

「それに、ルウの家だって今ではファの家の行いを認めてるんだよな。宿場町での商売には手を貸してるし、この前なんかは収しゆう穫かく祭さいの晩ばん餐さんをアスタに任せたぐらいなんだからさ」

　すると、果実酒をあおっていた父のドンダ＝ルウが「うるせえぞ、ルド」と不ふ機き嫌げんそうに言い捨てた。

「何だよー、こいつは大事な話じゃねーか？　親父はいまや森辺の族長で、ジザ兄はその跡継ぎなんだからよ。族長と跡継ぎで気持ちや考えが食い違ってたら、のちのち面倒な話にならねーか？」

「だからこそ、ジザにも考える時間が必要なんだよ」

　と、今度はミーア・レイ＝ルウが声をあげてくる。

「難しい話は家長とジザに任せて、あんたは自分の仕事を果たせばいいんじゃないのかねえ？」

「だけど、こいつはルウの家の問題だろ？　アスタたちは俺にとっても大事な相手なんだから、なおさら放ってはおけねーよ」

　すると今度は、最長老のジバ＝ルウまでもが声をあげてきた。

「あんたがそんな風に言ってくれるのは嬉しいよ、ルド……でも、大事な相手だし、大事な話だからこそ、ミーア・レイが言う通り、じっくり考える必要があるんじゃないかねえ……？」

「それはそうかもしんねーけどさ。でも、ジバ婆ばあにとってだって、アイ＝ファたちは大事な相手だろ？」

「それはもちろん、その通りさ……アイ＝ファは昔からの友だし、アスタはあたしに生きる喜びを思い出させてくれた大切な恩人だよ……でも、ドンダやジザたちは、森辺の行く末にまで考えを巡らせなくっちゃならないのさ……それでアスタたちは、ものすごく大きな仕事を成し遂げようと頑張っているんだから、それを正しいかどうかを判ずるには、相応の時間がかかるってことだよ……」

　ルド＝ルウには、あまり理解しきれなかった。

　しかしジバ＝ルウは、ルド＝ルウと同じかそれ以上にアスタとアイ＝ファのことを重んじているはずだった。そんなジバ＝ルウにたしなめられてしまうと、自分のほうが性急であったのかと思わされてしまう。

（ちぇっ。どう考えたってアスタたちは森辺の民のためになることをやってるんだから、とっとと正しいって認めちまえばいいのにな）

　ルド＝ルウは、タウ油で味付けをされた煮汁とともに不満の言葉を飲み下した。

　その後は、晩餐が終わるまでファの家の行いについて触れようとする家族はいなかった。




◇




　それからしばらくの後、ルド＝ルウが一人で寝所に転がっていると、リミ＝ルウとララ＝ルウが訪おとずれてきた。

「何だよ、どうかしたのか？」

「どうかしたのかじゃないよ。ダルム兄の話を、もっと聞かせてよ」

　ララ＝ルウは怒った顔をしており、リミ＝ルウは期待に瞳ひとみを輝かがやかせている。

　家長会議の後、ダルム＝ルウはずっとスンの集落に留とどまっており、収穫祭の時分にようやく帰ってきたかと思うと、今度はもっと遠い北の集落で見張りの仕事を受け持つことになってしまったのだ。この二十日余りでほんの数日しか家にいなかったので、妹たちはずいぶん寂しがっている様子だった。

　もともと森辺の狩人かりうどというのは、一日の大半を森で過ごす。よって、こういう休息の期間に家族と親密な時間を過ごすのが何よりの喜びであるはずなのに、ダルム＝ルウはその期間さえも家を離れてしまっているのだ。これではまだ幼い妹たちが寂しがってもしかたがない話なのかもしれなかった。

「この部屋も、ダルム兄がいないとすごく広く感じちゃうね」

　ルド＝ルウのそばにぺたんと腰を下ろしたリミ＝ルウが、寝所の中を見回しながらそのように述べたてた。ジザ＝ルウは嫁を取ってからは部屋を移したので、現在この寝所にはルド＝ルウしか使う人間がいないのである。

「それでさ、ダルム兄はどうしちゃったの？　北の集落で何かあったの？」

「わかんねーよ。別に、北の連中とは関係なしに、何か考え込んでるだけだろ」

「でも、ザザとかドムとかジーンとか、北の集落の氏族ってのはみんなスン家の眷けん族ぞくだったんでしょ？　ドンダ父さんが家長になる前から、そいつらとは仲が悪かったって話じゃん」

　どうやらそれが、妹たちを心配させている最大の要因であるようだった。

　しかも、ここ最近はザザの家長たるグラフ＝ザザがルウの家を訪れる機会も多くなっている。ギバの毛皮を頭からかぶり、野や獣じゆうのように双眸を燃やすグラフ＝ザザの姿を、妹たちも見かけることになってしまったのだろう。あの迫力や猛々しさは、狩人ならぬ人間にもしっかりと感じ取れてしまうはずだった。

「ダルム兄は、ザザに力を貸してほしいって頼たのみ込まれて、北の集落まで出向いてるんだぜ？　それで喧嘩とか売られるわけねーじゃん」

「うん、だけどさあ……」

「だいたい、北の氏族が敵だったのは、あいつらがスン家の言いなりだったからだ。それであいつらもスン家にずっと騙されてたんだって気づかされたんだから、今さら俺たちとやりあう理由はねーだろ？　そうじゃなきゃ、親父だってあいつらに族長筋を任せたりはしなかったよ」

　あくびを噛み殺しながら、ルド＝ルウはそのように答えてみせた。

「だから、ダルム兄が悩なやんでんのは別の話だよ。ファの家とは色々あったんだから、ちっとは悩むのが当たり前だろ？」

「ああ、うん……それこそダルム兄だったら、なかなかファの家とは仲良くできなそうだもんね……」

　ララ＝ルウは、元気のない面おも持もちで自分の膝を抱かかえ込んでしまった。

　もともとドンダ＝ルウは、アイ＝ファにダルム＝ルウへの嫁入りを申し入れていたのだ。しかしアイ＝ファはそれを突っぱねて、狩人として生きる道を選んだ。その後にはアスタを引き連れてルウの家を訪れることになり、さまざまな波乱を巻き起こしつつ、先の収穫祭ではダルム＝ルウを力比べで打ち負かすことになってしまったのだった。

　力比べで勝つことは誇りになっても、負けることは恥はじにはならない――とは言っても、かつて嫁取りを願っていた相手に負けてしまうというのは、屈辱的であるかもしれない。しかも、これまでは女衆が狩人になることなどありえなかったので、それがどれほどの屈辱であるかはダルム＝ルウ当人にしか知り得なかったのだった。

「収穫祭のときも、北の集落に出かけるときも、ダルム兄はちょっと様子がおかしかったんだよね。やっぱりダルム兄は、その……まだアイ＝ファのことを嫁にしたいって思ってるのかなあ……？」

　元気のない声をあげるララ＝ルウに、ルド＝ルウは「知らねーよ」と答えてみせる。

「ま、そうだとしたら、いっそうファの家に対しては面白くねーだろうな。アイ＝ファが伴はん侶りよを迎むかえるとしたら、アスタ以外には考えられねーだろうし」

「やっぱりそうだよね。……そりゃあアイ＝ファは綺き麗れいだし、あたしだって大好きだけどさ。ダルム兄にはもっと、静かに寄り添ってくれるような人のほうがあってると思うよ！」

「知らねーってば。伴侶を選ぶのは、当人と家長だろ」

「そりゃあそうだけどさ……ちぇっ、ダルム兄ももっと身近なところに目を向けてみればいいのに……」

　ララ＝ルウの言い分も理解はできるが、ルド＝ルウに口出しできるような内容ではなかった。

「ダルム兄だってもう餓が鬼きじゃねーんだからさ、俺たちがあれこれ心配しなくったって、自分で正しい道を見つけられるよ。……なあ、俺はもう眠てーんだけど」

「うん、リミも眠たくなってきちゃったあ」

　と、可愛らしくあくびをしてから、リミ＝ルウはルド＝ルウの胸むなもとに取りすがってきた。

「ね、ルド！　ひさしぶりに、一いつ緒しよに寝よっか？」

「あん？　何でだよ？」

「だって、ダルム兄がいないと、やっぱり寂しいんだもん」

「俺はダルム兄の代わりかよ」

　ルド＝ルウが舌を出してそっぽを向くと、リミ＝ルウは「ねえ、いいじゃん！」と身体を揺さぶってきた。

「リミ、まだ八歳だし、男衆の家族と一緒に眠ってもいいんでしょ？　あと二年したら、ルドとも一緒に眠れなくなっちゃうんだよ？」

「二年なんて、まだまだ先だろ。……ま、お前がどこで寝ようとかまわねーけどさ」

　リミ＝ルウは「やったー！」と喜びの声をあげ、ララ＝ルウは「ちょっと！」と不満の声をあげた。

「そしたら、あたしがひとりぼっちになっちゃうじゃん！　あたしはもう十三歳だから、男兄弟とも一緒には眠れないんだよ？」

「そんなら、ヴィナ姉たちの寝所に行けばいいじゃん。三人ぐらいは寝られるだろ」

　ララ＝ルウは「もう！」と怒りながら部屋を出ていってしまった。

　リミ＝ルウは「えへへー」と笑いながら、ルド＝ルウのすぐ隣となりにころんと横たわる。

「ねえねえ、ルドは上になんにも掛けないで寝ねてるの？」

「ああ。別に寒くもねーからな」

「そっかー。でも、くっついてればあったかいよね！」

　無む邪じや気きな声で言いながら、リミ＝ルウはルド＝ルウの胸もとに頭を押おしつけてきた。

　赤茶けた髪かみが、ルド＝ルウの鼻先で揺れている。そのふわふわとした髪を、ルド＝ルウは片方の手で軽く撫なでてやった。

「……ねえ、ダルム兄はほんとに大だい丈じよう夫ぶだよね？」

「大丈夫だよ。ダルム兄を信じとけ」

「うん！　ルドがそう言うなら、信じる！」

　そうしてリミ＝ルウはルド＝ルウの胸もとに顔をうずめたまま、やがて安らかな寝息をたて始めた。

　ルド＝ルウはその小さな頭を抱え込み、ふわふわとした髪の感かん触しよくを楽しみながら、自分もまぶたを閉じることにした。
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　翌朝である。

　ルド＝ルウが目を覚ますと、もうリミ＝ルウは姿を消していた。

　女衆は朝から家の仕事を片付けなければならないので、夜明けとともに部屋を出ていったのだろう。ルド＝ルウは大きくのびをしてから、自分も朝の散策に出かけることにした。

　家を出ると、思ったよりも日が高くのぼっていたので、遠出はあきらめてかまどの間を目指すことにする。そちらからは、すでに胃袋を刺し激げきする芳かぐわしい香かおりが漂ってきていた。

　家の裏手に繋がれたトトスのルウルウは、今日もとぼけた顔つきで無心に枝の葉を食んでいる。その尻を挨拶代わりに軽く叩たたいてから、ルド＝ルウはかまどの間を覗き込んだ。

　そこでは女衆が仕事に励はげんでいた。顔ぶれは、本家の四姉妹と分家のシーラ＝ルウだ。彼かの女じよたちは少し前から、宿場町で出す料理の下ごしらえをアスタに任されていたのだった。

「あ、ルド、おはよー！　今日は遅かったね？」

　小さなポイタンを次から次へと焼きあげているリミ＝ルウが、にこにこと笑いかけてくる。その隣で、ララ＝ルウはまだちょっと怒おこった顔をしていた。

「相変わらず、朝から薪まきを燃やしまくってんのな。……だけど、アスタから仕事を引き受けたのは三人じゃなかったっけ？」

「他の仕事が終わったから手伝ってるんだよー。手伝えば、かまど番の修練になるしね！」

　元気いっぱいに言ってから、リミ＝ルウは頬ほおをふくらませる。

「それに、リミだけはまだ宿場町のお手伝いができないしさー！　早くリミもみんなと一緒に働きたいよ！」

「貴族たちとの揉め事が片付くまでの辛抱だよ。そうしたら、きっとリミも一緒に働けるから」

　なだめるように、レイナ＝ルウが微笑んでいる。そちらはヴィナ＝ルウが怪我けがをしたことをきっかけに、一日置きで宿場町に下りられるようになったものだから、実に満足そうな様子であった。

　対照的に、ヴィナ＝ルウは浮かない顔をしている。こちらは宿場町での商売など関係なしに、ジェノスからいなくなった東の民たみにでも思いを馳せているのだろう。いきなり婿むこ入いりを願われて、半年後までに考えておいてほしいなどと言われてしまい、ヴィナ＝ルウは煩悶の真っ只中にあったのだった。

（ま、これまでは自分のほうが男衆を振り回してきたんだから、ちっとばかりは悩んだほうがいいんだろうな）

　そのように考えながら、ルド＝ルウは改めてかまどの間の様子を眺め回した。

　まるで宴うたげの準備でも進めているような騒さわぎである。レイナ＝ルウとシーラ＝ルウは次々と『ギバ・バーガー』のための肉を焼きあげては、それを鉄てつ鍋なべに投じ入れていく。その鉄鍋ではタラパの汁しるがぐつぐつと煮に込まれており、それを溜ため息いきをつきながら攪かく拌はんしていくのがヴィナ＝ルウの仕事であった。

　リミ＝ルウとララ＝ルウのかたわらには、すでに焼きあがったポイタンが山積みにされている。アスタは毎日百五十食分もの料理を売っているので、その半分の仕事を受け持つだけでも、このような騒ぎになってしまうのだ。

「なー、肉の焼ける匂においを嗅いでたら、すっげー腹が空いてきちまったんだけど。一つつまんだら怒られるかな？」

「怒られるに決まってるでしょ！　というか、わたしが怒るよ！」

　こと料理や商売に関かかわることでは、レイナ＝ルウにも冗談が通じなくなってしまう。ルド＝ルウは肩かたをすくめて退散することにした。

　そうしてルウルウのほうに戻もどっていくと、そこには見慣れた少年の姿があった。シーラ＝ルウの弟にして分家の家長たるシン＝ルウである。

「よー、ずいぶん早いな、シン＝ルウ」

「ああ、ルド＝ルウ。今の内に、身体を清めさせてもらおうと思ってな」

　ルウの集落の水場は、本家の裏手にあるのだ。シン＝ルウの手には、身体をぬぐう布と着替えが抱えられていた。

「それなら、俺も一緒に行くよ。着替えを持ってくるから、ちっと待っててくんねーか？」

「ああ、わかった」

　ルド＝ルウは、シン＝ルウのかたわらを通って家に戻ろうとした。

　が、途中で気をかえて、シン＝ルウの顔を覗き込む。

「顔の痣あざ、だいぶ目立たなくなってきたな。もう痛みとかは大丈夫なのか？」

「もとより、痛みの気になるような傷ではなかった」

　シン＝ルウは、ジーダと名乗る少年に投げ飛ばされた上に、顔面を蹴けりつけられてしまったのである。その細面には、まだその痕跡がわずかに残されてしまっていた。

「シン＝ルウだって、ルウ家の名に恥じない狩人なんだからな。相手の手並みが見事だったってだけで、そこまで気にする必要はねーよ」

「…………」

「昨日のラウ＝レイとの修練はどうだったんだ？　帰り道はへとへとに疲れてるみたいだったから、あんまり詳しく聞けなかったけど」

「あれは、身になる修練だった。ラウ＝レイと、それをうながしてくれたアイ＝ファにはとても感謝している」

「そっか。一緒に修練する相手にも向いてるやつと向いてないやつがいるからな。ラウ＝レイがシン＝ルウにとって向いてるやつだったんなら、よかったじゃねーか」

　そう言ってルド＝ルウは笑いかけてみせたが、シン＝ルウは「うむ」とうなずくばかりであった。沈ちん着ちやくなのはもともとであるが、まだジーダを取とり逃にがしてしまったことを気に病んでいる様子だ。

（ま、こればっかりは自分で納得のいく力を身につけるしかねーよな）

　シン＝ルウは、分家の中では指折りの力を持つ狩人であった。十六歳という年齢を考えれば、それは大した話なのである。

　ただし、本家の人間は全員がその上を行っている。シン＝ルウよりも一歳年少のルド＝ルウでも、シン＝ルウに力比べで敗北したことはないのだ。

（俺の目標は、親父や兄貴たちだからな）

　ルド＝ルウにはすでに、ダルム＝ルウには負けない力を持っているという自信がある。うまくいけば、ジザ＝ルウにだって土をつけることはできるかもしれない。しかし、ドンダ＝ルウやダン＝ルティムというのはまだまだ到底かなわない相手であるし、この前の収穫祭ではミダにも負けてしまった。ルド＝ルウだって兄たちだって、現状には満足せず、父の背中を追いかけているさなかなのだった。

（シン＝ルウも、力が及およばなくて悔くやしいときは、少しは騒いじまえばいいのにな。そうすりゃ、ちっとは気も晴れるのに）

　だけどそれは、個々の性格だ。性格を変えるのは難しいものなのだから、ルド＝ルウはこうして頑なな幼おさな馴な染じみに笑え顔がおを差し向けることしかできなかった。

「それじゃあ、ここで待っててくれよな。今、着替えを取ってくるから――」

　と、そこで背後から「ルド＝ルウ」と呼びかけられてしまった。

　振り返ると、かまどの間で働いていたはずのシーラ＝ルウが立ちつくしている。弟とよく似た静かな眼まな差ざしを持つシーラ＝ルウは、小走りでこちらに近づいてきた。

「ああ、シンも一緒だったのね。あの、ちょっとルド＝ルウにお話があるのですけれど……」

「うん、何だい？」

「……ルド＝ルウは昨日、北の集落まで足をのばしたそうですね？　ララ＝ルウから、そのように聞きました」

　ルド＝ルウはピンときて、「ああ」とうなずいてみせる。

「ダルム兄だったら元気そうだったよ。何か考え込んでるみたいだったけど、力を落としてる様子はなかったな」

「ああ、そうですか……」と、シーラ＝ルウは胸を撫でおろした。

　彼女は彼女で、家族たちとはまた別の立場からダルム＝ルウのことを心配しているようなのである。ララ＝ルウとシン＝ルウの関係を思えば、それもなかなか興味深い縁であった。

（確かにまあ、アイ＝ファとダルム兄じゃ毎日喧嘩が絶えなそうだもんな。シーラ＝ルウぐらい大人しいほうが、ダルム兄には似合うんだろう）

　それにシーラ＝ルウは、ここ最近で雰ふん囲い気きが変わってきていた。

　以前はもっとおどおどとしており、自信もなさげであったように思う。彼女は少し腕わん力りよくが足りなくて、水みず瓶がめを運ぶのにも難渋するほどであったのだ。ルド＝ルウは彼女よりも年少であったので記き憶おくにないが、幼い頃はさらに身体が弱くて病気がちであったという話も聞いていた。

　森辺で一番重んじられるのは、身体の頑健さである。狩人たる男衆はもちろん、女衆だって一日働きづめで、いずれは子を生すという大事な仕事を担わなければならないのだから、それが当然の話であった。アイ＝ファが男衆を魅了してやまないのも、その際立った容姿のせいばかりでなく、これ以上もない頑健さが生命力の輝きとしてその身に纏われているためなのだと思われた。

「……だけど、シーラ＝ルウだって見目は悪くねーよな」

「え？　な、何ですか？」

「いや、何でもない。ただ、かまど番としてはレイナ姉に負けない腕うで前まえなんだから、どんな男衆に嫁入りを願ったって迷めい惑わくがられることはないと思うぜ？」

　たちまちシーラ＝ルウは、その面を真っ赤にしてしまった。

「ど、どうしていきなりルド＝ルウはそのようなことを言うのですか？　まさか……アスタと何か話をされたのですか？」

「うん？　どうしてそこでアスタの名前が出てくるんだ？」

「い、いえ！　違ちがうのだったら、それでいいのです」

　よくわからなかったが、かまど番としての仕事に励むアスタであったら、女衆の悩みを察したり相談に乗ったりすることもありえそうなところであった。

　それにアスタというのは、女衆のように柔弱で優しげな少年なのである。それでもルド＝ルウの父や兄たちの気迫に負けなかったり、ときおり狩人のような眼光を放ったりもする、実に奇き妙みような存在なのだった。

「とにかくさ、ダルム兄は元気そうだったよ。貴族どもとの揉め事が片付かない限り、なかなか戻ってはこられないかもしれねーけど、何も心配する必要はねーさ。……それに、北の集落では血抜きをしてない肉しか食えねーから、シーラ＝ルウの料理が食べたくてうずうずしてんじゃねーかな」

「ダ、ダルム＝ルウの食事を作るのは、本家の家族の仕事でしょう？」

「シーラ＝ルウはレイナ姉と同じぐらい腕が立つんだから、シーラ＝ルウが作ったって喜ぶさ」

　シーラ＝ルウはいっそう真っ赤になってしまい、「わ、わたしは仕事が残っているので……」と駆け去ってしまった。

「にっひっひ」とルド＝ルウが笑っていると、シン＝ルウがいくぶんきょとんとした面持ちで声をかけてくる。

「シーラは何をあのように慌てているのだろう？　それに、けっきょく何の用事だったのだろうか？」

「んー？　シン＝ルウにはわかんねーのか？」

「うむ。皆目見当もつかん」

　ルド＝ルウはさらに笑い、シン＝ルウの首を片腕で抱え込んでみせた。

「お前ら、面白いよなー。シン＝ルウたちが血族で楽しいぜ、俺は？」

「それはありがたい話だと思うが、やっぱり意味がわからん」

「いいよいいよ、シン＝ルウはそのまんまでさ」

　なんとなく、ルド＝ルウは笑いたい気分だった。

　みんなアイ＝ファやアスタに振り回されつつ、それでも正しい道を進んでいる。そんなことが、漠然と感じ取れたような気持ちであったのだ。

　シーラ＝ルウはアスタからかまど番としての手ほどきを受け、あのように変わることになった。アイ＝ファに『贄にえ狩がり』の作法を学ぼうとしてそれを断られたシン＝ルウも、なにがしかの影響を受けているだろう。十七歳さいの若さで、しかも女衆の身でありながら、アイ＝ファはファの家の家長として、狩人として、誰だれにも恥じない生を送っている。そんなアイ＝ファの姿から、シン＝ルウが何も感じていないはずはなかった。

　そして本家の家族たちは、それ以上にファの家と深く関わっている。また、ファの家の近在でだって、新たな交流が生まれつつあるはずなのだ。スン家の支配にあらがって、それに打ち勝ったアイ＝ファとアスタは、これまでとまったく異なる形で森辺の集落に居場所を見いだせたはずであった。

（ジザ兄だってダルム兄だって、それにザザ家の連中だって、いずれはアスタたちを認めることになるさ。あいつらは、あんなに面白いんだからな）

　ルド＝ルウは、最初に料理を食べさせられた夜から、アスタたちのことを気に入っていた。だからこそ、祝福の牙きばを授けたり、姉たちを嫁にすればいいなどと述べてみせたのだ。そんなアスタたちがじわじわと森辺のみんなに受け入れられつつあるこの状じよう況きようが、ルド＝ルウには改めて嬉しく感じられていた。

「今日もあいつらを守ってやらねーとな！　どんな連中が何を仕掛けてきたって、みんな俺たちが退けてやろーぜ？」

「当然だ。二度とあのような恥はさらさない」

　ルド＝ルウに首を抱えられたまま、シン＝ルウは真面目くさった声でそのように答えてきた。

「……ところで、そろそろ水浴びに向かいたいのだが」

「ああ、そうだったな！　ちっと待っててくれ！」

　最後にシン＝ルウの頭を小突いてから、ルド＝ルウは家に向かって走りだした。

　その胸には、ルウ家に生まれた喜びと、アスタたちを友と呼べる嬉しさと――ひいては、森辺の民として生きていける誇らしさが、これ以上ないぐらいあふれかえっているようだった。







あとがき







　このたびは本作『異世界料理道』の第十巻を手に取っていただき、まことにありがとうございます。

　ついに当作も十巻まで巻数を重ねることがかないました。二ケタも巻数を重ねることができるというのは、本当に栄誉なことであります。

　これもひとえに、ここまでおつきあいくださった皆様のおかげでございます。月並みな言葉で恐縮でありますが、心より感謝しております。




　そんな記念すべき今巻の表紙は、ルウ家の男衆で飾られることに相成りました。むくつけきドンダ父さんを表紙に抜擢することがかない、感無量の作者でございます。

　また、書き下ろしの箸休めも表紙にあわせて、ルウ家のエピソードであります。裏表紙で死ぬほど愛くるしく描かれている、やんちゃな末弟ルド＝ルウ目線の物語です。お楽しみいただければ何よりです。




　そして余談となりますが、巻末にはカドカワＢＯＯＫＳ様より刊行される自分の著作『ストライキングガール！』の広告が掲載されるとのことで。レーベルの枠を超えたお取り計らいに、恐縮するばかりでございます。

　そちらは現代日本を舞台にした作品で、一言で言うと格闘技に没頭する少女たちの物語です。『異世界料理道』とはずいぶん趣が異なるようにも思えますが、自分が描きたいものの根っこは変わりませんので、そちらも同じように楽しんでいただけたら望外の喜びでございます。




　という感じで、今回はあとがきも二ページということで、ずいぶん急ぎ足になってしまいました。

　毎度恒例の締めくくりとして、ホビージャパンの担当様、イラストレーターのこちも様、本作の出版に関わって下さったすべての皆様と、そしてこの本を手に取って下さったすべての皆様に、重ねて厚く御礼を申し述べさせていただきます。




　それでは、次巻でまたお会いいたしましょう！




二○一七年二月　ＥＤＡ　　
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